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　妹のレーナは、行方知れずだ。半年も前から。

　春風が気持ちいい午後だ。エルヴィーラの長い金色の髪が、春風にさらさらひらひら揺れている。

「エルヴィーラさま、お支度をしますよ」

　頬杖を突いて窓から外を眺めているエルヴィーラに、声をかけてきたのは侍女のリーサだ。エルヴィーラよりも三歳年下で、妹のレーナと同い年だ。

「さぁさぁ、窓から離れて。ほら、髪がぼさぼさじゃないですか。はいはい梳かしますよ、まったくもう、洗ったばっかりなのに、もうこんな！」

「だってリーサが、手入れしてくれるだろう？　だから、ぼさぼさのままでもいいかなって」

「エルヴィーラさま……！」

　首を傾げてエルヴィーラが言うと、もつれた金髪を手にしたリーサは潤んだ目を見開いている。おかしなことを言ってしまっただろうか。

　リーサは、感動したらしい。はっとしたように慌てて声をあげた。

「ななななな、なにおっしゃってるんですか！　もう、そんなこと！　誤魔化されませんからね!?」

「なにも、誤魔化してなんかいないけど？」

　特別なことを言ったつもりはないけれど、リーサにはなにやら響いてしまったらしい。首を傾げるエルヴィーラは、続くリーサの勢いに思わず一歩、後ずさってしまった。

「そんなことをおっしゃっても、逃がしませんよ？　今夜は、王宮に上がるのではありませんか。叙任式があるのでしょう、ならばより美しくなさらなければ」

「軍人になるのに、美しさとか関係ないよ」

「まぁ、軍人なんて無骨な。せめて騎士とかおっしゃってくださいよ。ねぇ、騎士姫様？」

「……それ、やめて」

　からかう口調のリーサにエルヴィーラがむっと眉根を寄せると、彼女はしてやったりというように笑った。

「ふふふ、エルヴィーラさまがお変わりになっていなくて、わたしは安心です」

「これでも士官学校を出て、今から仕官する、軍人なんだけど？」

「騎士姫のお噂は、学校においでの間にも城下に鳴り響いておりましたよ」

　不本意な『騎士姫』とのあだ名を何度も繰り返されて、エルヴィーラは頬を膨らませる。なぜエルヴィーラが『騎士姫』と呼ばれるのか、理由を知らないリーサはなおも笑った。

「髪を整える間に、ごそごそされるのもお変わりないです。もう二十三歳になられるのですから、じっとすることくらいは覚えていただきたいものですけど！」

「苦手なんだよぅ……」

　はいはい、と慣れた手つきで素早く髪を整えてもらって、夕方になる前にエルヴィーラの春風に揺れていた洗い髪は、頭の上できっちり結ばれて、屯営に向かうにふさわしい髪型になった。

「さぁ、あとはお召しものですね！」

「士官服を着るだけだから、そんなに張り切ることないよ」

「そんなことおっしゃって。つまらない！　それでも着方というものがあるではありませんか！　そういうのをおしゃれというのですよ？」

　唇を尖らせるリーサに、エルヴィーラは笑った。

　鏡の前、結い上げられた髪の先をつまんで、ひょいひょい振ってもてあそびながら、エルヴィーラはつぶやく。

「士官学校の寮で過ごしてたころは、自分でちゃんと結い上げられなくて。帰ってきて、こうやってリーサに結ってもらって、帰ってきたんだなぁって感じがしたなぁ」

「この程度で、そんなことを……」

　リーサは笑ったけれど、その口調からも喜んでいることがわかる。

「やっとこの日が来ましたね」

「お父さまとお母さまは、特に喜んではいらっしゃらないみたいだけれど」

「それは……そんなこと、は」

　言い淀むリーサは、嘘がつけない。だからこそこの昔馴染みの侍女を、エルヴィーラは信頼しているのだけれど。

「仕方ないよね、レーナが行方知れずのままなのだものな。それどころじゃないよなぁ……」

「エルヴィーラさま……」

　リーサの口調は、ひどく沈んだ。鏡に映るエルヴィーラも目を伏せて、唇を噛みしめている。

　妹の行方が、心配だ。エルヴィーラの見習士官としての期間が終わり、兵舎住まいから自宅に戻ってきて、初めて知ったのだ。

（半年前から、行方不明だなんて……あの箱入り娘が、あの大人しい子が、いったいどこに行ったっていうの？）

　エルヴィーラは宝石より馬を、天然石よりも剣を銃を愛する娘だった。ゆえに騎兵隊に配属されたのは、幸せなことだと感謝している。

　妹のレーナはまったく逆だ。宝石への興味はもちろん刺繍に編みもの、そして絵を描くことが好きなおとなしい娘だ。同じ親から生まれたのにこんなに違うものかと、両親が常々ぼやいている。

　そんなレーナが、自ら家を出るなんて――そんな大胆なことができる子だとは思えない、あの孝心篤い娘が、両親を悲しませるようなことをするとは思えないのだ。

　両親は、レーナを愛している。もちろんエルヴィーラを嫌っているというわけではない、エルヴィーラとてちゃんと愛されている、娘のひとりとして。

（比べるなんて、おかしいことだ。わたしはわたしだし、レーナはレーナ。それだけ！）

　エルヴィーラがレーナのように、物静かで淑やかな娘だったら、あのように愛されたのだろうか。軍の幼年学校に入学を許可されたときも、士官学校で優等をもらったときも、もっと喜んでくれたのだろうか？

　優等の証のスターサファイアを見せたとき、父は難しい顔で頷き、こう言った。

「そうか、さらなる努力あるのみだな」

　これがレーナであったなら、そうとだけ言ってきびすを返すだけということは、なかったのだろうか。

（いいえ……お父さまは、わたしを励ましただけ。発奮させようと思っただけ！　もっと頑張れって、わたしを叱咤激励したんだ！）

　夕方になって、風は肌寒くなってきた。それでも冬の冷たい風を思えば、とても心地いい、優しい空気だ。なにしろ冬は、文字通り骨まで凍る寒さなのだから。

　ここクロムヘイム王国は、南北に長い寒冷の国だ。雪と氷を溶かす春の訪れは、ことのほか喜ばしい。長い冬ののちの、なによりの朗報だ。

　建国より二百五十年。クロムヘイム王国は、国土中央にそびえるトゥーナ山塊より豊かに産出する岩塩、鉄鋼、宝石や天然石により富んでいる。

　トゥーナ鉱山の南のイスキルナ地方だけでも、何十種類もの天然石、その中でも特に美しいとされ『宝石』と呼ばれる石が採掘されて、王都イェリカルスに運び込まれる。

　その主たる購買者は、国内外の富裕者たちだ。五十に及ぶ家々からなるクロムヘイム王国の貴族たちは、ことのほか自国の宝石を愛している。エメラルド、ルビー、サファイア、孔雀石にアレキサンドライト、オパール、ガーネット、ターコイズ、紫に黄色、ピンクに緑、淡黒色の水晶、そして薔薇輝石――。

　カッセル伯爵家の長女、エルヴィーラ・カッセルは、宝石には興味がない。伯爵家の娘としてあり得ない、変わっているおかしいと言われ続けて、今年で二十三歳になる。成人してもなお、宝石にも天然石にも興味はない。

　興味があるのは、馬術に剣術、銃の扱いだ。

　支給された新しい士官服に袖を通し、立て襟の端をつまんでぴっと引っ張る。おろしたてのこの服も、ほどなく土塵まみれになるのだろう。それはとても、誇らしいことだ。

「エルヴィーラさま、お迎えがまいりました」

「あ、はい！」

　勢いよく、きびすを返す。士官学校卒業から半年の見習士官としての任務を終え、今日エルヴィーラは将校としての任官を受ける。その叙任式のために、下士官が自宅まで迎えに来たのだ。

「ありがとう、よろしくな」

　美々しい装飾をされた馬に乗るのは気恥ずかしいけれど、下士官に馬を引かれて王宮に入り、下馬すると広間に案内されている士官たちには見慣れた顔が多くあって、ほっと安堵した。

「よう、騎士姫。ご苦労だな！」

「オーヴェ中尉……その呼び方は、やめてください……」

　士官学校でも世話になった上官だ。エルヴィーラが思い切り顔を歪めると、オーヴェは陽気に笑った。恩のある上官とはいえ、その名で呼ばれるのは不本意だ。

「まぁまぁ、なんにせよめでたい日だ。早く行こう」

「は、い」

　オーヴェに背中を押されて、石段を上がる。叙任のための広間は、中庭を抜けた中央棟の中央にある。夕暮れの広間で行われた叙任式は、新たに任官される見習士官たちが居並ぶ緊張感の中、重厚な空気とともに進められた。

　エルヴィーラ・カッセルは任官において、薔薇輝石を与えられた。

「薔薇輝石……？」

「愛を結ぶとの、言葉が宿っている」

　そう言われても、ぴんと来ない。捧げられた白いクッションに載っている宝石は、天井からの眩しい明かりを受けてきらきら光っている。名の通り薔薇色に輝くそれは、宝石になど興味のないはずのエルヴィーラの視線をも奪った。

「薔薇輝石の少尉、そう名乗るがよい」

　叙任するのは、第一王子のマクシミリアンだ。灰色がかった紫の髪は、クロムヘイム王国の王族独特の髪色だ。温和な王太子だと聞いているけれど、その金色の目も穏やかで、エルヴィーラに「期待している」と言う声も優しくて、式において緊張していたエルヴィーラの背中からは、力が抜けた。

　宝石を戴き、捧げ持って王子の前から下がる。本日叙任の五十名が次々に宝石を与えられ、そして式はつつがなく終わった。

「よぉ、お疲れさん」

　広間を辞し、回廊を歩いているエルヴィーラに声をかけてきたのはオーヴェだ。その陽気さに、改めてほっと安堵する。エルヴィーラの抱える宝石箱を見やって、彼は言った。

「名を賜っただろう。そうだな今後、おまえは『薔薇輝石の騎士姫』ってとこか？」

「そんな派手な名前、嫌です」

「少しは考えてくれ」

　間髪入れずに拒絶したエルヴィーラに、オーヴェは苦笑いする。

「そう言うな、おまえの目の色と似ているだろう？　薔薇輝石を賜ったのは、だからってのもあるんじゃないか？」

「それにしても……なんだか、変に派手なばっかりで」

　唇を歪めるエルヴィーラに、オーヴェは楽しげにそう言った。同時に回廊に、今までにない空気が走る。エルヴィーラは、はっと身を固くした。

「あ……」

「えっ」

　あたりがざわりとする。その先、広間から南翼に向かって歩いていく男性の姿があった。叙任式でも見た姿だ。エルヴィーラよりもひとつふたつ年下の彼は、王族特有の淡い紫色の髪、そして濃赤の瞳の主だった。

（王族か……公爵家の息子か、誰か？）

　年下かと思ったのは、顔つきがどことなく幼かったからだ。しかしそのまなざしは幼いどころではない。そして鍛えられた、立派な体躯！

（だ、れ……だ？）

　すれ違った。びりっと、なにかが走ったように感じる。それはほんの一瞬だけ、しかし体の芯にまで響くような、凄まじい衝撃だった。

（なんだ……こ、れ……？）

　彼は、エルヴィーラを振り返る。一瞬だけ、目が合った。薔薇色の目と濃赤の瞳の視線が、重なった。

「ぐ、っ……！」

　思わず声が洩れたのは、全身をびりりと走るなにかを感じたからだ。彼もそうだったに違いない、驚いたように瞠目し、それを嫌悪するかのように顔を歪めて身震いし、そして勢いよくきびすを返してしまった。

（なんだ、あの態度は！）

　先ほどの衝撃を上塗りする苛立ちが走ったし、顔を歪めたいのはこちらの方だ。それでも。

（静電気……なんて。そんなものでは、ない……）

　それに冬でもあるまいに。はっと傍らを見ると、オーヴェが「どうした？」と首を傾げている。まわりにもわずかながらに、驚きが走っているようだ。

「おお、第三王子ではないか……」

「クリスティアン殿下か」

　ひどく印象的な目の色だった。まるで血のような、深い赤――などと思ったことを口に出しては、不敬に当たるだろうか。

「さすがの『焔の瞳』の主たりとて、ここでは力を発揮しかねるか」

（ほのお……そう、か）

　クリスティアンの強いまなざしの理由が、わかったような気がする。しかし、と湧きあがったエルヴィーラの疑問には、オーヴェが答えてくれた。とても言いにくそうに。

「クリスティアン殿下は王子なのに、今日、見習士官とともに叙任なのですか？　しかも兄上のマクシミリアン殿下は、将校の叙任をする地位だというのに……まさか士官学校を出て、今日叙任とか？」

「そのとおりだ」

「王族なのに？」

「特別扱いはしない。そういう方針なんだろう」

「へぇ……」

　脳裏に、父と母の顔がよぎる。さらに努めよ、と難しい顔で言う父と、それはそうとレーナはどこ？　とすぐに去ってしまう母と。

「龍の民……」

　回廊を歩く、文官の声が耳に入ってはっとした。フラックとキュロット姿の男性たちが、なにやら深刻そうな顔で話し合いつつ脇を通り抜けた。

「龍の民が多数、鉱山に流れてきているとの話だ」

「なにを……なぜ、鉱山に。国民たちの仕事を奪う気なのか」

　不穏な口調だ。同時に聞いたことはある、とエルヴィーラはそっと頷いた。龍の民――トゥーナ鉱山の北西、シェヴデール海に臨むレルムヴァーレの森を住み処としている、異民族だ。

　芸能を生業とする民だと聞いているけれど、芸能と言われても、エルヴィーラにはぴんと来ない。歌に踊り、楽器演奏を知らないわけではないけれど、馴染みはない。最後に鑑賞したのはいつかも思い出せない。

「エルヴィーラ、今日はもう終わりだ。下士官を呼ぶか？」

「あ、はい」

　訝しげな表情のオーヴェに声をかけられて、エルヴィーラは王宮の回廊を出た。夜の庭に出て、ほっとする。堅苦しい雰囲気から逃れられての解放感とともに、先ほどクリスティアン王子とすれ違ったときの感覚が、なおも残っているように思う。









　この年の叙任式は、つつがなく執り行われた。エルヴィーラは王立陸軍将校、薔薇輝石の少尉として新たな一歩を踏み出したのだ。

















第一章　魂のつがいとの邂逅
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　青空の下、きいんっ、と鋭い金属音が響く。

　その音に惹かれるがままに、エルヴィーラは駆ける。剣帯に吊られたサーベルががちゃがちゃ鳴って、揺れる衝動がひどく煩わしい。

　駆ける足を邪魔されるような気がして、がばっと手をかぶせて揺れを押さえて、エルヴィーラはなおも駆けた。

「な、ぁ……騎兵隊長が、模範試合してるって、聞いたのだけれど？」

「あっちだよ、鍛錬場」

　同じ騎兵の士官服姿の男性が、指を差す。少しばかり驚いた表情なのは、よほどエルヴィーラが切羽詰まった顔をしているからだろうか。

「ありがと！」

　彼に聞こえたか確かめる余裕もない。巨大な石でできた外郭壁に囲まれた屯営の中、兵站施設の一角の鍛錬場。そこで見逃せない練習試合が行われていると聞いて、じっとしてはいられない。

（だって、騎兵隊長の剣技が見られるんだぞ!?　そんなチャンス、そうそうない！）

　騎兵隊長のエーリクは、齢三十ながらにすさまじい剣技の主だ。とはいえエルヴィーラは、彼の腕を噂でしか聞いたことがない。だから彼の模範試合の話を耳に、登営もそこそこに駆け出したのだ。

「は……っ、はぁ……なぁ、騎兵隊長、の……」

　鍛錬場への柵を抜けたところで、歓声があがった。はっと足を止めたエルヴィーラは、人だかりの中央に目を向けて、そして呼吸の苦しさを忘れた。

「わ、あっ……！」

　かろうじて顔が見て取れるくらいの距離ではあったが、その剣技の素晴らしさはよくわかった。赤と黒の士官服に身を包んだふたりが、剣を交えている。

　しなやかなふた振りのサーベルが、火花を飛ばして絡み合う。硬い金属が絡むわけはない、エルヴィーラの目の錯覚だ。それでもぶつかり離れ、またぶつかるさまはまるで剣がじゃれ合っているようにも見えて、そんな感覚を呼び起こす目の前の戦いから、ますます目が離せない。

「ああっ！　エーリクさま！　そこ、そこだ！」

「クリスティアンさま！　頑張れ！」

　すっかり観客と化した兵士たちが、歓声をあげる。百人、二百人、正確な数を把握しようという気持ちも失せるほどに集まった兵士たちはすっかり、円型闘技場での剣闘士の戦いを見物する観客と化していて、ここが鍛錬場であることは忘れられている。この盛り上がりを止めるべき上官たちもこの盛り上がりの中にいるのだから、すでに無礼講同然である。

　その中のひとりとして溶け込んでいるエルヴィーラは、響く剣の音に心底取り込まれて、誰よりも大きな声で対戦者たちを応援していた。

「うわっ、そこ……ああっ、そんなかわし方する!?」

　鍛錬場の真ん中で、鋭く剣をかわしているふたり──ひとりは聞いたとおりに、騎兵隊長のエーリクだ。ちらちら見える徽章の数で、それがわかる。

　もうひとりの徽章はたったひとつ、先日叙任されたばかりのエルヴィーラと同じものだ。

（あ、っ……あの、人！）

　動くたびに揺れる紫色の髪、そしてきらめく濃赤の瞳。叙任式で会った、あの男。第三王子のクリスティアン――！

（あの人の剣技も、見られるんだ！）

　すれ違ったときに感じた衝撃を、思い出した。まるで静電気のような、それでいてなんなのか正体のわからない、奇妙ななにか。

（そもそも、王子なんだし。一般兵とは違う、なにかがあるはず！）

　心の中とはいえ、クリスティアンに過剰な期待をかけつつも、それよりもエーリクだ。騎兵隊長の剣技！　その期待に、胸がわくわくする。

「おい、あれ。クリスティアン殿下だろう？」

「殿下と呼ぶなって言われてるだろう？」

　エルヴィーラの耳に、そんな声が入ってきた。クリスティアンの身分は、公然の秘密というやつか。叙任式では第一王子であり王太子のマクシミリアンが叙任をし、しかしその弟のクリスティアンの軍での身分は一介の騎兵少尉から始まるとは、いったいどういうことなのだろうか。

「わ、ああっ……！」

　きいいんっ、と鋭い金属音。わぁぁっと歓声があがる。クリスティアンの身のうえに馳せていた思いは吹き飛んだ。それどころじゃない！

「ちょっと、見えな、見えない！」

　視界を邪魔する者に負けじと、ぴょんぴょん跳ねた。エルヴィーラの身長では、目の前の男性兵士たちの頭に遮られてしまう。

　軍の男女比は六対四くらいで、女性も多いけれど目の前には男性兵、しかもエルヴィーラよりも長身の者ばかりだ。その隙間を縫うように視線を動かして、懸命に目を凝らした。

「わ、ああ……！」

　剣が、きらめく。エーリクがひと太刀振り下ろした。クリスティアンが、剣の峰で受け止める。がつん、と大きな音が弾けた。

　瞬間、剣が折れたかと懸念した。そのようなことはない、それどころかクリスティアンは翼があるかのごとく跳び、剣を振りかぶる。風に乗ったような勢いとともに、エーリクの上から斬りかかった。

（こ、んな……身軽な、剣！）

　エーリクの、栗色の目がかっと見開かれた。このたび衝撃を受け止めるのは、エーリクだ。青空の下、火花が飛ぶ。それが眩しくて、エルヴィーラは反射的に目をつぶった。

「おおおーっ！」

　また歓声があたりを裂いて、エルヴィーラはすぐに目を開いた。目の前、鍛錬場の中央では剣を構え直したふたりがいて、目を見合わせる彼らは、にやりと笑う。そしてまた、剣を振り上げた。

（ふたりは……昵懇なのかな？）

　そう思うくらいに、気の合い方は絶妙だ。ふたりの間には火花が散っていると思ったけれど、それは互いを剣士として認めたがゆえの火花であって、相手を信頼するがゆえの剣技はなお鮮やかで、ますますエルヴィーラの目を惹く。

　エーリクの剣技を見に来たはずなのに、いつの間にかクリスティアンの腕にも見惚れていた。

（だって、あんな！　あんな凄まじい剣技！　見逃せるわけがない！）

「ねぇ、押さないで！」

「あっ、ごめん！」

　我を忘れて、前に進もうとしていたらしい。慌てて謝ると、目が合った女性兵はにやりと笑いかけてきた。気持ちはわかる、とでも言いたげだ。

　エルヴィーラも唇の端を持ち上げて笑って応えて、そしてなおも続く剣戟の音に、全身で集中した。

「あ、っ……！」

　剣を横に、引いて薙いで、間髪容れずに叩きつける。クリスティアンの新たな技に、思わず声が上がった。

「わっ！」

　悲鳴をあげたのは、エルヴィーラだけではなかった。まわりが皆、揃って固唾を呑む中、鋭くぶつかり合う金属の音が立て続けに響く。

「あ、っ」

　エルヴィーラの声は、自然に洩れた。青空の下、ふたりの剣士の放つ火花──その中に輝く、宝石のようなきらめきがあったのだ。

（クリスティアン王子、の……目！）

　あの、濃赤の瞳だ。『焔の瞳』と言われていたか。その撃剣ばかりではなく、クリスティアンの目にも興味を持った。彼の動きに従って、赤い焔が揺らめくようだ。エルヴィーラも薄赤色の目だし、この世にはさまざまな色の目を持つ者がいる。

（で、も……クリスティアン王子の目は、違う。単なる赤というわけじゃ、ない……？）

「うおおおっ！」

　怒声のような大音声とともに、がきいっ！　と凄まじい金属音が上がる。

「わ、ああっ！」

　空くうを、剣が舞った。弧を描いてくるりと跳んで、そして先端が、地面に突き刺さる。きらめく青空を背景に、輝く剣がぴいんと突き立っている。まるで、おとぎ話の絵本の挿絵のようだ。

　剣を跳ばされたのは、エーリクだ。彼は腕を垂らし両手を広げて、握っていた剣を失ったことにも気がついていないかのようだ。

「やるな……クリスティアン」

「ふふっ」

　ふたりは呼吸を整えながら、視線を合わせて笑った。クリスティアンは、士官服の袖で無造作に額を拭う。その赤い目をぐるりとまわして、そして確かに、エルヴィーラを見た。

「い、っ……」

　まるで射貫かれたように、動けない。エルヴィーラの体は凍りついてしまったかのようで、これではクリスティアンの眼力にとらえられてしまったかのようではないか。

（不本意！）

　胸の中で舌打ちをしつつ、どかどかとこちらに歩いてくるクリスティアンのまなざしからは、目を逸らせることもできない。

（こ、れは……あの、目の、せい！）

　クリスティアンの赤い目、焔の瞳と呼ばれているらしいそれが原因なのだろう。その瞳の真実を、エルヴィーラは知らないけれど。

（こんなものに操られるなんて……ううう、歯がゆい！）

　それでも視線の力だけは負けまいと、クリスティアンを待ち受けた。

　クリスティアンが大股で歩む先、杖を掲げて海を割り道を作ったどこかの世界の聖人のように、まわりの兵たちがざざっと道を空ける。クリスティアンは、当然だというように堂々と歩き、そしてエルヴィーラの前に立つ。

「ぐ、っ……」

　目の前に、クリスティアンが立ちはだかった。その圧力に、思わず呻く。

「おい、そこの」

「……ああん？」

「そこの、おまえだ。こっちに来い」

「なんだ、偉そうに！」

　なんという横柄な物言いだ。瞬時にかあっとなったエルヴィーラは、気づけば腰に手を添えていた。

「おおおっ!?」

「おい、いきなり抜刀かよ！」

　驚愕と歓喜の声が、あたりを満たす。それにもなお煽られて、エルヴィーラはサーベルの柄ヒルトを握った。騎兵用のサーベルは、輝く湾曲した片刃で、実戦のためのものではない。今のエルヴィーラは登営してそのままの姿なので、佩刀はいとうしているのはこれだけなのだ。

　エルヴィーラが剣を抜くと、鍛錬場の中央での試合のものよりも、大きな歓声が上がる。
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「やるか、エルヴィーラ!?」

「いいぞいいぞ！」

「これは見ものだ！」

　まわりは、エーリクとクリスティアンの試合の熱も冷めやらぬまま、新たな盛り上がりの始まりにわくわくしているようだ。

　あの剣の主と、自分も対戦できる。そう思うと胸の奥がざわざわ騒いだ。今まで知らなかった種類の興奮に、荒い呼吸を繰り返す。息苦しいくらいだ。

「面白い」

　唸るようにクリスティアンは言って、手にしたままの剣を振るった。この距離で見ると、護拳ナックルガードの中の彼の手は大きくて強く、節立っていて。先ほどその振り下ろす剣の軌跡を見ただけに、それをこの身で受けられるかと思うと、ぞくっと背中が震えた。にやりと歪む口もとを抑えられない。

「おい、やる気か？」

　まわりがざわついている。これほどの観客の中で試合をするのは、初めてだ。士官学校での稽古しか知らなかった。あれほどの腕を持つクリスティアンと剣を交えることができるなんて、思いもしない幸運だ。士官学校の同期ではあるが、ほとんど話したことはない。エルヴィーラがいかに剣や馬にしか興味がなかったか、知らしめられる。

「お覚悟！」

　叫びとともにエルヴィーラは、サーベルを抜く。間髪容れずに斬りかかり、クリスティアンは驚いた顔をしたものの、唇の端を持ち上げて、その剣を振り上げた。

「ぐあ、ああっ！」

　エルヴィーラの剣は、受け止められた。想定内だ。引いて、今度は横から斬った。刃やいばはクリスティアンの脇腹をかすめ、士官服の表面を裂いた。

「わぁぁっ！」

　歓声を受けて、にやりとエルヴィーラはまた引く。新たな刺突を加えようとして、そしてはっとした。

　クリスティアンが、左の手を腰にやったのだ。新たなひと振りが抜き出される。

　彼の右手にあるのは、エルヴィーラも扱い慣れた形状のサーベル。もう一本、は。

（二刀差し……!?）

　ふた振り佩はいていたとは、気づかなかった。クリスティアンの左手が掴んでいるのは、スモールソード。サーベルよりも小さいけれど、そのぶん小回りが利く。

　しかしエルヴィーラの知っている『スモールソード』とは、なにやら印象が違うのだ。

（クリスティアンさまの手にあると……なんだか、小さく感じるな）

　剣身には、モチーフが刻まれている。今の状況でははっきりとは見えないけれど、このクロムヘイム王国の紋、三つ頭の蛇ではないか。

（やっぱり、クリスティアンさまはこの国の王子……！）

　信じていなかったわけではないけれど、こうやって断定できる材料を前にすると、驚きが湧きあがる。

「ど、わぁぁっ！」

　その隙を、突かれた。卑怯だ、と叫んだけれど甲斐はない。エルヴィーラは剣を掴み直し、構えようとして、はっとした。

「ぐ、ううっ……！」

　その、目！　エルヴィーラが喉元にサーベルの切っ先を突きつけられたのは、そのまなざしに射貫かれたせいだ。身動きが、できない。

「ひ、きょう……だ、ぞ……？」

「なにがだ。降参か？　負けを認めろ！」

　悔しさに歯をぎりぎり鳴らしながら、エルヴィーラは声をあげた。

「卑怯だ、その目の魔力でわたしを誑たぶらかしただろう!?　どういうつもりだ、納得いかない！　再戦だ再戦！　もう一度、剣を構えろ！」

「おおーい、おいおい！　エルヴィーラ！」

　観衆の中から飛び出してきたのは、オーヴェだ。慌てているようだけれど、どこか面白がる色を浮かべた顔にも見える。

「落ち着けよ、まぁ、落ち着け」

「オーヴェ中尉、邪魔しないでください！」

「まぁ、落ち着け。鎮まれ」

　少しばかり笑いながらも、オーヴェはエルヴィーラの腕を掴んでくる。ぎゅっと力を込められて、剣を取り落としそうになった。

「く、っ……！」

　シンプルな腕力だけでは、男性には敵わない。その悔しさに顔を歪めつつ、オーヴェを睨むと「そんな顔するなよ」と苦笑された。

「おまえ……『焔の瞳』の主に、たいした態度だなぁ？」

「どういう意味だ？」

　エルヴィーラが眉を寄せてそう唸ると、オーヴェが叱りつけてくる。

「怖いもの知らずか？　単なるバカか？」

「バ、カ……だと!?」

　激高したエルヴィーラは、再び腰に手をやった。かっと、心火を燃やしたエルヴィーラは、後ろから羽交い締めにされて「どうどうどう」と宥められた。

「わたしは！　馬では！　ないっ！」

「馬の方が扱いやすいよ……」

　呆れたようなオーヴェにそう言われて、勢いよく振り返って睨みつける。その拍子に結い上げた髪でオーヴェの顔を叩いてしまい、慌てて「わっ、ごめんなさい！」と謝る羽目になる。それでなにやら気が削がれてしまい、エルヴィーラは肩を落とした。

「もう暴れませんので。離してください」

「暴れていた自覚はあったのか……」

　ため息をつくオーヴェにそう言われて、また彼を睨みつける。その濃赤の目と視線が合って、するとクリスティアンは、にやりと微笑む。

「おまえ……面白いな」

「なにを言うか。あなたこそ、面白いな……やはり『王子様』というところか」

「はっ！」

　エルヴィーラの言葉に、クリスティアンは口を歪めた。揶揄の意図が通じたのか、とエルヴィーラは満足して目を細めた。

　クリスティアンは眉根を開いて、そして言った。

「おまえ……本当に『焔の瞳』のことを知らんのか」

「知らん！」

　くわっと歯を剥きながら言うと、クリスティアンが目を丸くしている。慌てているのは、オーヴェだ。エルヴィーラ！　とわめく声は、しかし目の前のクリスティアンへの興味をかき消すほどの勢いはないのだ。

　呆れたように、クリスティアンが見やってくる。

「おまえ……本当に、稽古バカなんだな……知ってたけど」

「バカとか言うな！」

「稽古ばっかりで、噂とか常識とかも知らないんだな。剣と馬ばっかり相手にしてるからだよ」

「わたしを、バカみたいに言うな！」

「バカだろうが」

「ぐううううっ！」

　歯を食いしばったエルヴィーラの耳に、ぷはっと破裂音が響いた。目の前のクリスティアンが、噴き出したのだ。

「なっ、なっ、なんだ！　どうして笑う！」

「おまえ……面白いな」

「はあっ!?」

　にやにやしているクリスティアンにそのようなことを言われて、エルヴィーラはますます激高した。そんなエルヴィーラの反応を楽しむかのように、クリスティアンはなおもにやにやしている。

「覚えておくぞ、なんという名だ」

「エルヴィーラ・カッセルです！　カッセル伯爵家の長女です！」

「あっ、こら！　なんで勝手に！」

　エルヴィーラの代わりに名を告げたのは、オーヴェだ。怒るエルヴィーラに、再びクリスティアンの笑い声が弾けた。

「調べればわかることだ、そいつを責めるな」

「ずいぶんと上からだなぁ。さすが、王子様！」

　どうも『王子様』と呼ばれることが、クリスティアンの急所らしい。それを認識したエルヴィーラがにやりと笑うと、クリスティアンはあからさまに嫌な顔をする。それがますます、エルヴィーラを喜ばせた。

「さぁさぁ、皆持ち場に戻れ！　散った散った！」

　すっかり部外者になってしまっていた騎兵隊長のエーリクが、集まっている野次馬たちを蹴散らした。そういえば自分は、許可もなく剣を交えたのだ。

（わっ……もしかして、これは始末書ものでは？）

　今さらながらに（まずかったかも……）との気持ちが湧いた。慌ててエルヴィーラが突き刺さったままになっていた剣のもとに走り、引き抜いていると後ろからクリスティアンが、にやにやと声をかけてくる。

「なんといっても私は、王子様だからな？　おまえを煮るなり焼くなり、好き放題というわけなのだが」

「……嫌なやつ！」

　エルヴィーラがいーっと歯を剥くと、クリスティアンはげらげら笑った。そんなふたりをオーヴェが困ったように見ていて、そこに耳慣れない歌声が響いた。

「なんだ……？」

「龍の民の歌だ」

　表情を変えて、興味深げにそう言ったクリスティアンの視線の先を、追った。兵站施設を囲む壁の向こう、ちらりと見えたのは、白い貫頭衣の一団だ。歌声は確かに、その集団のもののようだ。

「龍の、民……？　あんな歌、うたうんだ？」

　清らかで澄み渡った、玲瓏たる声。脆く繊細に透き通っていて、それでいて力強く響く、心を奪う歌――茫然と聞き入るエルヴィーラに、クリスティアンがにやりと話しかけてきた。

「知らんのか。龍の民の歌といえば、この王都イェリカルスのみならず、クロムヘイム王国全土に知られた美声ではないか……まったく、無粋なやつだ」

　にやにやと冷やかしてくるクリスティアンの言葉に、両親のことを思い出した。それはエルヴィーラの問題だ。クリスティアンは関係ない。

（レーナは、歌も好きだったなぁ……）

　自宅での音楽の集いなどの催しには、エルヴィーラも参加せざるを得なかった。ゆえに音楽や歌に関わることはあったし、貴族の娘としてのたしなみで音楽会でうたうこともあった。決してうまくはないけれど、聴くのはとても好きだ。

　嫌いではない――嫌いではないけれど、じっと座って神妙に聴いていられたかというと、否である。子どものころは特に、両親や乳母の手を煩わせた自覚もある。

（レーナは、喜んで聴いてたけど……おとなしく、ソファに座って）

　蘇る記憶に、気づけば顔が歪んでいた。クリスティアンの笑い声に、はっとしたのだ。

「ははは、歌舞音曲になんか興味はないだろうな、おまえは。理解もできまい？」

「ううう、うるさいっ！」

　今度はエルヴィーラが、急所を突かれる番だった。クリスティアンは、この隙を狙っていたのだ。だからこそ顔を覗き込んできて、こんなことを！

　それに気づくと、ますます悔しい。抜いた剣を、このまま突き立ててやろうか!?

「あなたこそ、音楽など理解できるのか？　できもしないくせに、偉そうな口を利くな！」

「なにをぉ!?」

「ああ、もう！　もう喧嘩はよせ！　クリスティアンさまも、エルヴィーラも！」

　オーヴェが、たまらないというように声をあげた。どうどうとエルヴィーラを押さえて、そしてクリスティアンに「申し訳ありません、こんな武骨者で」と頭を下げている。

「どうして！　オーヴェ中尉、わたしが、なぜ！　そんなふうに言われなくてはいけないのですか！」

「武骨者だろうが、実際」

「うううっ！」

　自覚がない、わけではない。だからこそ悔しくて、エルヴィーラは「うぐう……」と歯がみした。そしてクリスティアンを、睨みつける。

「おまえが、よけいなことを言うからだ！」

「エルヴィーラ、おまえ呼ばわりはよせ。不敬だぞ！」

「ははっ、構わん」

　クリスティアンが、鷹揚に笑う。その王子然とした態度（実際に王子なのだけれど）にまた、腹が立った。

「離してください！」

　勢いよくオーヴェの手を振り払うと、彼は「おっ」と驚いた声をあげた。その隙にその拘束から逃げて、駆け出した。

「エルヴィーラ！」

　追ってきたのは、クリスティアンの声だ。振り向くと、彼の紫の艶を帯びた髪の眩しさが視界に入った。反射的に、目を細める。

「また、手合わせをしよう」

「……同期なのだから、その機会は嫌でも巡ってくる」

　そう言って勢いよくきびすを返すと「楽しみだな」とクリスティアンが笑う声が、追ってきた。
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　エルヴィーラが再び『龍の民』の名称を聞いたのは、それからすぐのことだった。

　龍の民の歌を耳にして、初めて彼らを意識した直後に、このようなできごとに出くわすとは。驚きはしたが、しかし士官であれば、当然のことでもある。驚くことではない。エルヴィーラは、そう覚悟を決めていたはずだった。

　それはクリスティアンとの試合（許可なし）の風薫る春から、ひと月ほど経ったころだった。

　その日の朝礼での、部隊長の表情は固かった。

「イスキルナ地方での騒ぎに、出陣令が出ている」

　重々しい声でそう言ったのは、エルヴィーラが配属されている騎兵大隊の中隊長だ。彼女は手を後ろで組み胸を逸らせて、声高に言った。

「遺体が見つかった。子どもの遺体だ」

　ざわりと、あたりが騒めく。

　一介の軍人として驚くようなことではない。そのはずだ。しかし先日まで軍で訓練を受けていたとはいえ、見習士官でしかなかったエルヴィーラだ。初めて直接聞く生々しい言葉に、背筋が痛くなった。

「龍の民の子どもが、死体で見つかった。イスキルナ地方のトゥーナ鉱山で、無惨な姿で」

　エルヴィーラは、小さく声をあげた。龍の民と、鉱山。耳にしたことのある組み合わせだ。

（そうだ、叙任式のとき、……龍の民が鉱山に流れてきていると噂している者たちがいたな。仕事を奪う気なのか、と……不穏だった）

　なによりも、龍の民たちの歌声を、この間聴いた。今まで龍の民という異民族のことを気にしたことはなかったのに。存在は知っているけれど、エルヴィーラの人生に関係する者たちではなかった。

（子どもが、死体で見つかるなど……穏やかで、はない）

　エルヴィーラが、正式に士官になったからだろうか。だからエルヴィーラを取り巻く世界も変化し、このような偶然に出くわすこともあるのだろうか。

　ぞくりと、背が震えた。まわりの者は気がついていないようだけれど。自分の感情を抑えるくらいの訓練は、エルヴィーラも受けている。

（しかし……）

　こう考えるのは不謹慎かとも思うけれど、それでも事件など、いつでもどこでも起きている。分隊ひとつとはいえ、軍を出すほどのことなのかと首を捻ってしまうのだ。

（わたしたちが、まだ駆け出しの新人たちだからだろうか。場慣れするためという意図も、含まれているのかもしれない……）

　そうであるならば、首をひねっている場合ではない。

「鉱山への分遣隊を編成するとのこと。該当隊員は、追って指示する！」

「はっ！」

　隊長の話の締めくくりに、分隊員が揃って声を上げる。それに合わせながらエルヴィーラは、死体で見つかったという子どものことを、考えた。

（子ども……何歳くらいの子なんだろう……？）

　知らない子だ。当然だ、龍の民の存在そのものからして、最近まで特に意識もしていなかったのだから。しかしこのたび、その子どもの殺害に関する事件に駆り出されるとあっては、知らないと背を向けてもいられない。

　そして、妹のレーナのことを考える。

（レーナは、どこに行ったんだろう……）

　行方知れずになって半年も経つというのに、行方の手掛かりすらないというのだ。ここで思い出したのは、レーナを最後に確認したという情報だ。両親によると、妹はトゥーナ鉱山のふもとで姿を消したらしい。

（わたしは、捜しに行こうとは思わなかった……もちろん、学校の訓練を抜け出すわけにはいかなかったからだ）

　そう自分に言い聞かせて、呑み込もうとする。仕方がなかった、レーナの行方は、両親が熱心に追っているのだから。エルヴィーラがしゃしゃり出ることでもない。

（だからわたしは、薄情な姉では、ない）

　それなのに、このようなことが。否、単に同じ方向だというだけだ。トゥーナ鉱山は巨大だし、ましてや『その方向』だけで、レーナの居場所を特定できるはずもない。

　けれど。

　レーナが行方不明になったことに関して、エルヴィーラはどれだけ本気になっているだろうか。ともすれば、見知らぬ龍の民の子どもに対するくらいの思いしか抱いていないのではないだろうか。

（いや、やはり……わたしは、薄情な姉、か……）

　そうは思うものの、ではどうすれば「薄情ではない」のか、エルヴィーラにはわからない。

（愛情が、足りないのかな……わたし、は）

　ずきりと胸が痛んだけれど、しかしすぐに、それどころではなくなった。いつもの訓練の最中、隊長に呼び出されたのだ。

「エルヴィーラ・カッセル。出動だ」

「わ、たし……です、か？」

「偵察とのことだ。早急に向かえ」

「はいっ！」

　集められたのは、男女それぞれふたり、計四人の士官たちだ。龍の民の子どもの遺体発見現場に向かう分遣隊、その隊長のもと、顔を合わせた隊員の顔に、エルヴィーラは声をあげた。

「王子様……このような任務に？」

「その呼び方を、するな……」

　クリスティアンの嫌な顔に、胸がすいた。

「このたびの任務は、トゥーナ鉱山へ……龍の民の子どもの、遺体が見つかった現場。焦臭い現場の偵察とのことだ」

　騎兵大隊の中隊長より少しばかり頼りない、若い隊長はそう言った。緊張しているらしい強ばった顔を見ていると（大丈夫か）という不安が湧くけれど、それはエルヴィーラも同じだ。そもそもたった五人の部隊しか派遣しないあたり、たいした任務ではないのだ。初任の士官たちの、腕試し。なにしろ偵察とのことだし。

　そう思うと、少しばかり気持ちが楽になった。

「おい、『騎士姫』」

「はあっ!?」

　その呼び方をするな、と声をあげようとした。

「どうして知っている、その呼び名……」

「私は、なんでも知ってるぞ」

　にやりと笑って、からかう口調でそう言ったクリスティアンに、エルヴィーラも対抗する。

「なんだ、『王子様』？」

「……ふん」

　不快を隠さずに顔を歪めたクリスティアンは、腰の剣を取りあげる。大きな方の剣だ。

「な、なん……だ……」

　鞘からは抜かない。その鐺こじりで、つんと背を突かれた。

「なにをする！」

「これは、仕事だ」

「……ああ」

　それは、そうだ。その通りだ。レーナの行方に思いを馳せたり、自分の情の薄さを嘆いたりしている場合ではない。

　しゃきっと姿勢を正したエルヴィーラは、同時に自分の背が丸まっていたことに気がつく。こんな情けない姿を見せるなんて、恥ずかしい。

　エルヴィーラが配属された分遣隊には、青毛と鹿毛の馬が与えられた。一頭がぶるる、と鼻を鳴らしながらエルヴィーラに顔を擦りつけてくる。

「いい子だ」

　鹿毛の鼻先を撫でて、そして乗り上げる。分遣隊の者たちは馬上の人になった。鐙をぐいと踏んで、すると鹿毛が頼もしく嘶いななく。

「よろしくな」

　そう声をかけると、鹿毛が応えてくれたような気がする。それに力を得て手綱を握り直し、屯営を囲む外郭壁から出て、街道を行く。この鹿毛は御しやすい、いい子だ。

「ほぉ……乗馬の腕はそこそこだな？」

「これでも、騎兵のはしくれなので」

　クリスティアンの冷やかしに、つんとそう言うと、彼は少し驚いた顔をした。そう言う彼の騎馬の腕はなかなかのもので、、口には出さずにエルヴィーラはひどく感心した。

「ここから先が、トゥーナ鉱山だ」

　隊長の言葉に、はっと緊張した。警備兵の守る関門があって、エルヴィーラの隊は「ご苦労さまです！」との挨拶とともに、通された。

　ごろごろと砕石が転がっているけれど、麓は意外と進みやすい。しかし少し登ると、岩石や巨礫がごろごろと行く手を遮り、さらに急斜面を登ると、馬が苦しげな呼吸音を発し始めた。

「大丈夫か……」

　坂の傾斜に沿って、細流の音が聞こえる。馬の足がざくざくと瓦礫を踏み、しかし慣れていないのだろう、どんどん勢いがなくなっていく。

「頑張れ、頼むぞ？」

　首筋を叩いてそう言うと、馬は勇み立ってくれたようだけれど、しかし苦しげな呼気は激しくなるばかりだ。エルヴィーラも、こういう場所に来るのは初めてではないとはいえ、任務では初めてだ。そびえ立つ岩肌に、ここで発見された子どもとはどのような子だったのか、どのような状況で死んだのか――状況が気になるし、なによりも胸が痛い。

　とはいえ、エルヴィーラは軍人なのだ。偵察だけでこれほどに緊張し、動揺するとは。情けない。はぁ、と息が洩れた。

「大丈夫か」

「え、っ？」

　声をかけてきたのは、クリスティアンだ。はっと見やると、その手綱を取る手つきはよどみなく、彼が巧みであることは明らかだ。

（負けられるか！）

　負けじとエルヴィーラも発奮して、ぐいと手綱を引いた。すると馬が「任せておけ」とでもいうように嘶いて、励まされた。

「あ、っ……」

　視界の先に、土色のウサギがいる。黒い目でこちらを見て長い耳をひくっと震わせて、そしてぴたっと動きを止める。そして、消えたのかと驚く勢いでいなくなった。

「鉱山にも、ウサギなんかがいるんだな……」

「生きているのは、人間だけではないということだ」

　訳知り顔でそういうクリスティアンに「知ったことを……」と吐き捨てつつも、彼が飾られるばかりの『王子様』ではないことは、馬の扱いを見るまでもなくよくわかるのだ。

（きっと『王子様』ではない、三男だからこそこうやって軍に入って、身を立てようとしてきたのではないか）

　そのようなエルヴィーラの考えは、要らざる勘ぐりとでも言うところだろうか。

「あ、っ！」

　馬の蹄が礫岩を蹴って、がらがらと転がり落ちる音はひどく破壊的だった。びくっと反応してしまい、それをクリスティアンに見られてしまった。

「大丈夫か、エルヴィーラ」

「う、ん……いや、大丈夫だ！　気にしなくていい！」

　懸念するクリスティアンの声音に縋すがりそうになって、はっとした。

「ははは、さすがの『騎士姫』様だ！」

「その呼び方をするな！」

　前言撤回！　いーっと歯を剥いたエルヴィーラの向こう、隊長の声が響く。彼女が指さした先、そこにそびえる山肌はとても険しい。鹿毛が脅えた鳴き声をあげた。馬が登れる場所ではないので、下馬する。枯れ木のように見える木の幹に、手綱をつないだ。

「あの先が、その子どもが死んでいた場所らしい。親が鉱山で仕事をしていて、子どもはその手伝いに、子守として働いていた」

「幼い子どもが……」

　隊長の言葉に、思わず呟く。横に立つクリスティアンが、冷やかすように声をかけてくる。

「それが、あたりまえだ。『騎士姫』様？」

「……『王子様』は、俗世のことをよくご存じだ」

「あたりまえだ、王家の者として当然だ……私は、冷や飯食いの第三王子でしかないがな」

「えっ……？」

　自嘲気味にそう言うクリスティアンを凝視して、ぐっと息を呑み下す。

（そんな思いを抱えていたなんて……わたしはこの男を、誤解しているのかもしれない……）

「なんだ？」

　エルヴィーラは、さぞおかしな表情をしていたのだろう、クリスティアンはエルヴィーラの反応を待つような顔をし、しかしこのたびは、憎まれ口を返すことができなかった。

「おい、そんな顔をするな」

　クリスティアンが、妙に焦っている。その様子は、ひどく妙だ。

「おまえにそんな顔は似合わないから、やめてくれ。いつものような顔をしろ」

「そうだな……ふふっ、努力しよう」

　あまりの必死さに思わず笑ってしまい、するとクリスティアンはますますおかしな顔をした。眉をしかめての奇妙な表情に、笑いを止められない。

「男ぶりが台なしだぞ、王子様」

「……褒められた気がせん」

「褒めていないからな」

　ますます顔を歪めるクリスティアンは、それでもこの瓦礫の山を器用に登る。軍靴の厚い底が、石を蹴った。ごろごろと転がっていく。

「あそこだ。トゥーナ鉱山の、採掘現場だ」

　ぴしりと声がかかって、エルヴィーラは口を噤んだ。クリスティアンも表情を引き締めて、隊長の指の先を見やる。

　働く者たちの姿が見える。大きな貨車を押している、ツルハシを持って歩いている、その中には子どもも少なくないのだ。

「ここ……が、トゥーナ鉱山、の……」

　名称は知っているし、地図での場所もわかっている。この鉱山で採れる宝石は、この国の宝、重要な産物だ。

　そのことも、エルヴィーラは知っている。しかし現場を見るのは初めてだ。汚れた、汗まみれの男女が忙しなく働く姿を唖然と見ながら、同時にエルヴィーラは別のことも考えていた。

（レーナは……ここにいるんだろうか。それとも、もっと遠くに……？）

　あの、きれいでかわいい妹が、このように泥と汗にまみれた現場にいるところなど想像もできない。それでも妹が最後に目撃されたのは、この方向だったはずだ。両親に話は聞いていたし地名も地図で知っている。実際に、この地に訪れることになるとは思わなかったけれど。

「気をつけろ。ここは、いろいろな獣が出る」

「えっ？　では、あの労働者たちは……」

「そのための、警護がいる」

「本当だ……」

　働く者たちを見やる護衛兵たちは、銃や剣を手にしている。あれは襲ってくる獣対策なのだ。知らされた事実に、ぞっとした。

「警戒しろ」

　慎重な隊長の言葉にエルヴィーラは応え、クリスティアンも同様だ。ほかの隊員たちも皆、油断なくあたりを見まわしている。

　無駄口を叩いている場合ではない。「仕事だ」とのクリスティアンの言葉が、再び聞こえたような気がした。

「子どもの遺体、発見現場の視察と……いかにこの事件が起こったのか、いかにして亡くなったのか。それは……」

　そこで口籠もった隊長は、言葉を濁すように言った。子どもの死の理由に心当たりがあるとでもいうのだろうか。

「特にこのあたりは、ウルヴァリンの出現が目撃されている。それにも警戒しろ」

　ウルヴァリン。その動物の名称を聞いたことがある。しかしまさか、獣退治をすることになるとは思わなかった。

（子どもが、死んでいた……なぜ？　なぜ、子どもは……まさ、か？）

　なんとはなしにそのようなことを思いながらエルヴィーラは腰に手を置いて、剣の柄をぐっと握る。

「あちらを見てみよう。行くぞ、エルヴィーラ」

「あ、ああ……」

　ここでいつもなら「なぜあなたの言うことを聞かねばならん!?」と喚くところだけれど、なぜか逆らえない威圧を感じて、エルヴィーラはおとなしくうなずいた。

「ふふっ」

　笑ったのは、隊長だ。今まで厳しい表情を見せていた彼女が笑ったのに、エルヴィーラは訝しく眉根を寄せる。

「ふたりは気が合うな。【魂のつがいクィンツィー】とは、おまえたちのような者たちなのかも」

「……なんですか、それは？」

　ますます訝しく、エルヴィーラは首を傾げた。同時に「おい、行くぞ！」とクリスティアンに急かされて、隊長の言葉の意味は訊けずじまいだった。

「なぜ、こちらへ……？」

「誰が、なにが……なぜ、子どもは死んだのか、まだ不明だからな」

「なにか、心当たりでも……っ、え？」

　頭上から、異様な音を聞いた。はっと顔を上げると、ほかより小高くなっている岩場が崩れて、がらがらと石が転がってくる。

「な、に……うわぁぁぁ！」

　慌てて落下物を避けて、しかし足もとの石に引っかかってしまう。豪快に、転んだ。

「わああ……あ……っ？」

　気づけばエルヴィーラは、仰向けに転がっていた。空が高い。意識の遠いところで、ぼんやりとそのようなことを考えていた。

「いっ、たあ……ああっ!?」

　鋭い痛みが貫いたのと、目の前にあるものに驚いたのは同時だった。

「大声を出すな！」

　エルヴィーラの上には、クリスティアンがいる。彼の体が覆い被さっていて、どうやら彼が防御してくれたらしい。エルヴィーラの両耳の横に、クリスティアンの両手が置かれている。

　クリスティアンの顔が、ものすごく、近くにある。

「す、すまな……！」

「無事か」

「あ、ああ……」

　その反射神経はさすがだと感心する一方で、守られてしまった悔しさもある。今までになく近くにあるクリスティアンの顔、その悲痛に染まる赤い目にはっとして、反射的に大声をあげてしまった。

「わあああっ！」

「わ、あ、あああっ!?」

　慌てて跳ねて、飛び上がって、逃げて。その拍子に、クリスティアンの顎に頭突きを入れてしまった。

「ぐあああっ！」

「す、まん……あ、ああ……っ!?」

　謝りかけて、しかしそれどころではなくなったし、それはクリスティアンも同じだった。

「あ、れ……け、もの……」

「ウルヴァリンか！」

　顔を上げて、同時に声が上がった。エルヴィーラの腰ほどの高さの岩陰にいるのは、やはりエルヴィーラが四つん這いになったくらいの大きさの、黒い毛皮の獣だ。

「あれ、が……ウルヴァリン！」

　ごくりと息を呑んだ。大きな口からは鋭い牙が何本も覗いている。明らかにエルヴィーラたちを威嚇していて、かっと開けた大きな口の、真っ赤な色にぎょっとした。

「油断するな！」

「言われずとも！」

　エルヴィーラが入れてしまった頭突きも、今はそれどころではない――視線の向こうの、ウルヴァリン。隊長から聞いてはいた、しかしこれほど巨大で、これほど獰猛で、これほどの威圧感があるとは――！

（死体で見つかった、龍の民の、子ども……もしかして、こういう……獰猛な獣に、襲われた……？）

　ふっと脳裏をよぎったことは、しかしすぐに塗りつぶされた。精いっぱい体勢を立て直し、腰に手をやる。剣を抜き、刀身が陽を反射した。

「く、う……っ！」

　しかし足もとは、慣れない砂利だ。足を取られて転びそうになる。剣を振るう姿勢が、保てない。

（こんな、状況……予想外だ！）

　ぐっと唇を噛む。いくら士官学校を出て、そこでの成績がいかほどのものであったとしても、このような――予想外の状況でいかに力を出せるかが、現場で戦える能力があるかどうかなのだ。

（こんな……イレギュラー、を、乗り越えなければ……軍人として立てん！）

　ぐおおお……と低く唸りながら、ウルヴァリンが石を蹴散らし下りてくる。その黒い目が光り、じっとエルヴィーラを見据えて歩いてくる。四肢の先には大きな鉤爪が光っていて、遠目にもわかる鋭さに、背筋がぞっとした。

「ぐ、っ……」

　獣は、エルヴィーラを獲物と定めたのだろうか。ぐるる……と低い呻き声を上げながら、一歩一歩踏み出してくる。その足はこういう足場での歩行に慣れていて、走って逃げてもエルヴィーラにはあまりにも不利だ。

「こ、の……っ！」

　ぐっと柄を握りしめる。足が竦んでいる、情けないことだけれど。自分が温室育ちでしかないと実感する。

「ぐおおおおっ！」

「う、ぐあっ！」

　ウルヴァリンが、大口を開けた。その前脚が石山を蹴り、がらがらと小石が転がって落ちる。

「うがああっ！」

「あ、ああっ！」

　反射的に、目を閉じてしまった。同時に獣の吠え声、同時に金属音――。

「は、っ……!?」

　エルヴィーラが瞼を伏せたのは、一瞬だった。次に目が陽の光をとらえたのと、目の前を走った一閃を認識したのは、一秒にも満たない時間だった。

「ぎゃううーっ！」

　ウルヴァリンの、黒一色の毛皮が赤く染まった。クリスティアンの剣だ。まるで空気すらも斬るかのように、彼の剣は飛びかかってきたウルヴァリンを斬り伏せた。

　鮮やかな一閃が空くうを裂いて、ウルヴァリンは、ぐううう……と、地を這うような断末魔の声とともに、どうと倒れた。

「は、っ……」

　その光景に見とれてしまい、それどころではないと慌てて首を振る。大きな獣は、クリスティアンの剣に斃たおれた。獣が断末魔にひくひく震えているのに、柄から手は離さないままに、そろそろと近づいた。瓦礫の足もとはやはりひどく不安定で、まだ震えている体の反応を押さえながら、先に進んだ。

「こういうのが、たくさんいるのか……ここには」

「怖いのか？」

「そんな、わけ……！」

　クリスティアンがにやりと笑い、それに歯を剥いて反抗する。子どもっぽい反応をしてしまったと後悔したけれど、ウルヴァリンの死骸を前に、それどころではなくなった。

「あ、っ」

　かっと開かれたままの口から、ころんと転がったのはきらめく赤だ。宝石だ。宝石の鉱山に住む獣は、宝石を孕んでいるのか。

「こ、れ……この、赤」

　ひざまずいて、エルヴィーラはそれを手にした。血にまみれて汚れているけれど、士官服で擦ると驚くほどの輝きで、きらめく。

「おお……これは、美しい……」

　反射的に、そう呟いた。手のひらに載せたその宝石は、深い赤に輝いている。

　同時に、この色には見覚えがある――振り向いて、そして確認する必要もなかったと頷いた。そしてクリスティアンの、苦々しい表情に首を傾げる。

「なんだ、その顔は？」

「い、や」

　吐き捨てるようにそう言って、クリスティアンはそっぽを向いた。この赤は、クリスティアンの目の色だ。『焔の瞳』と呼ばれているらしいそれは深い赤で、血の色にも似ている。

　宝石と彼の目を、見比べた。

「美しいな、この赤。あなたの目も」

「はあっ？」

　クリスティアンが、思いっきり顔を歪める。その表情に、エルヴィーラはまた首を傾げた。

　慣れない足場とはいえ、抜刀が遅れたこと。ウルヴァリン退治の手柄を取られたこと。それは、悔しい。そんな、後塵を拝した痛恨の思いはともかく、このクリスティアンの反応は、いったいなんだ。

　同時にレーナが、宝石を好きだったことが頭をよぎった。特に紅石英が好きで、真実の愛との言葉を宿すそれを、ことのほか愛していた。

　手にした赤い宝石を、軽く握る。手のひらに温かさが感じられるような気がするのは、これを吐き出した獣の体温なのか、それとも。

　レーナの華奢な首を、細い銀の鎖ともに紅石英が彩っていたことを思い出す。エルヴィーラは、ふるりと身を震った。

　レーナは、宝石を愛していた。エルヴィーラは、そうではない。宝石を主な産物として扱うこの国の民でありながら、特に詳しくもない。

（わたしは、軍人だから。宝石のことなんて、知らなくていいのだ）

　そう思いながらも、自分が自分の本当の気持ちに向き合っていないような気持ちになるのはなぜだろう。ひどくもどかしい、歯がゆい感覚に歯噛みした。

（そのようなこと、考えている場合ではない！）

　ぎゅっと宝石を握って振り返ると、クリスティアンは気味の悪そうな顔をして、目を逸らせている。なぜそれほどに嫌うのか。

　そう問うたエルヴィーラに、クリスティアンはますます顔を歪めた。まるで、拗ねている子どものようだ。

　呻くように、クリスティアンは言った。

「この宝石は、私の目の色の由来でもある……ブラッドレッドという言葉を、聞いたことはないか」

「血の、赤？」

「そうだ。そう言われる意味が、わかるだろう？」

　自分の目を指さし、クリスティアンは口もとを歪める。笑っているような、泣いているような。

「わかる、といえば、わかるが……たまたま同じような色に生まれついただけだろう？　ブラッドレッドがどうした」

　エルヴィーラがそう言うと、クリスティアンは唖然と、その赤い目を見開いた。

「たまたま、か……」

　訝しむエルヴィーラの前、何度もまばたきをしている。深い赤がちらちらまたたくようで、まるで赤い星だ。

　はぁ、とクリスティアンは大きくため息をついた。呆れたような表情に変わり、そして笑った。血振りして剣を鞘に納めながら、笑う。

「この、宝石を生む国……クロムヘイム王国の民でありながら、それだけ宝石に疎いのも、珍しい……ある種、才能か」

「褒められた気がしないが？」

「褒めていない」

　あっさりとクリスティアンは言って、声をあげて笑った。彼らしくもない神妙な表情を見せられて戸惑ったけれど、今はいつも通りの彼だ、と安堵した。

「この、『焔の瞳』は、忌事、厄災、不吉の証……そう言われて私は、嫌われてきた」

　自虐的にそう言ったクリスティアンは、唇の端をぐっと歪めてエルヴィーラを見る。そして試すように言った。

「どうだ。おまえにわかるか？」

「きれいじゃないか」

　クリスティアンの顔を見ながらの言葉に、他意はない。本当にそう思っただけだ。しかし明らかにクリスティアンの表情が変わったので、はっとした。

「い、や……」

　慌てて口を塞いだけれど、もう遅かったかもしれない。今のクリスティアンの訝しげな表情の意味が、よくわからない。わからないからこそ、焦燥した。

「いや、あ、の……わたしの妹なら、美しいと言う……と、思うぞ？」

　言い訳がましいかと思ったけれど、レーナを隠れ蓑にしたことで、自分の言葉に信憑性が出るかと思った。エルヴィーラには宝石の美しさなど理解できない、しかしレーナは違う。妹は、理想的な姫君だから。

「妹？　おまえのか」

　そう問うクリスティアンは、なおも訝しげだ。かあっと、頬が熱くなった。この場にいないレーナを出して自分の意見を誤魔化した、そんな自分のずるさが暴かれてしまっただろうか。

　とても、恥ずかしい。誤魔化すようにエルヴィーラは視線を逸らせ、早口で言った。

「別に、あなたの目を……きれいとか、思ってないからな？　ただ、あの……なんとなく口から出ただけで、本心じゃない。勝手に口が、動いただけだ」

「そういうのを、なんというか知っているか。ツンデレだ」

「はっ……？」

　耳慣れない言葉に、エルヴィーラは思いっきり「はぁ？」と声をあげてしまった。クリスティアンは面白いものを見るかのように、にやにやしている。

「なんだ、それは」

「よくは知らん」

　知らんのに言ったのか！　そんなエルヴィーラの突っ込みは、クリスティアンのどこか神妙な表情が気になって、喉の奥に引っ込んでしまった。

「ただ、どこかで聞いたことがあるんだ。おまえのような者を、ツンデレというと」

「おかしな呼び方を、するな……」

　脱力しつつ、宝石を握ったままウルヴァリンの死骸に背を向けたエルヴィーラは、背後にクリスティアンの悲鳴を聞いて「やかましい」と唸った。

「なにを叫んでいる、『王子様』。うるさいぞ」

　その呼び方はやめろ、とクリスティアンが心底嫌な顔をしたので、もっと言ってやれという気持ちになった。

「行くぞ、『王子様』。皆とはぐれてしまった」

「しつこいぞ、『騎士姫』！」

　いーっと歯を剥いてみせると、クリスティアンは宝石と同じ色の目を細めた。まるでいたずらを見つかった子どものような、許してほしいと乳母に縋る少年のような表情で、呻く。

「気味が悪くないのか。そのような、得体の知れないもの……厄災を呼ぶ、そう言われている宝石、だぞ？」

「なにを言っている。きれいだと言っただろう？　ほら、こんなに美しい……」

　赤い石を、矯めつ眇めつする。手首をくるくる動かして、その輝きを堪能した。レーナを引き合いに出すまでもない。本当に、美しい宝石だ。

「無鉄砲か、おまえは……まったく、そんなものを」

「ふふ、あなたほどではないかな」

　にやりと笑ってそう言って見せると、クリスティアンは目を白黒させた挙句に「仕方のないやつだ……」とさぞ困ったように、呻いた。

「それは、褒め言葉と取っておこう」

　してやったりという気分になって、エルヴィーラは声を上げて笑った。
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『焔の瞳』が不吉というのは、確かにその通りだったのかもしれない。クリスティアンのまわりの者は、正しかったのかもしれない。

　エルヴィーラがそんなことを思ったのは、それからしばらくしてのことだった。

　このクロムヘイム王国の、第一王子マクシミリアンと、第二王子ファビアンが、立て続けに命を失ったのだ。

















第二章　聖女と、新しい王太子












１






　クロムヘイム王国は、大変な騒ぎになった。






　長兄マクシミリアンが、龍の民に殺された。兇手は、鉱山で殺された龍の民の子どもの復讐だと叫んだとのことだ。

　次兄ファビアンはその仇討ちと龍の民を襲い、返り討ちにされて、斃たおれた。

　王太子、第二王子。次々と息子を失った王は、病床に伏せてしまった。王妃はその枕元で泣き暮らしているという。






　次なる王太子は、誰であるのか。






　王が病に伏せっている今、禅譲は近い。王太子の座を空白にすることは、許されない。

　となれば、王太子の座は誰のものになるのか。






　答えは、ひとつしかない。『焔の瞳』の第三王子以外に、誰がいるというのだろうか。









２






　それは、晴れ渡った朝だった。

　真っ青な朝の空の下、いつも通りに登営したエルヴィーラは、屯営にいつも通りの姿を見た。

　しかしそれは、いつも通りにそこにあっていい姿ではない。エルヴィーラは慌てて、彼のもとに駆け寄った。

「クリスティアン……さ、ま」

「おう、騎士姫ではないか」

　クリスティアンは、いつも通りだった。いつも通りに、革の手袋の裾を引っ張って指に合わせながら、エルヴィーラを見て微笑んだ。

「なんだ、さまづけとは。気味が悪いな」

　やはりいつも通りに、鷹揚に笑ったクリスティアンだけれど、それどころではない。エルヴィーラは彼に一歩、歩み寄った。

「このようなところにいて、いいのか……？」

「私は、クロムヘイム王国陸軍士官だぞ？　ここ以外に、居場所があるか？」

「それは……そ、うだな」

『居場所』との言い方に、ひどく胸が痛んだ。同時に、なぜそんなことを思ったのかと己に問うた。

　同情など、クリスティアンは必要としていない。それどころか、不要だと一蹴するだろうに。

「なんだ、その顔は」

「い、や……わたしは、どんな顔を？」

「面白い顔だ」

　そう言って、クリスティアンは楽しそうに笑う。眉をしかめて、じっと彼を見た。

　この笑いが、本心からのものだとは思えない。きっと辛いはずだ、きっと憤懣遣る方ないはずだ――気づけば視線を逸らせていたエルヴィーラは、そう思ってクリスティアンを見て、驚いた。

　クリスティアンは、驚くほどに静かな表情を見せていた。泣いているとも怯えているとも、そんなふうに思っていたわけではない。それでも意外な表情だと感じた。

「私が、臆しているとでも思ったか？」

「えっ……」

　返答に、迷った。そうだと答えてはクリスティアンを侮っているようだし（そんなつもりは、まったくない）そうではないと言えば嘘になる。

　エルヴィーラは、口を濁すしかなかった。

「いや、それは……」

　心の中をすっかり読み取られているようで、言葉に詰まる。クリスティアンは、にやりと笑った。形のいい唇が、高慢に歪む。

「この私が、唯々諾々と父上たちに従うと思ってか？　粛々と、ただ流されるばかりだと思うてか」

「それは、思わない」

「少しは躊躇えよ」

　エルヴィーラの答えに笑いながらも、その顔色がよくない、と感じるのは気のせいだろうか。それともこれも、クリスティアンを侮っているということになるのだろうか。

（そんなつもりはない、けれど……）

　そんなエルヴィーラの心をも読んだのか、否か。クリスティアンはふっと表情を引き締めた。

「朝礼が始まる。急げよ」

「あ、ああ……」

　いつもながらの、朝の時間。しかしこの間の鉱山の経験から、なにかが変わってしまったような気がする。

『焔の瞳』の主であることは、クリスティアンの心に傷を負わせているらしい。彼の意外な一面を知った、あの鉱山での日――それを思うと、今までのようにクリスティアンに接することは難しいと感じた。

「王子さ、いや……クリスティアンさ……いや、クリスティアン」

「なんなんだ」

　振り返った顔は険しくて、思わず一歩、後退りする。言い淀みすぎただろうか。

　そんなエルヴィーラの反応に、クリスティアンはいつもの表情を見せる。つまりエルヴィーラを侮るような、いかにも面白いとでもいうような顔だ。

「うるさいうるさい！『王子様』、行くぞ！」

　エルヴィーラの大声に、クリスティアンが笑う。まわりの者たちは目を丸くしている。そんな皆の反応にも、妙に苛立つのだ。

（なんだなんだ、少しでも同情したわたしがバカだった！）

　ムカムカして、勢いよくどんどん地面を踏みながら、屯営に向かって歩いた。

（し、かし……本当のところ。クリスティアンは、どう思っているんだ？）

　兄たちの運命のことだったり、彼の父、国王の意思に振りまわされることであったり、それに憤っているはずのクリスティアンの心だったり。

　やはり、同情の気持ちは抑えられない。態度には出さない、しかし尋ねたい。そうはいかないということも、わかっていて、なお。

（だって……そ、れは……）

　ともすれば、エルヴィーラが『騎士姫』と呼ばれる理由が、関係あるのかもしれない。同時にともすれば、クリスティアンにはこの胸の奥を吐露していいのかもしれない――。

　胸に手を置いて、握りこぶしにぐっと力を入れた。誰にも見られないように。









　月の明るい夜だ。遠くから、獣の遠吠えが聞こえてくる。

　あれは犬か、それとも似てはいるけれど、より獰猛なドールか。どこかの屋敷で飼われている獣だろう。まさか、ウルヴァリンではあるまい。

　今は夜で、エルヴィーラは月明かりに満ちた夜空を見あげた。手にした手燭の中の火の勢いを確かめて、庭園に出る。

　今夜は夜勤で、エルヴィーラは勤めの最中だ。相棒に休憩を許されたので仮眠を取ってもいいのだけれど、今宵はあまりにも、美しい月だ。

「あ……っ」

「おお……『騎士姫』か」

「その呼び方は、やめろ」

　エルヴィーラが思い切り眉をしかめると、クリスティアンは「すまんすまん」と、少しもすまないと思っていないような表情で、言った。

「大丈夫、なのか？」

「なにがだ」

　唇を尖らせて、クリスティアンは言う。彼は庭の大きな岩の上に座っている。トゥーナ鉱山で転がっていたような、危険な岩ではない。角を削ってまるく、見た目にも美しく整えられた岩である。

「そのようなところ、座ってもいいのか」

「任務を怠けてこのようなところにいるおまえが、なにを言うか」

「わたしは、許可を得ての休憩中だ！」

　思わず声を張りあげて、クリスティアンに笑われてしまう。ひどく恥ずかしくなって、暗がりに顔を背けた。もっとも月は、どんな隙間も嫌わずに射しているけれど。

「座れ」

「言われなくても！」

　つんとそう言って、岩に座る。クリスティアンと横並びになって、ちらりと後ろを見ると、クリスティアンは両膝を抱えて座っている。子どものようなその姿も、この月明かりの下では妙に絵になった。

「なんだ？」

「い、や……明かりは、ないのか？」

「この月だ、不要かと思って。そんな端では落ちるだろう。ほら、もっと寄れ」

　肩越しに振り返ったクリスティアンは、いたずらっぽい表情で笑った。肩をすくめて、まるで少年のようだ。鉱山で助けられたことを思い出して羞恥が湧き上がったけれど、その顔つきになにやら毒気を抜かれて、エルヴィーラはこくんと頷いた。自分でも驚く衝動のままに、素直にクリスティアンの言うことを聞いた。

「ありがとう」

「へっ？」

　いきなりのクリスティアンの言葉に、おかしな声が出た。振り返って彼を見る。クリスティアンはその赤い目でじっとこちらを見ている。かっと頬が熱くなったけれど、紅潮は夜が隠してくれたと思う。

　遠くから、獣の遠吠えが響く。

「おまえは、わたしを救ってくれた。おまえが、守ってくれたんだ」

「えっ？」

　思わぬ言葉に、声が大きくなった。思わずまわりを見まわす。休憩時間だし、なにも見咎められることはない。それでもなぜか、ひどく気後れしてしまった。

「私は、鉱山で捨てられる予定だった。あそこで獣に襲われて、私は死ぬはずだった」

「は、っ……？　え、えっ？」

　思わぬ言葉にもほどがある。エルヴィーラはただただ、えっ、ええっ？　と繰り返した。

「し……ぬ？　いや、ええっ？　死ぬって、どういう、こと……え、ええっ？」

「驚きすぎだ」

　苦笑するクリスティアンを前に、うん、と頷きながら、それでもなお困惑するばかりだ。

「いや、すまない……し、かし……なぜ、王子、を？　王子を殺す……なぜ。誰、が……？」

　エルヴィーラの声は震えている。当然だろう、目の前の人が「死ぬはずだった」なんて聞かされて、平常心でいられる者があるだろうか。

　そんなエルヴィーラの反応に、クリスティアンは少しだけ表情を明るくして、そしてくすりと笑った。

「誰が、とな？　そうだな……私は末っ子で、大事にされていた。同時に私は、『私自身として受け容れられていない』と感じていた……」

　顔の見えないクリスティアンの呟きは、ひどく胸に響いた。同時に「どういう意味だ？」との疑問が湧く。

「私はあくまでも『かわいい末っ子』でしかなかった……かわいいというのは、要は愛玩動物のような扱いだ」

「愛玩動物……」

「似合わないか？　ふふ、私もそう思う」

　自虐的に笑うクリスティアンを前に、軽口は叩けなかった。頷くわけにもいかず「うむ……」と曖昧に唸るくらいしかできない。夜の暗さに、感謝した。

「両親には、兄たちには、私の姿が見えていたのだろうか……」

　うたうように、クリスティアンが言った。その顔を見たいと思ったけれど、その勇気はなかった。

「私が誰かと入れ替わっても、気づかないのではないだろうか……きっとそうだ。家族が見ているのは『第三王子』であって、私自身ではない……」

「どういう、ことだ……？」

「私は、『第三王子』でしかない……『第三王子』という貼り紙のついた、生きもの……そんな思いから、どうしても逃れられない」

　苦しそうに、クリスティアンは言った。

「贅沢な話かもしれない……そうだろうな、贅沢に違いない。王子として生まれ、なに不自由なく育ち、あらゆる教育を惜しみなく与えられて。この世には、読み書きの学習の機会をも与えられない者も少なくないというのに……」

　大きく息をついたクリスティアンの、胸のうちはわからない。わからないながらも、その大きな苦悩には同調できるとも思う。

　そんなエルヴィーラの心中に、気がついているのかいないのか。ともすればこうやって隣り合っているエルヴィーラのことも、忘れているのかもしれない。

（それならそれで、いい）

　彼が心をさらけ出せる時間が、今このときであるのなら。すべては、夜が隠してくれる――。

「そんな第三王子は、意見の食い違いで抹殺できる存在にすぎなかった……不要になったからと、邪魔だとさっさと捨てられる……」

　また息をついたクリスティアンに、なにがあったのか。子を、弟を「邪魔だ」と言う家族がいるのだ――そしてエルヴィーラは、自分の妹のことを考える。

（わたしは、容姿も気質も、レーナに比べて「かわいくない」と……いつも、言われていて……）

　そのレーナは行方不明、ほうぼうにやっている捜索も日々虚しい報せを持ち帰るのみ。

　手がかりはない。両親は毎日、ひどく嘆いている。その姿を見て、思うのだ。

（行方不明になったのがわたしでも、あんなに泣いてくれるのかな？）

　そして今さら「カッセル家を継ぐのはおまえだ」などと言い聞かせてきたりもする両親に、つい冷ややかな目を向けてしまうエルヴィーラは、間違っているのだろうか。

　そんなエルヴィーラの心中を知るよしもないクリスティアンは、なおも自虐的に呟く。

「だから、王子たる身で命を狙われるという、なんとも劇的な目に遭ったというわけだ。まったく、私のような脇役では、力不足だというのに……」

「そ、うなの、か……」

　ため息をつくクリスティアンに、意識を戻す。そして頷く。

「だから、トゥーナ鉱山への任務のとき……隊長はなにやら、おかしな様子だったのか」

「隊長は、知らされていたようだからな」

　まったく、隊長にもよけいな気を遣わせて。そう言って、クリスティアンはまた笑う。少しも楽しくなさそうに。

「そ、うか……」

　第三王子をあんな小さな分遣隊に入れて、獣が出るような危険な地域に派遣するのがおかしいのだ。あのときの違和感は、正しかった。

　決して喜べない直感の正しさに、エルヴィーラは呻く。

「しかし……仮に、意見が食い違ったとしても。あんな目に遭わせるなんて、死なせようとするなんて」

　くくっと笑ったクリスティアンの声に、ひどく胸が痛んだ。エルヴィーラには、なにもできない。それがひどくもどかしくて、せめてとそっと、肩を寄せた。

（あ、っ……）

　伝わってくるクリスティアンの体温が、少し強くなった。彼も、身を寄せてきたのだ。なにも言わずに、エルヴィーラはただそこに座っている。
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　クリスティアンは、呟いた。

「それなのに、兄たちが立て続けに死んだのは喜劇だな。兄上たちがあんなふうに死んでいれば、世話はない。俺が生き残っていて、よかったよなぁ？　クロムヘイム王国は、王太子を失うところだった！」

　戯けた口調でそう言い、くっくっと笑って、クリスティアンは肩を震わせる。それが楽しい、嬉しいからの笑いでないことは、エルヴィーラでなくてもわかるだろう。

「わたしは……あなたがここにいて、よかったと、思っているけれど」

「なんだ、慰めているつもりか？　下手くそめ」

「誰、が！」

　エルヴィーラが歯を剥くと、クリスティアンは笑った。やっと、エルヴィーラの知っている彼が現れた。そのことにほっとする。

　それはクリスティアンもそうだったようだ。彼の横顔に、安堵が広がる。月の明かりが、エルヴィーラに彼の心を教えてくれた。

「おまえはまるで天使のようだな。エルヴィーラ」

「は、っ……は、あああっっ!?」

　いきなりの歯の浮くような言葉に、背筋がぞわりとした。

「そうだろう？　こうやって私を救ってくれる。私はずいぶん、心が軽くなったがな」

「バカなことを言うな……」

　はぁ、と努めて大きな声を上げつつ、エルヴィーラは言う。

「夜の闇の中だからだ。だから、そんないい加減なことを言えるのだな、あなたは。まったくいい加減なやつだ」

「この月だ、昼間と一緒だ」

「屁理屈を……」

　そう言い捨てると、クリスティアンはくつくつと笑った。

「なぁ、知っているか？」

　そして小さな声で、クリスティアンが言う。その声音はどこか楽しげな、同時にひどく真剣で、エルヴィーラの胸が、大きく鳴った。

「な、んだ？」

「隊長が言っていたことだ。【魂のつがいクィンツィー】の、こと」

「ああ……記憶には、あるが」

「【魂のつがいクィンツィー】とは、ふたりの人間の関係性だ。【主メスタヴ】と、【僕コーヴァツ】……それらは生まれついての運命だ。人の力ではどうしようもない、運命の相手」

　突然の耳慣れない話に、エルヴィーラは目を丸くする。振り返って見た彼の横顔は、しかしふざけているようには見えない。

「な、んだ……？」

　だからこそ、妙に気恥ずかしい。岩の上、ごそごそと座り直しながら、つい冷やかすような口調で答えてしまった。

「ふん……そのような。ずいぶんと、純情な発想だなぁ？　夢見がちな者の語る、おとぎ話みたいだ」

　笑い飛ばしたつもりだけれど、なぜか口もとに力を入れられなかった。鼻から抜けるような声しか出せずに、そんな自分が恥ずかしくてむやみに咳払いをしてしまう。クリスティアンは気にしていないようで、それは救いだった。

「それは純情であることが許される、夢に住むことが許される者だけのための、絵空事だ」

　ゆえにそう言って、照れ隠しの言葉を重ねた。クリスティアンの言葉を否定したようで気が引けて、とはいえ自分の発言を取り消す勇気はなくて。だからただ、微苦笑をした。

　そんなエルヴィーラを、彼はぐるりと目だけを動かして見てくる。

「まるで自分は、そうではない……とでも言いたげだな？」

「どういう意味だ」

「おまえは、そのおとぎ話に、ふさわしい女だ」

「は、っ……？」

　クリスティアンの言葉に、間の抜けた声が出た。思わず身を捻ったけれど、ここは狭い、庭石の上だ。

　ひっくり返りそうになった。落ちなかったのは、辛うじて軍人としての矜持を保てたと言うべきだろうか。

　小さく咳払いをして、エルヴィーラはできるだけ冷静に言った。

「わたしが、か？　なにを……バカなことを」

　また、冷やかされたのかと思った。しかし、そっと窺ったクリスティアンの横顔は、堅苦しいほどに真面目だ。今まで軽口を叩いてきた彼とは別人なのではないかと、疑ってしまうくらい。

「おまえは、不安定だ……おまえは、霧の中にいる。まるで夢の中にいるようなおまえには、おとぎ話が似合う。おまえは、そんな『運命』にふさわしい……」

「は、っ……」

　バカなことを言うな、と一蹴したかった。しかし、できなかった。なおもうたうように口ずさむように、クリスティアンは言うのだ。

「おとぎ話だと判断するのは、人間だからな。大いなる力は、ちっぽけな人間の感情など気にも留めるまい。天の意が信じられずに、やれ夢物語だおとぎ話だと言うのは、人間の驕りだよ」

「そ、れは……」

　どう返答していいものかもわからない。何度も口をぱくぱくさせて、そして辛うじて、エルヴィーラは言った。

「しかし、だな。仮に、その……【魂のつがいクィンツィー】たる関係性が、まことにあるとして。そのふたりが、互いをひどく嫌っていたら？」

　それでも『魂のつがい』として、引き合うのか。そう尋ねると、クリスティアンは頷いた。

「仇同士でも？」

「そうらしい」

「ふぅん……」

　なんだそれは、と眉根を寄せる。そんなエルヴィーラを、振り返って見るという不自然な姿勢で、クリスティアンは笑う。

「聞いた話ではな、「おまえの枝フィオクレツ」と言いたくなった相手が、【主メスタヴ】にとっての、【僕コーヴァツ】だ」

「そんな相手が、いるわけがない」

　そう断言して、同時にその感覚を想像してみた。

「そうだな……」

　思考を巡らせると、ふっとなにやらくつろいだ気持ちになる。改めて首だけを捻ってクリスティアンを見つめると、なにやら今までにない感覚が生まれてきた、ような気がする。

（彼の傅かしずく姿が、見たい）

　それは、なんという名のついた衝動だろうか。クリスティアンの傅く姿が見たい、自分こそが、傅かせたい――そんな衝動に駆られた。

（なんだ、これ、は……？）

　ぞっとして、背が震えて。同時にひどく甘美な衝動であることは、認めざるを得なかった。このまま、クリスティアンの肩に手を伸ばしたい。彼を振り向かせたい。その赤い目に、自分のまなざしを注ぎ込みたい。そのとき彼がどんな反応をするのか、見たい。今――すぐ！

（な、んだ……これ、は？）

　はあっ、と大きく息をついた。体の奥で、なにかが目覚めたような気がする。しかしこれは、唯々諾々と従っていい衝動なのか――自身の奥から湧きあがる情動に抵抗するエルヴィーラの前、クリスティアンはどこが不思議そうに首を傾げている、ように見えた。

（わたしは、おか、しい……）

　だからきっと、両親もエルヴィーラを嫌った。レーナを愛した。そうか、だからなのか――ひどく腹落ちしたような、それでいて胸に空いている大きな穴を自覚させられた、その現実味にちくちくと苛まれる。

　そんな気持ちを抑えて、胸を押さえて、エルヴィーラは掠れた声で、言った。

「あ、の……な。クリスティアン」

「なんだ？」

　クリスティアンの目つきが、いつもと違う。なにやら強ばっているような、まるでなにかを堪えているかのような――気のせいだろうか。エルヴィーラが今までにない、おかしな衝動に駆られているから？

「おまえが、その……【魂のつがいクィンツィー】に出会ったら」

　仮にだ、と念を押して、言葉を続けた。

「その、相手が……つがい、が……だ、な」

　ごくりと、息を呑んだ。エルヴィーラが『騎士姫』と呼ばれるゆえん。それは受け容れなくてはいけないことであるはずだ、エルヴィーラは軍人なのだから――。

「……わ、あっ!?」

　それどころではなくなってしまった。ふたりが座っている岩は、思いのほか小さかったようだ。身を捩りすぎたふたりは肩がぶつかった拍子に、大きくバランスを崩した。主に、エルヴィーラが。

「わ、ああっ!?」

「おっと」

「わあああっ！」

　クリスティアンが、手を差し伸べてきた。節の目立つ、大きな手だ。同じように剣を持つ手であるはずなのに、自分のそれはひどく華奢で、ひどく頼りなく感じられて、唇を噛む。同時にこの手ができること、自分の手ができること、それらが一緒になるとはどういうことなのだろう――そんなことを、考えた。一瞬だけ。

「す、まない……」

「大丈夫か」

「ああ、ありがとう」

　安堵してこちらを見るクリスティアンの赤い目には、今まで知っていた色がある。そのことにほっとしたけれど、同時にもっと奥に、見たことのない揺らぎがあるようにも感じた。

「……なんだ」

「面白い顔だ」

　思わず声をあげそうになったけれど、エルヴィーラは口もとを引き締めて、そして歪める。にやりと笑って、そして言った。

「あなたも、面白い顔だ！」

「ふ、ふふっ……」

　エルヴィーラの言葉に目を丸くしたクリスティアンは、わざとらしく顔を歪める。その顔つきに噴き出して、するとクリスティアンは月明かりの中、静かな笑みを浮かべた。

　ふたりの笑い声が、静かに響く。月はゆっくりと、雲の向こうに隠れていった。
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　第一王子、第二王子の急死は、クロムヘイム王国にとって激動の時期の狼煙だったに違いない。

　その日、屯営に走った報せに皆が驚いた。朝礼で告げられたのは、以下の報告だ。

「龍の民の聖女リーシェンが、処刑される」

　ざわりと、その場の者たちが声をあげる。聖女リーシェン。エルヴィーラも、その名を聞いたことがある、ような気がする。

　しかし龍の民の存在を意識するようになったのは、最近だ。聖女という存在があることも知らなかったし、そんな存在が処刑されるなどと。

「なにゆえに、処刑、など……」

「このたびの騒動の責任により処刑される。王命によりて」

「騒、動……」

　エルヴィーラは、小さく呻いた。

　さもあらん。第一王子は、殺された。その仇討ちをせんと龍の民を襲った第二王子は返り討ちにされ、彼もまた死んだ。『第三王子がいなければ』、クロムヘイム王国はどうなっていたことか――！

「そもそもは、トゥーナ鉱山で龍の民の子どもが死んで発見されたことが、原因なのだ」

「あ、ああ……」

　その理由が、第三王子を亡き者にせんとの陰謀だったこと――それを知っているエルヴィーラは、ただ曖昧に頷いた。嘘や隠しごとが下手な自覚はあるから、口を開けてはいけないと思った。

「しかし、聖女の処刑、は……正しいことなのか……？」

　気弱なエルヴィーラの口調を笑ったのは、同僚の兵士だ。彼は訳知り顔に言う。

「このクロムヘイム王国の威厳を見せるためには、必要だろう？　なにしろ第一、第二王子が殺されたんだ……龍の民たちによってな！」

「しかし、聖女だ。龍の民の神ともいうべき存在……それを、処刑とは」

　神。その言葉に、エルヴィーラはごくりと息を呑んだ。先日の、月明かりの庭園で、クリスティアンに聞いた言葉――【魂のつがいクィンツィー】。神が、天が定めた、運命のつがい。

　そのようなものが、本当にあるのなら。そんな思考に囚われていたエルヴィーラは、上官のオーヴェに話しかけられていることになかなか気づけなかった。

「どうした？　仕事だぞ」

「は、いっ！　申し訳ございません！」

　訝しげな顔のオーヴェに伝えられた仕事は、処刑場の警備だ。聖女の処刑は、三日後。

　いかに悩もうとも、処刑の日は来る。その日はまるで、祭りのような騒ぎだった。

　人の死を見世物にする醜悪さには、さまざまな意見があるだろう。許されるのなら、エルヴィーラにも言いたいことはある。

　しかし、なにが言えるだろうか。『薔薇輝石の騎士姫』に――！









　その日は、ひどく、残酷なまでに晴れ渡った日だった。

　雨でも降れば『処刑』の日にふさわしかったかもしれない、しかし火刑のための薪が湿っては、刑が長引くという。今日処刑される龍の民の聖女には、今日の天気は恵みかもしれない。

　エルヴィーラは、刑場の警備の任に就いていた。

「悪よ、滅びよ！　悪辣たる聖女に、天の鉄槌を！」

「永遠なれ、クロムヘイム！」

「イーゲン！」

「フラー、フラー！」

　喚声が飛び交うその中で、エルヴィーラは士官服に身を包み、腰には剣を、手には銃を、そんな姿で任務に就いていた。刑場に至る道、同じくお仕着せの士官服と武器を手にした士官たちが並んでいる。

（いいのか、これで……？　聖女の、処刑……な、ど……）

　引き回しを終えた馬が、刑場に入ってくる。黒毛の馬に乗るのは、白い衣の裾を靡かせた、黒髪の少女だ。

　腰よりも長い濡れたような黒髪は、つやつや光って風に靡いている。その髪はまるで、よく打った絹糸のようだ。その魅惑的な姿に、ついうっとりと見とれてしまう。その白く細い首には鉄輪が嵌められていて、それすらもまるでアクセサリーのひとつであるかのような気高さだ。

（なんだか……レーナみたいな……そんな、感じ……）

　そんなわけはないのだけれど。妹のレーナは、亜麻色の髪だ。ふわふわの、まるで波のように打つ陰影がとても魅惑的なのだ。聖女の髪はまっすぐで、色もまったく違うのだけれど。

　そしてその目は、真紅だ。伏せているのでちらりとしか窺えない、しかし確かに見えた輝く赤に、どきりとした。

（まるで……『焔の瞳』の、ような……？）

　クリスティアンの目は、もっと深い赤だ。だから同じ赤とはいえないけれど、それでもエルヴィーラの見たことのない赤であることには変わりない。

　後ろに両手を拘束され、馬に横座りに座った、龍の民の聖女リーシェンは、黒い髪と白い衣のきらめき以上にその存在が光り輝く、気高き美しき少女だった――外見の年のころは、十五、六。エルヴィーラがあの年齢のころには、今から死ぬというのにあれほど気高くいられただろうか。

（いや……バカな）

　神とも称される存在を、平凡な人間の自分と比べてどうするのか――エルヴィーラは、ふるふると首を振った。

　聖女リーシェンは、その細い顎を逸らして、天を見ている。その小さな唇は微かに動いていて、祈りを捧げているように見える。

　龍の民にとっての神とは、どのような存在なのだろうか。信心深いとはいえないエルヴィーラだけれど、この間の月の夜のクリスティアンの話を思うと、その果たす役割について考えてしまう。

　聖女はそんなエルヴィーラの沈思の内容など知るよしもないし、読み取れても気になどしないだろう。きっと彼女の目には、天しか映っていない。そんな仕草はどこか傲慢にも見える、けれど同時にそれが、彼女の聖女たる高貴さを際立たせている。そのまなざしは、世俗など映しはしないと見える。

「お高くとまってやがる！」

　観衆から怒声が飛び、同時に石も飛んだ。それはすぐに、雪崩のように観衆の皆に広がった。エルヴィーラをはじめとした警備の兵たちは、制止の声を上げる。剣を振りまわして興奮する見物客たちを制しようとする。

「やめろ！　控えろ！　ここから出るな！」

「なんだ、うるさいぞ!?」

「い、たっ！」

　その場はしっちゃかめっちゃかになって、混乱の中、それでも聖女は、意に介さずに、すっと背筋を伸ばした。その目は天に向けられていて、唇はやはり、小さく動いている。

（あ、っ……？）

　聖女の目は、天に向けられている。その向こうにゆらりゆらりと淡く雲が湧き上がっていることに、エルヴィーラは気づいた。

「あ、あれ……！」

　しかし誰も、雲の方を見ていない。エルヴィーラが上げた声にも気づいていない。虹色――淡い赤、青、黄色、緑、そして青にほのかに染まっているその雲は、すぐに空の向こうへと消えてしまう。見たのは、エルヴィーラだけかもしれない。

　白い衣の聖女リーシェンを、処刑執行人の助手たちが馬から下ろす。荒々しい手つきでぐいぐい引きずり下ろされて、よろめく聖女は、しかしまったく動じていない。

　彼女は、素足だ。汚れた裸足で地面を踏んで、処刑執行人に手にかけられた縄を引っ張られる。力を入れられるとさすがに蹈鞴たたらを踏んだけれど、それでも天にまなざしを向けて祈るような姿は、変わらない。

　火炙りの処刑場の中央には、うずたかく積まれた薪が待ち構えている。まわりは藁で包まれていて、それが着火剤となるのだ。たいまつを持った助手たちが、今か今かとでもいうようにざわざわしている。まだ着火されていないのに、それだけでここまで熱が伝わってくるように感じた。

　火炙り。それに処されることがどれほどの苦痛を伴うのか、想像もつかないし、したくもない――残酷な好奇心に駆られる群衆を蹴散らす任にありながら、あの気高き聖女がどのようにこの無慈悲な刑に対峙するのか、下世話な好奇心もあるのだ。

「涙のひとつでも見せろ！」

「泣いて見せろよ、コラァ！」

　醜い罵声がぶつけられる中、聖女はなおも神めいた姿で処刑台へと進む。執行人が戸惑っているのがわかる。自ら火炙りになろうといわんばかりの罪人は、今までにいなかったのだろう。その戸惑いは、エルヴィーラにもわかる。

「おい、あいつ……」

「躊躇いもしないのか」

　見物客たちの、戸惑いの声が広がっていく。

　組まれた薪の真ん中、そこに聖女は自分の足で入った。今からの自分の運命を知らないのではないかと懸念してしまうほどに、薪の山まで歩き始めた足は落ち着き払っている。

　天にそびえるかのごとく立てられた杭に縛りつけられて、燃え落ちないように泥が塗ってある縄に縛られて、そして処刑執行人の手で、火がかけられた。

「うおおおお……」

　この気高き聖女の威圧感にたじろいでいた観衆は、炎の勢いに、はっと我に返ったかのようだ。燃え盛る炎に合わせるようにてんでの癇声が、怒号が罵声が、響く。

「ここに滅せ、悪よ！　滅びよ！　邪悪な聖女に鉄槌を！」

「イーゲン！　イーゲン！」

「フラー、フラー！　フラー！」

「永遠なれ、クロムヘイム！」

　めらめらと炎が上がる、このたびは気のせいではなく、火焔の熱さがエルヴィーラにも感じられる。火勢は強く、その炎を扇ぐ処刑執行人の助手が汗をかいているけれど、もくもくとあがる煙の中、聖女は悲鳴のひとつも上げないのだ。

　火刑は、その負う火傷よりも煙での窒息死、またはショック死が多いと聞いている。ここからではもう、聖女の姿は見えない――けれど観衆の声音から、なにが起こっているかを推測することはできるのだ。

（なんだか……なにか、おかしい。これが、火刑なのか？）

　この目で見るのは初めてだ。それでも、なにかがおかしいというのはわかる。燃え盛るのは薪ばかり、とてもひとりの人間がその真ん中に立たせられているとは思えないのだ。

　驚いているのは、エルヴィーラだけではない。処刑場には、戸惑いが広がっている。見物客も警備の兵たちも、皆が訝しげな声をあげている。処刑執行人たちですらそうなのだ。

「どういうことなんだ、いったい……？」

「火が、つかないのか？」

「そんなわけがあるか！　あれほど燃え盛っているんだぞ？　あの炎の中で平気でいられる人間が、いるはずが、ない……！」

　普通の人間、なら――。

　そうつぶやいたのは、誰だったのか。その言葉はエルヴィーラの耳にも入り、その場の者は皆、顔を見合わせた。

「普通の人間、なら……？」

　処刑執行人たちが、何度も薪をくべる。助手たちが、扇ぐ。炎がより大きく、ごうごうと燃え盛る。

「あれは、本当に……聖女だと、いうことか……？」

　ごくりと息を呑んだのは、エルヴィーラだけではなかっただろう。あたりはひどく騒ついているのに、その場の皆が固唾を呑む音がはっきりと聞こえたような気がするのは、気のせいだろうか。

「聖女、だから……その体は、人間の起こす炎程度では、焼くことなどできないのではないのか……それが、神のものだから」

「バカなことを言うな！」

　誰かがわめいたけれど、そうだそうだと同調する者はなかった。ただごうごうと上がる炎の音を、聞いているばかりだ。

　驚くべきことは、それだけではなかった。薪がなくなりくべるものがないという理由で、処刑は終わった。煙が収まって、すると聖女リーシェンの死体は、どこにもなかったのだ。焼け跡には、薔薇色のこぶし大の塊が落ちている。

（そ、の……色）

　まるで、薔薇輝石のような。遠目からでも、叙任のときエルヴィーラに与えられた宝石のような色だと思った。

「聖心、だ……！」

　誰かが叫んだ。誰かが同意した。誰かが反対した。それらはばらばらの声でありながら、ただ混乱という形でまとまって、薄く残った煙のたなびく、煤臭い処刑場に響き渡った。

　どれほど焔に舐められても、燃えない薔薇色の塊。美しく光るそれは、聖女の心臓だと叫んでいる者もいる。確かにその大きさは、まさに心臓だと納得できるものだ。

「どういうことだ、いったい……」

「やはり、いけなかったのでは……？」

「聖女を処刑するなど、許されることではなかったのでは？」

　弱気な声が、そう言った。それはたちまちあたりに広がり、ひとつの消極的な熱量となって、処刑場を埋め尽くした。

　エルヴィーラは、震えた。銃を手に、それを支えにかろうじて立っているけれど、目の前で起こっていることの奇妙さに歯噛みし、そして内心、大きく震えた。

（いったい、なにが起こっている？）

　これは、なんの始まりなのだろうか――？
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　聖女の処刑は、この国のあり方の方向性が変わるような、大きなできごとであるはずだった。

　それともこれは、単なるきっかけに過ぎなかったのか。さらなる大事の呼び笛でしかなかったのか――それはクロムヘイム王国における凶事か、慶事か。

　その日の屯営は、いつにない騒めきに包まれていた。オーヴェをつかまえて、その理由を尋ねる。

「この間の任務では、お疲れさん」

「聖女の、処刑のことですか？」

「いや、ああ……そうだな、うん、そのことだ」

　オーヴェが、妙に口を濁していると感じた。だからはっきりそう言うと、オーヴェはますます言いづらそうな顔をする。

　そんな反応には違和感があったけれど、今はそれどころではない。

「それはいいんです……というか、その話が出るってことは、この騒ぎ。龍の民絡みってことですか？」

「まぁ、そうだな……らしい、ぞ」

　落ち着かない屯営の中を見回しながら、彼は唸るように言う。

「鎮圧部隊が編成されると聞いている。志願兵を募るということだが……」

「わたし、行きます！」

　間髪入れずにそう言ったエルヴィーラに、オーヴェは目を剥く。

「いやいや、少しは躊躇えよ!?」

　オーヴェが慌てて、そう言った。エルヴィーラは真剣だ。オーヴェの様子に苛立った。

「だって、鎮圧部隊だなんて……穏やかじゃない。この国の危機ってことでしょう？　私たち軍人が進んで働かないで、どうするんです？」

「落ち着け、エルヴィーラ」

　どうどう、とエルヴィーラを宥めながら、オーヴェは苦笑いを見せつつ言った。オーヴェが今ひとつ真剣ではないことに、ますます苛立つ。

「じゃあ、本格的な募集が始まったら、俺がおまえを推薦しておいてやる。そう先の話じゃない……準備しておけ？」

「はい！」

　姿勢を正して、エルヴィーラは応える。

　オーヴェの言うことは、正しかった。聖女を処刑したことへの反発、それに伴う抵抗運動が、クロムヘイム王国の一角にて勃発しかけている。その本格化の前の鎮圧のため、まずは先遣隊が結成される。

　そのための志願兵の募集にエルヴィーラは、真っ先に参加を申し出た。

「なぜ、あなたがここに」

　斥候隊に参加する兵たちが集まったのは、屯営の一角だ。そこで見た顔に、エルヴィーラは唖然として口を開けた。

「あなたは、王太子だろう？　それなのになぜ、ここにいる？」

「愛国心だよ？　王族こそ、王太子こそ国を守るという信念に則って動くべきだ」

　クリスティアンは、いたずらめいた表情でそう言った。

「私は、このクロムヘイム王国の、盾とならん」

　その鮮やかに赤い瞳をくるくるさせるクリスティアンは、本当にいたずらっ子のようだ。

「……格好をつけるな」

　ため息をつきつつ、エルヴィーラは言った。

「それは、わたしも同じだ。ということは、あなたとわたしは……同僚ということになるかな？」

「こちらの任務でも、おまえと一緒ということか。よろしくな、同僚！」

　明るく楽しげに笑いながらそう言うクリスティアンからは、あの夜の庭での姿は見受けられない。同じ人物だったのだろうかと、自分の記憶を疑ってしまうくらいに、まるで別人だ。

（【魂のつがいクィンツィー】、とか……あれはいったい、なんだったんだ？）

　とはいえ今、エルヴィーラの目の前にいるのはただただ興味深く面白い男であり、ともに行動するのはやぶさかではない。

「おまえ、銃は使えるか？」

「それは……もち、ろん！」

　と言いながらも、実はあまり自信がない。クリスティアンの目を見られなくなって、内心おろおろしてしまった。

「剣なら、問題ない。剣なら、得意なのだが」

　とは言っても、剣ばかりというわけにはいかないのだ。この先、あらゆる局面が待ち受けている――エルヴィーラには想像も及ばない、しかし今まで聞いたことのない『龍の民との戦い』を前に、どう心の準備をすればいいかもわからないのだ。

（この先は、訓練じゃない。本物の戦いが待っているということか……）

　浮かんだそんな考えに、ぞっとした。いくら武人だ軍人だと胸を張っても、自分は世間知らずの温室育ちでしかない。そのことを改めて、まざまざと実感した。

　ぞくりと背が震える。同時に今までのように甘えていてはいけないと、背筋が痛いほどに伸びた。

「……なんだ」

「そんなに緊張しなくていい。俺がおまえを、守ってやる」

「生意気を言うな。わたしが、おまえを守ってやる！」

　きいっと歯を向いてそう言うと、クリスティアンがげらげら笑う。

「仲がいいなぁ？」

　通りがかった上官も、楽しそうに笑った。

「「よくありません!!」」

「あはは、息ぴったりじゃないか。やっぱり仲がいいなぁ」

　笑いながら去っていく上官の背中を思いっきりにらみつけるエルヴィーラは、背後で笑う声に勢いよく振り返った。

「笑うな！」

「やっぱりおまえは面白いよ。まったく、面白い女だ」

「ふざけるな、『王子様』！」

「ああん？　うるさいな……『騎士姫』」

「それを言うな！」

「ああはいはい、じゃれるなじゃれるな」

「「じゃれていません!!」」

　ユニゾンしてしまったふたりは、大変に不本意だと視線を合わせて睨み合い、そしてふんと、目を逸らせた。

　そんなふたりを見て、上官が腹を抱えてげらげら笑っている。

「いやいや、笑っている場合じゃない。これから先は実戦だ。練習できるのはここだけだと思え？」

「は、い……！」

　笑みを浮かべた穏やかな物腰の中にも逃れられない現実を感じて、エルヴィーラの背はふるりと震えた。

　その震えは、新たに配属された部隊の、鍛錬場でのこと。鎮圧部隊に渡されたライフル・マスケットは、今まで訓練で使ってきた銃よりも長さがあった。垂直に立てれば、エルヴィーラの胸元まである。

「わたしは、騎士なのだが……」

「わがままを言っている場合か、銃の扱いも心得ておけ。どこで、なにがあるかわからん」

　クリスティアンの言葉に「うるさいな、わかっている！」と怒鳴り返した。

　改めて、銃の扱い方を学んだ。装薬と弾丸を、銃口より詰める。少し撃鉄を起こして安全装置を入れて、引き金を引けない状態にする。

　雷管を取りつけ、改めて撃鉄を起こして、発砲準備を完了させる。

「引き金を引けば、撃鉄が作動する。ハンマーが雷管を叩いて、発火するんだ」

「は、い……！」

　銃の扱いは初めてではない、しかし実際に使う場面を目の前に、改めての確認をする機会に、手が震える。

「ここ、火門を雷管の爆発が通って、薬室内の装薬が点火、弾丸が発射される」

「はいっ！」

　的に向かっての、射撃訓練。びりびりと伝わってくる反動に、耳をつんざくような射撃音。それらが、エルヴィーラの飛び込んだ世界の激しさだ。生半可な気持ちで挑んではいけないという緊張感を改めて実感する。

　とはいえ、剣の腕では負けない。視察前の訓練で剣を合わせたときは、エルヴィーラが勝った。そのせいでクリスティアンとは「相棒同士」と言われるようになってしまい、とても不本意だ。

　鎮圧部隊のさきがけとして設けられた斥候隊に配属されたのは一個小隊、つまり四個分隊だ。二十人にも満たないこれだけの数でいったいなにができるのかと思うけれど、大部隊である必要はない、まずは偵察に向かうだけとのこと。

「しかし、王太子殿下自ら、いち隊員としての配属を望むなど……」

「なんだ、文句があるのか」

「そういうわけでは……しかし」

　栗色の髪の男性の分隊長の苦々しい顔に、クリスティアンは笑う。その陽気な笑い声を聞いていると、今から敵地に向かうとは思えない。

　そう、龍の民の住むところは、今や敵地なのだ。国境を越えることはないけれど、こうやって剣を握り銃を構え、武装して向かわなければならない土地なのだ。

　エルヴィーラは、襟を正す。斥候隊としてレルムヴァーレの森に向かう分隊の一員として肩を並べるクリスティアンに、顔を歪めつつ声をかけた。

「王子様が隊員なんて……やりにくいが？」

「そうか？　なぁ、そうか？」

　分隊のほかのふたりは互いに目を見合わせ、そして肩をすくめている。分隊長は、その栗色の髪を揺らしつつも明らかに困惑している。

「ほらぁ！　皆、嫌がっているじゃないか。王子様が隊員とか、反対！」

「わがまま言うな！　私がやりたいんだ！」

「士気に関わるだろうが！」

「うるさい、黙ってついてこい！」

「横暴だぞ！」

　そんなエルヴィーラたちを、ほかのふたりは苦笑しつつ見ている。分隊長は王太子を部下とすることに恐縮していたけれど、本人は部下として分隊長を尊重し、あくまでもいち隊員として行動し、分隊長はひとりで慌てているだけの状況になった。

　隊は四つ組まれて、偵察はそれぞれの方向から龍の民が住み処にしている森に向かう。レルムヴァーレの森は、どこか青く染まっているように見える、深くて暗い森だった。

「奥は、ずいぶんと暗いな……」

「緑が濃くて、陽が入り込まないんだろうな」

　目の前には、厚い緑の葉をびっしりとつけた大木がそびえている。エルヴィーラたちを歓迎するような、それでいて拒むような――葉がさやさやと揺れている。空気は新鮮で、肺の奥まで入り込んで浄化してくれるかのようだ。

「わ、ぁ……」

「美しいな」

　微かに射し込む日光が、地面に複雑な模様を描いている。風が吹くごとに揺らめく影は、まるでレースのカーテンがひらめいて作り出す陰影のようだ。

　トゥーナ鉱山の北西、シェヴデール海に臨むのはレルムヴァーレの森と呼ばれる大きな森だ。そこには龍の民が住んでいると聞くが、エルヴィーラは地図の上でしか見たことがない。

　ここまでは鉱山ここからは森、とはっきりとした境があるわけもなく、森に入ってからは馬もたじろぎ気味だ。

　馬が歩を進めると、足元の枯れ葉や小枝がぱきぱきと音を立てる。大小の木の実が点々と地面に散らばっている。微かな陽を受けてのそれが、まるで小さな宝石のようだと思った。

　きらきらと、鳥の鳴き声や動物のしゃべる声が聞こえる。それに聞き惚れていると、その中に「きいいーっ！」と聞こえる悲鳴、否、獣の鳴き声が聞こえたのだ。

「わ、ああっ!?」

　エルヴィーラは悲鳴を上げたし、馬も嘶く。人馬ともどもパニックだ。

「おかしな声を出すな、落ち着け。ここにはウルヴァリンのような危険な生きものはいないと聞いている……恐らく、な」

「脅すな！」

　鉱山での山登りもどきの進軍を思い出すけれど、ここはまた違う。馬の脚は深い草に取られてしまい、馬たちは不安に小さく嘶いている。

「いい子だ……大丈夫だよ」

　馬の首筋をぽんぽんと叩くと、ぶるると鼻を鳴らす。湿った緑の匂いに満ちた空気は清々しいけれど、それを喜ぶのは人間だけではない。草木もまた元気に生い茂り、それはとても喜ばしいことだけれど、しかし奥へ入っていく立場としては、その元気にも少々遠慮願いたいところだ。

「このようなところに住んでいるのか、龍の民たちは……」

「住んでいる者たちにとっては、これがあたりまえなのだろうよ。私たちの住んでいる場所も、慣れない者にとっては異様な場所だろう」

「それはそう、かもな……」

　クリスティアンの言葉には、妙な真実味がある。木々の葉に覆われた向こう、天に向かって伸びている木々の背は、奥に進むほど高くなる。

「は、っ！」

　大きな音に驚いた。はっと顔を上げると、それは頭上の枝が折れた音だとわかった。目の前に落ちた枝はそれほど太くなく、それほどあたりは静かなのだということに、改めて気がつく。

「うわぁ、落ち着け！」

　今度こそ、馬はパニックだ。そうでなくても暗く、奇妙な静寂の広がる森の中にあって馬の精神状態は不安定だったのだ。そこへのいきなりの落下物が、馬の心をかき乱した。

「落ち着け、落ち着いてくれ！」

　しかし、エルヴィーラ自身も慌てているのだ、馬はますます脅える、騎手の言うことも聞かず、そのまま駆け出した。

「わぁ、あああっ！」

「エルヴィーラ！」

　後ろを、クリスティアンの声が追ってくる。自分の馬の暴走を押さえられないまま、それでもエルヴィーラだけでこの森を疾走しなくていいのかと思うと、少しだけ安堵できた。

「待て、止まれ、落ち着いてくれ！　その先は……わぁぁぁっ!?」

　馬が奇妙な鳴き声とともに、足を止めた。その先には、大きな黒い目がふたつある。じっと、エルヴィーラたちを見つめてくる。そのひどく落ち着いて、同時にきらめく双眸は、まるでこの森の主と出くわしたのかと思ってしまうくらいだ。

「な、んだ……？」

　大きな、こがね色の被毛をまとった獣だった。ウルヴァリンほどの圧倒的な大きさはない。せいぜい、四つん這いになった子供くらいの大きさだ。しかしそこにいるだけで、妙な圧力を感じる。恐ろしいような、それでいて目が離せない――。

　特徴的なのは、その耳だ。大きな三角をしたその先に、ふわふわしたと黒い飾り毛がある。まるでそこに黒い羽を突き刺したかのようで、この森を通り抜ける淡い風に、ゆらゆらと揺れている。

「は、っ……！」

　その気高い姿に見とれている場合ではなかった。獣はたんっと地面を蹴って、こちらに駆けてくる。動きが素早い。馬が怯えて嘶いたのは、その獣の姿にか、それともその駆ける勢いに驚いてのことか。

「うわ、あああっ！」

　バランスを崩して、落馬した。幸いなことに「いたた……」と呻くくらいで済んだけれど、しかし馬は、一頭でずっと先に駆けていってしまった。到底、追いつけるわけがない。その後ろ姿を、茫然と見送った。

「あ、っ……」

　がるる、と聞こえたのは、あの印象的な耳を持つ、こがね色の獣の唸り声だ。落馬の痛みなど、吹き飛んでしまう。

　エルヴィーラは、とっさに手を伸ばした。落馬のショックで落とした銃が、目の前に転がっている。

「く、っ！」

　とっさに拾い上げ、構えた銃は、驚くほどなめらかに、エルヴィーラの手に馴染んだ。

（落ち着け、落ち着け……！）

　少し撃鉄を起こして安全装置を。雷管を取りつける。完全に撃鉄を起こして、発砲準備を。

　引き金を引けば、撃鉄が作動。そうすればハンマーが雷管を叩いて、発火だ――！

「やめて！」

「え、っ……？」

　女性の悲鳴に、エルヴィーラの人差し指は動きを止めた。

「だ、め！　その、カラカル……撃っては、だめ！」

「だ、れ……？」

　この場に似合わない、たおやかな女性の声だ。カラカルというらしい獣からエルヴィーラに向けられていた敵意は、まるでランプの炎を吹き消したかのように消え失せた。

　カラカルは、現れた女性のスカート部分越しの脚に鼻先を擦りつける。その頭をよしよしと撫でる女性の手は優しくて、そのさまは聖女と守護獣かのようだ。

　思わず目の前の光景に見とれ、鮮やかに青い貫頭衣をまとう女性の姿を見た。衣装の胸もとには、赤、緑、金の刺繍が施されていて、きらきら光っているのは宝石だろうか。

　そしてその顔を見て、「えっ」と思わず声が出た。

「あ、っ……ええ、っ……？」

　亜麻色の、波打つふわふわの髪。見たことがある、どころかその顔は、よく知っている。

「お姉さま……！」

　見慣れた顔が、こちらを見た。その薄赤い瞳がエルヴィーラを前に、大きく見開かれた。エルヴィーラと、同じ色の瞳――。

「え、ええ……っ」

　妹だ。妹の、レーナだ。気づかなかった――気づくわけがない。なぜこんなところに、レーナがいるのだ？
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「ど、うして……こんなところ、に……」

「お姉さま、ごめんなさい……！」

　レーナはたじろぐ、そのままきびすを返して逃げそうになったレーナは、しかしエルヴィーラの後ろから響いた声に、硬直した。

「エルヴィーラ！　無事か!?」

「あっ、クリスティアン……」

　追いかけてきたクリスティアンの叫びは、すうっと勢いをなくした。彼も驚いているのだ。彼はより濃い赤い目を見開いて、レーナを見ている。

「だ、れだ……？」

「妹だ」

　エルヴィーラが言うと、レーナが目を見開く。エルヴィーラが「妹だ」と即答するはずはないと思っていたのだろうか。そんなはずはない、ずっと、行方不明になったレーナのことを心配していたのに。

　そんな気持ちが通じていなかったのかという不本意な思いとともに、やはり自分が及ばないからいけないのだという気持ちにさいなまれた。

「行方知れずの、妹か？　なぜ、ここに」

「それは……」

　レーナを振り返って、すると妹は居心地悪そうに目を逸らせる。

「まずは、わたしたちの住み処に、ご案内します。一緒に来て？」

「わたし、たち……？」

　ここは、レルムヴァーレの森だ。龍の民が住むという――この先がレーナの『住み処』ということは、レーナは――？

「ええ、わたしは今、龍の民の村にお世話になっています。わたしみたいな者を受け容れてくれて、とても感謝してるんです……」

「わたしみたいな、って」

　卑下する必要なんてないのに。久しぶりに会ってもレーナは、やはりかわいくて美しくて、清らかだ。

「そんな言い方をするな」

　不満そうに、クリスティアンが唇を尖らせる。

「ここでおまえは、幸せなのだろう？　おまえのなりが、それを示しているが」

「それはもちろんです。ここでわたしは、幸せです」

　今まで見たことのないレーナの表情だ。こんな妹の姿を家で見たことがあっただろうか。今まで見てきたレーナの姿は、本当の彼女の姿ではなかったのではないだろうか。気づけばエルヴィーラは、思いっきり眉を寄せていた。

「どうした、エルヴィーラ」

「いや……妹がこんな場所にいるとは、思わなかったから……」

「こんな場所、なんて」

　レーナの言葉にはっとしたけれど、見れば妹はくすくす笑っているだけだ。気を悪くはしていないらしい。同時にレーナはこれほどに朗らかな娘だっただろうかと、エルヴィーラは内心、首をかしげた。

（これが本当の、レーナだということか……？）

　同時にむくりと頭をもたげた胸の奥の痛みを抑えつけて、エルヴィーラはできるかぎりの冷静さを持って、レーナに話しかけた。

「わたしたちは、今日……行く当てもなくて。その、おまえの住んでいるところに案内してくれないか？」

「もちろんです！　皆、お姉さまと、そちらの……」

　レーナは口を濁して、困ったように首を傾げた。クリスティアンはにっこりと、まったく紳士のように、丁寧に礼を取った。

「クリスティアンといいます、お嬢さん」

　胸に手を置いて、まごうかたなき紳士の仕草でレーナを見つめる。レーナが「あ、はい……」とどぎまぎしているのに、危機感を覚えた。

「なに、鼻の下を伸ばしているんだ！　クリスティアン、わたしの妹に色目を使うな」

「なにが色目だ、濡れ衣だ！」

「ふふ、おふたりは仲よしなのですね」

「「そんなことはない！」」

　声を揃えたふたりに、レーナはまた笑う。そしてくるりと踵を返した。

「案内します。ついてきて！」

　慣れた足取りでレーナは、先へと向かって歩き出す。カラカルと呼ばれていた獣も、レーナを守るようにその歩みにぴったりとついて歩き始めた。

　カラカルはときどきエルヴィーラたちを振り向いて、その鋭いまなざしで睨んでくる。こちらを敵だと認識しているのだろうか。

（危害を加えるつもりなんかは、全然ないけど！）

　それでも妹の従士然として付き従う姿は、頼りがいがあると思った。レーナがここで不足なく過ごしているようなのは、こうやって守ってくれるものがあるからかもしれない。

（しかし、獣だ……本物の従士にはなれないだろうに。レーナは、ひとりでここに来たのか……？　まさか）

　そう思ったエルヴィーラは、振り返ってクリスティアンを見る。彼はいつになく困惑した顔をしていて、それだけで胸がすいたような気がした。

　改めてレーナの方を見て、そして意識してすたすた歩き始める。妹の背を追う。

「おい、ちょっと待て！」

「さっさと歩け、もう疲れたのか？　王子様は、ずいぶんと甘えん坊だな？」

「ううう、うるさい！」

　ふふん、とクリスティアンに向かって笑おうとしたエルヴィーラの耳に、聞き慣れない人物の声が飛び込んできた。

「レーナ！」

　聞いたことのない声だ。少し掠れた男性のそれに、はっとした。思わずクリスティアンを見て、すると彼は険しい顔で、腰の剣の柄に指を這わせる。

　そんなふたりの反応を、レーナの歓声が弾き飛ばした。

「イヴァリン！」

「えっ？」

　聞き慣れない発音のそれが名前であるということには、すぐに気づいた。大木の向こうから、ひとりの男性が現れたからだ。

「レーナ、どこに行っていたんだ！」

　元気な声で、駆け寄ってきた男性は体格のいい、あちこち跳ねた短い枯茶色の髪、鬱金色のいたずらっぽい瞳の主だ。目をくるくるさせてレーナを見ている彼は、なんとなくクリスティアンと印象が似ている。

「このカラカルが、表に出ようとして。だから追いかけたの」

「カラカル、とは……この獣の、名前か？」

　エルヴィーラの問いに、レーナはにっこりと微笑んで、答えてくれた。

「違います。カラカルは、種類の名です。この子は、まだ名前をつけるほどには馴染みはないです……」

　その耳から飛び出した、ふわふわした黒い部分を指先でもてあそぶようにして撫でながら、レーナはなぜか恥ずかしそうにそう言った。

「ね？　あなた、お名前は？」

　答えるはずもないカラカルは、目を細めて、気持ちよさそうな表情をしている。エルヴィーラに襲いかからんとしていた態度とはまったく違う、まるでレーナのペットかなにかのようだ。

　そんなレーナのリラックスした雰囲気は、まさに目の前のイヴァリンと呼ばれた男性のゆえだと感じた。

「ひとりで出歩くなって言っただろう？　大丈夫だったのか」

「ええ、心配かけてごめんなさい」

　エルヴィーラの記憶にあるレーナとは違う。妹は、こんな女性だっただろうか。静かでおとなしくてたおやかな妹に、こんな情熱があったとは。

「どうした、圧倒されているのか。エルヴィーラ」

　にやにやしながら顔を覗き込んできたのは、クリスティアンだ。つい、つんと返事をしてしまった。

「あなたには……関係ない」

　クリスティアンを睨みながらそう言うと、彼は楽しげに笑った。いつもの笑い声になにやら安堵を感じながら（ひとりでなくてよかった）と思っている自分に気がついた。

「この先が、龍の民の住み処になります。お姉さまたちをお迎えできて、嬉しいです！」

「わ、ぁ……」

　レーナの指した、森の奥。そちらに目をやると、開けた場所がある。踏みしめる軍靴の下は、湿った草から土を踏み固めた道に変わっていく。鼻腔をくすぐるのは、野草の花の匂いだ。

　ずうっと道が続いて行く先、木の杭を打ってある畑との境界、木の柵に沿って頭をもたげている、鮮やかな花はなんだろう。香りは強くない。

「あれは、向日葵です」

「へ、ぇ……本物を見るのは初めてかも」

　書物では見た、しかし王都の周辺では咲かない花だ。もの珍しく見ていると、後ろからクリスティアンが冷やかす声をかけてきた。

「騎士姫は、花にも疎いか」

「うるさい！」

　木の幹を、リスがよじ登っている。木の柵の向こう、エルヴィーラの膝くらいまである高さの緑の茂みは農作物だろう、柔らかい黄色の菜の花、トウモロコシ、大麦、小麦など、エルヴィーラも教科書の挿絵で見たことがある。畑に立てられたかかしの衣装の形は、レーナの着ているものと似ている。

「わ、あ……あ」

　畑は色とりどりで、ニンジン、ネギの芽、葉が生い茂ったキャベツ、ジャガイモにトマト、サヤエンドウ――マメの蔓が柵に絡まっている。その向こうには果樹園があるのか、熟した果物の甘い匂いも漂ってくる。これほどに豊かな実りを、実際に見るのは初めてだ。

　これらを見るだけでも充分わかる、深くて暗いレルムヴァーレの森の奥では、確かに生活が営まれているのだ。

（こんな穏やかな生活を送っている民たちが、反乱だと……そんなことあるのだろうか、本当に？）

　広い畑の向こうには、点々と木造の建物がある。聞こえてくる鳴き声から、それらが家畜小屋であることがわかった。そのまわりには大きな木々が天を向いていて、太い枝にはブランコが吊るされている。

　家畜小屋には、託児所でも併設されているのだろうか。ブランコに乗っていた子どもたちが飛び降りて、こちらに駆けてくる。

「わぁ、レーナ！」

「レーナ、その人たち、誰？」

「変な格好してるね！」

　集まってきたのは、ブランコのまわりにいた五人の子どもたちだ。皆、色とりどりの貫頭衣を着ていて、きらきら飾りがついている。これも宝石なのだろうか。宝石に興味はないエルヴィーラだったけれど、初めて見る形の衣服に縫い込まれた輝きには目を惹かれた。

（やはりここに住む人たちも、宝石とは根強い縁があるのだな……）

「誰？　なに？　あの人、なに？」

　そんなエルヴィーラに、子どもたちは脅えてしまったのか。ひとりがレーナのスカートを掴んで、後ろに隠れる。大きな琥珀色の目をくるくるさせているところを見ると、怖がられているわけではないらしい。しかし近づいてもくれない。

「レーナの、姉さんだそうだ」

　イヴァリンの言葉に、子どもたちがわっと湧いた。

「お姉さん!?」

「レーナのお姉さん？」

「お姉さんいたの、レーナ？」

　イヴァリンの答えに、子どもたちが沸き立つ。警戒されていたらしいエルヴィーラは、そのおかげで子どもたちに歓迎されることとなった。

「この人は？　レーナのお姉さんのお兄さん？」

「そこまでの歳じゃない。私は、レーナのお姉さんの友達だよ。クリスティアンという」

「ともだち……」

　首を傾げた三つくらいの金髪の子どもは、至極あたりまえのように言った。

「ええと、【魂のつがいクィンツィー】じゃないの？」

「……ええっ？」

　思わずおかしな声が出た。反射的にクリスティアンを見やって、すると彼も「えっ？」と驚いている。

「どうして知ってるの」

「お姉さまこそ……知ってるんですか？【魂のつがいクィンツィー】の、こと」

「いや、耳にしただけだけれど……」

　驚くレーナを前に、ついもじもじと、そう答えてしまう。目だけを動かしてクリスティアンを見ると、彼もまたなにやら落ち着きがない。

　そこへ、子どもたちの声が響いた。

「どうしたの？」

「逃げ出したカラカルを、レーナが連れ戻してきてくれたの！」

「あら、レーナ。ご苦労さまね」

　あらゆる年ごろの子どもたちが、集まってくる。三十人はいるだろうか、歩くのもやっとの幼な子から、大人びた顔をしている少年、少女まで。集まってきた子どもたちは、もう物怖じもしない。エルヴィーラ、そしてクリスティアンのもとに駆け寄ってきて、口々に質問してくる。

「い、や、ちょっと待って。そんなに一気に訊かれても、答えられないから……」

　あわあわするエルヴィーラの手を、子どもが引っ張る。温かくてべとべとした手は触れたことがないもので、それにも戸惑った。

「レーナのお姉ちゃん、こっちおいで！」

「わ、わわっ……待って待って、慌てるな！」

「なに？　レーナのお姉さん？」

「そっちは？　そっちはお兄さん？」

「兄……」

　友達、【魂のつがいクィンツィー】、そして兄。新たな選択肢に、エルヴィーラは目をぱちぱちとさせた。

　託児所らしき建物の中からは赤ん坊を抱いた大人たちも何人か出てきて、好奇心に満ちた目をきらきらさせている。子どもだけではなく、大人たちも珍しいものを前にわくわくする心を隠さないあたり、この村の住民は前向きな者ばかりらしい。

「ははは、こちらの人は、レーナのお兄さんじゃない。ええと……」

「ああ、『王子様』だよ」

　エルヴィーラが言うと、クリスティアンは「おい！」と叫ぶ。

「えっ、おうじさまなの？」

「この人、おうじさま!?」

　その場は、一気に湧いた。特に幼い少女たちが「おうじさま？」「おうじさま！」と大騒ぎをして、クリスティアンがひどく慌てている。それがとても楽しくて、エルヴィーラは「そうそう、王子様だ」と煽ってみせた。

「やめてくれ」

「ふふふ、モテモテじゃないか、お・う・じ・さ・ま」

「やめろってば！」

　クリスティアンがものすごく嫌そうな顔をしていて、それについ、にやにやしてしまう。

「その顔も、やめろ」

「いいじゃないか、よかったな。みんなに慕われて」

　もっとクリスティアンをからかってやろうと思ったのに、その場の空気を明るく染める、新しい声があった。

「みんな、飲みものだぞ！」

　現れたのは、イヴァリンだ。その手には盆があって、そこにコップが置かれている。続くレーナも、そして三人の手にもやはり盆があって、コップ、そして色とりどりの果物が載った皿がある。子どもたちが、わぁっと駆け寄った。

「おいおい、こぼれちゃうぞ。おいでおいで、どれがいい？」

　そう言ってイヴァリンは、エルヴィーラたちを見て「疲れただろ？　冷たいよ！」と笑った。

「わぁ、アイスティーだ！」

「ミントも入ってる？」

　歓声、笑い声が広がった。その賑やかな雰囲気に、エルヴィーラもクリスティアンも加わった。

「客人の、歓迎会だ！」

　イヴァリンが仕切って、かんぱーい、と歓声があがった。ずいぶんと歓迎されていることに戸惑いつつもエルヴィーラたちがレーナの姉であり、関係者であることがその理由なのだということをありありと感じて、素直に受け容れることができた。

　村に住まう者たちは、多くはなかったが、皆エルヴィーラたちを歓迎してくれる。

　庭先に出した揺り椅子に座って、歓迎の宴に参加する老人たちの中には、紙巻き煙草やパイプを燻らせている者たちもいる。その煙は馴染みのないものだったけれど、思ったよりも煙くはなかった。

　冷たい茶や果物のジュースなどの飲みもののほか、数々の新鮮な果物を振る舞われて、エルヴィーラは目を白黒させる。

「果物、好き？」

「こんなのもあるよ！」

「こういうのは好きかな？」

　赤に青のベリーの粒がたくさん入った籠が、テーブルに置かれる。それらを好きなだけ皿に取って、白いクリームをかけて食べるらしい。なにもかもが珍しくて、ただただ驚くばかりだ。

　客人が珍しいとわざわざ家から出て、見に来た者もいるようだ。そんな中、子どもたちがざわりとした。

「あっ、ジーヴァルド！」

「えっ……？」

　現れた気配に、エルヴィーラもはっとする。ぴりっとあたりの空気が変わった。同時にさっと、エルヴィーラの目の前に腕を差し伸べたのは、クリスティアンだ。エルヴィーラを庇おうとするような仕草に、腹が立つ。庇われるような弱者ではない！

「よけいなことをするな、わたしは大丈夫だ！」

　いざとなれば戦える、反射的に腰に手をやったエルヴィーラは、声を上げた。

「ジーヴァルドさま！」

「さ、ま……」

　さまづけで呼ばれる人物だ。只者ではないだろう。エルヴィーラの背中に、緊張が走る。

「ご挨拶が遅れました。ようこそ、いらっしゃい」

「は、っ……」

　現れたのは、銀色の髪の男だった。長い髪を後ろで束ねている。細身で色が白くて、眇めた目は、赤だ。エルヴィーラは思わず、クリスティアンを振り返った。彼の『焔の瞳』が燃えている。

（同じような、赤……？）

　まったく同じなのだろうか、違うだろうか。エルヴィーラにはわからない。ただその雰囲気だけで、現れた男が只者ではないことだけは理解できた。

　彼はエルヴィーラをじっと見て、そしてレーナを振り返る。

「レーナ、あなたのお姉さんですと？」

「はい、ジーヴァルドさま。お姉さま、こちらはこの村の主柱の、ジーヴァルドさまです」

「主柱……？」

　聞き慣れない言葉だ。クリスティアンには耳馴染みがあるのか、眉を寄せている。慎重に呟いた。

「柱、とは……異国の習わしでは、神をそう呼ぶ」

「神……？　ということ、は」

「ジーヴァルドさまは、この龍の民の村を守る、神の一柱でいらっしゃいます」

「そんな、たいしたものではありません。ただ少しばかり、特別な力をいただいているだけで」

　そう言ってジーヴァルドは控えめに笑うけれど、今まで剣や、苦手ながらも銃、そして馬術ひと筋だったエルヴィーラにとって、ここが想像もできない世界であることは間違いなかった。

「聖女リーシェンが、いなくなりましたのでね。その復活までの間は、私がひとりで背負うことになります」

「あっ……それ、は……」

　処刑のことを思い出して、気づけば口を押さえていた。

（いや、それよりも……復活と、言った？）

　ジーヴァルドは、目を細めてこちらを見ている。なにやら楽しげな色が浮かんでいるそのまなざしは、この裏の誰よりも、輝くような好奇心に満ちている。

（龍の民たち、は……トゥーナ鉱山の仕事を奪い、反乱を起こす憎き民という印象だったけれど……まるで、違うじゃないか）

　見ただけの印象で語ることはできない、しかし――。

　自分の先入観を恥じるエルヴィーラはジーヴァルドと目が合い、薄く微笑まれた。そのさまがひどく魅惑的で、どきりとする。少しばかり動揺するエルヴィーラを、クリスティアンは横目で見てきた。

　ふふと笑って、ジーヴァルドは言った。

「イヴァリン。レーナを守っていなくてはいけないでしょう。この方たちがカラカルの密猟者でしたら、どうするのです」

「えっ」

　密猟、との穏やかでない言葉に、エルヴィーラはぎょっとする。ジーヴァルドは微笑んだ。冗談だったらしい。

　それにしても。その赤い目を眇めての笑みは、ひどく魅惑的だ。まるで上質な人形のような、同時に、何やら野趣を感じさせる雰囲気もあって、いずれにしてもとても魅惑的な人物であることには変わりない。

（惹かれる者も多いだろうな……並の女子であれば、だ）

『並の女子』ではない自覚があるので、客観的な視点から、エルヴィーラは思った。

「密猟、って……そんな、よくあること、なのですか？」

「仮に、ですよ」

　やはりふふっと笑って言うジーヴァルドは、人間味が薄い。目の前にいるのにいないような不思議な気持ちにさせられた。同時に、このミステリアスな雰囲気は、処刑された聖女に似ているような気もする。処刑のときの凄惨な、それでいて幻想的なできごとが、脳裏をよぎった。

「好きなだけご滞在ください。あなたたちを、歓迎いたします」

「は、い……ご親切に」

「エルヴィーラ、今日は泊まる？」

「ぼくの家に来るといいよ！」

「あ、ああ……ありがとう」

　ふたりの子どもたちそれぞれに手を引っ張られて、エルヴィーラは戸惑う。温かくて湿った子どもの手は、慣れないながらにどきどきさせられる感覚だ。今まで頭でしか考えたことのなかった「軍人として民を守る」との自覚が生々しく生まれるような、単純に庇護欲がかき立てられるかのような。

　にやにやしているクリスティアンが、顔を寄せてくる。そっとささやきかけられた。

「ふふふふ、モテモテだなぁ？　き・し・ひ・め・さ・ま！」

「な、っ……！」

　突然、不本意な呼ばれ方をして、おかしな声が出た。「そう呼ぶな！」と言いかけたところに、子どもたちのきゃっきゃとした声が重なった。

「姫？　姫なの？」

「エルヴィーラ、おひめさまなの!?」

「いや、そういうわけでは……」

　戸惑うエルヴィーラに、子どもたちがまとわりついてくる。ますます興味を煽られたというように、質問攻めにされる。

「おひめさまなのに、ドレスは着てないの？」

「ドレスばっかりじゃないんだよ、おひめさまは。エルヴィーラみたいなかっこいいおひめさま、ぼくは好きだな」

　五歳くらいの男の子にじっと見つめられて、なにやらひどくどぎまぎしてしまった。

「こーれ。お姉さまは、わたしの家に泊まるのよ」

　レーナの言葉に、子どもたちは「そうなんだー」とつまらなそうに唇を尖らせる。それでも件の男の子は「気が変わったらうちに来なよ」とウインクしてきた。

「なんなんだ、ここは……」

「モテモテだな、よかったな！」

「いたっ、叩くな！」

　なぜかばんばん背中を叩かれて、痛い、やめろ、と騒いでいると、イヴァリンが現れて、こちらにどうぞと案内してくれた。

　エルヴィーラたちは、たくさんの小屋のうちのひとつに案内された。その中の一軒、木材を組んだ小屋は、レーナとイヴァリンが暮らす家だという。小さな、本当に小さな家だけれど、きれいに片づいている。椅子がふたつあって、テーブルには花の生けられた小さな瓶、三冊重ねられた不揃いの大きさの本には読み込んだ形跡がある。

（そういえば、ふたりは恋人なのかな……それとも、結婚してる？）

　レーナは、一族（カッセル伯爵家）の許しなくしては結婚などできないはずだ。しかしレーナはこうやって、イヴァリンと仲睦まじく住んでいる。

（もしかして、駆け落ちしたのかな？）

　ならば、行方不明であった理由も納得できる。

（文字通り、箱入りだったレーナが、どうやって知り合ったのか、とか……）

　そしてなぜふたりは、龍の民の村に住んでいるのか。相手は龍の民なのだろうか。いったいどうやって知り合ったのか。あのおとなしいレーナに、家族を捨てるほどの決意をさせたとは。

　そんなことを思いながら、家の中をきょろきょろ見まわした。奥にはこぢんまりとした竈と水場があって、埃ひとつ落ちていないところに（レーナらしいな）となにやらほっとした。

「お姉さま、ここにはなにをしにいらしたの？」

「な、にを……」

　そう言われて、はっとした。自分がなぜここにいるのか、忘れかけていた。

「わたし、たち、は……」

　エルヴィーラたちは、龍の民の鎮圧部隊のさきがけとして、ここに迷い込んできたのだ。そのことを説明しようとした。しかし、なにやら見つめてくるイヴァリンのまなざしを前に、言えない――小さく息を呑んだエルヴィーラに、レーナが言った。

「お姉さま、今夜はここで、おやすみになって？」

「あ、ああ」

「いいのですか？　ありがとうございます！」

　クリスティアンが遠慮もなくそう言っていた、少しは遠慮しろと言いながらも、レーナの好意がありがたい。

　ちらりとイヴァリンを見ると、にこやかにうんうん頷いている。彼はなにかを知っているのかもしれない。レーナも。しかし今は言うべきときではないのだ。だから口に出さない。彼らがその時期だと判断するときまで、待とうと思った。

「こちらに来てください、質素ではありますが」

　イヴァリンに案内されて、今夜寝る場所を教えてもらった。しかしレーナらしい部屋のしつらえを見て、ほっとしたせいなのだろうか。ふいに力が抜けた。脚の力が抜けて、その場に座り込みそうになった。

「わ、わっ！」

「エルヴィーラ！」

「お姉さま！」

「だ、だ、大丈夫……」

　そう言いながらも、いったん力が抜けた体には力が入らず、レーナやクリスティアンが支えてくれる手を、払うこともできなかった。

「お姉さま、ベッドでお休みになってください」

「さぁ、こちらに。」

「ありがとう、すまない……」

「クリスティアンさんは、こちらに」

「ああ、イヴァリンさん。すまない」

　男性ふたりが出ていき、レーナに勧められるがままに柔らかい寝巻に着替えて、勧められるがままにベッドに寝転んだ。ぎしっと、大きな軋みが響く。

　寝心地がよいベッドとは、お世辞にも言えない。それでもあっという間に眠りについてしまったのは、今日という日があまりにも濃厚だったからだろう。

　ベッドに吸い込まれるように眠りに落ちたのは、陽が落ちるか落ちないかというくらいの時間だったと思う。

　そのせいだろう、ずいぶん朝早くに目が覚めた。小さな小屋の中、隣にレーナが眠っているベッドがある。うつぶせで、枕を抱きしめるようにして眠る癖は今でも変わらないのだなと、子どものころに戻ったような気持ちだ。

　そっと、あたりに視線を投げる。イヴァリンとクリスティアンは、別の小屋で眠っているのだろう。気配もない。

　いったん目が覚めると、もう眠れなかった。レーナを起こさないようにゆっくり静かに起きて、そっと屋外に出ると、あたりには見たことのない景色が広がっていた。

「わ、ぁ……」

　思わず声が出た。彼方を見やると、濃い森のシルエットが目に入る。遠く、森の向こうには眩しい陽が見え始めている。空は明るく茜色に、それでも森の端にはまだ、濃厚な藍色の夜が未練がましく貼りついている。

「まぶし……」

　目を眇めた。士官学校の寮から、館の自室の窓から、毎朝眺めた朝焼けは、いずれもこのようではなかった。

　まるで魂ごと吸い寄せられたかのように、朝焼けに見入る。藍色の範囲が徐々に朝の明るさに塗りつぶされて、森が完全な夜明けを迎えたのと、エルヴィーラが背後の気配に気がついたのは、同時だった。

「あ、っ？」

　反射的に、振り返った。こちらを窺っている、ふたつの影がある。ひとつはエルヴィーラと同じくらい。もうひとつは頭ひとつぶん以上、小さい。

「誰だ!?」

「ふわぁぁ！　ねぇ、ナーランさん！　バレちゃいましたよ!?」

「うん」

「え、っ……」

　ふたりの姿に、思わず見とれた。背の高い方は、あちこち跳ねた短い黒髪だ。いかにも寡言といった雰囲気の彼が、じっと見つめてくる。その目は、金色だ。

　小さい方のひとりは、髪は白銀でふわふわで、小さくてかわいくて、まるで白ウサギのような子だ。そして、目は赤い――どきりとした。まるで『焔の瞳』のような。

　ふたりは手をつないでいて、エルヴィーラと目が合っても離す様子はない。こうあることが自然である、誰に見られても平気だといわんばかりの堂々とした態度に、逆にエルヴィーラの方が恥ずかしくなった。

「おはよう、ございます……」

　ふたりを見つめながらそう挨拶すると、小さい方がとても慌てた。

「わ、っ、わっ！」

「おまえが、レーナの姉か？」

「ああ、そうだ」

　じろりと睨みつけてきた大きい方にそう言われて、少したじろいだ。この村ではずいぶんと歓迎されたのでこのような物言いをする者がおらず、だからこの人物ばかりはエルヴィーラを拒んでいるのかと警戒したのだ。

「もう、ナーランさん！　そんな言い方！」

　小さい方が、あわあわしている。それでもふたりの手がほどかれることはなく、その姿を見ていると敵対する相手だという気もしない。

（ただの好奇心で、見に来たのかな？）

　エルヴィーラの警戒心が緩んだからだろうか。ふたりは少し、近づいてきた。近くで見ると、大きいほうも決して、親しみを持てないような顔つきをしているわけではないのだ。言い方のきつさで誤解されることも多いのではないかと、勝手な心配をしてしまう。

　こうやって手をつなぎ、連れ立って行動しているということは恋人同士なのだろう。夫婦にしてはふたりとも幼いような気がするけれど、なにしろエルヴィーラの知らない文化を持つ民の村だ。自分の常識だけでは量れない。

　大きいほうが、目を眇めた。エルヴィーラを矯めつ眇めつするかのようにじっと見て、そして小さい方とつないだ手に力を込めた、ようだ。ようだ、というのは直接の感覚としてはわからないけれど、小さい方がその金色の目を見開いて「わ、っ！」と声を上げたからだ。その声音にはどこか、大きい方に甘えている温度がある。

（やっぱり、夫婦……恋人同士？）

「ふわわ、ナーランさん！」

「シェル、行くぞ」

「はいっ！」

　大きい方、ナーランがシェルの手を引っ張って、ぐいぐいと行ってしまう。その後ろ姿を、いささか唖然と見やった。

「お姉さま、おはようございます」

「あっ、レーナ……おはよう」

　ナーランとシェルが行ってしまい、見送るエルヴィーラに背後から声をかけてきたのは、レーナだ。

「あら、ナーランとシェルじゃないですか。仲よくなったのですか？」

「仲よくというか、声をかけられたというか……一方的に、じろじろ見られた」

「あら」

　レーナは、朗らかに笑った。このように笑っているレーナを見るのは初めてのような気がして、珍しくてついつい見つめてしまった。

「お姉さまの噂を、昨日のうちに聞いていたわけですね。好奇心に駆られたんだと思います。どうぞ、お許しになって」

　そうか、とエルヴィーラは頷いた。許すもなにも、怒ってなどいない。

「あのふたりは、仲がいいのだな。恋人か？　夫婦か？」

「あのふたりは、【魂のつがいクィンツィー】です」

「えっ？」

　言葉だけは知っている、しかし本物を見たのは初めてだ。思わず、もう消えてしまったふたりの後ろ姿を、視線で追いかけた。

「【魂のつがいクィンツィー】なのか……そうか、あのふたりは……」

「お姉さま、【魂のつがいクィンツィー】のこと、ご存じなんですか？」

「聞いたことは、ある」

　曖昧に頷きながらそう言うと、レーナも頷いた。

「このクロムヘイム王国の民にとっては、一般的な存在ではありませんわよね。でも、この龍の民の中には、【魂のつがいクィンツィー】たるふたりが多いんですの」

「おまえとイヴァリンは、【魂のつがいクィンツィー】ではないのか？」

　エルヴィーラの問いに、レーナはふと表情を固くした。はっとした姉の手前、彼女はゆるゆると首を振る。

「違います。でもそれ以上の絆で結ばれていると思っていますけれど」

「もちろん、それは、そうだ！　その通りだ！」

　関係性の名称など、大した意味はない。そうは思いつつ、レーナを傷つけてしまったかと慌てて、エルヴィーラは何度も大きく頷いた。

「あら……」

「えっ？　どうした？」

「龍の雲です。あんなに動いてる」

　レーナが指差している先、藍色の雲がほのかに変化しているのに気がついた。

「あ、あっ……あの、雲！」

「お姉さま、龍の雲のことをご存じなんですか？」

　レーナは驚いているけれど、驚くのはエルヴィーラも同じだ。

「見たんだ。聖女の、処刑のとき……あんな雲が。もっと薄くて、ぼんやりしていた……こんなに濃くは、なかったけれど……」

　そうなのですね、とレーナが呟く。

「お姉さまがここにいらしたのは、偶然ではないのかもしれませんね」

　赤、青、黄色、緑、そして紫――雲の色彩は、端から徐々に染まって、ゆるゆると変わっていく。

　やがて幻のように消えていったそれを、エルヴィーラは唖然と見ていた。

「あれは……あれが、龍の、雲……と、は……？」

「龍の雲が、動き始めました。聖女リーシェンさまが処刑されたの、お姉さまはご覧になったんですね。それから動きが、活発なんです」

「どういうことだ？　いったい、どういう関係が……」

　疑問と好奇心に揺れるエルヴィーラの問いに、しかしレーナは申し訳なさそうに首を振る。

「わたしは龍の民ではないので、詳しいことはわかりません。けれど、きっと皆はわかっていると思います」

　それよりも、とレーナは言葉を切った。

「お姉さま。しばらくここにおいでくださいね」

「なぜだ！」

　苦笑とともに言ったレーナに、エルヴィーラは声を上げた。

「ひと月の間は、この村から出られませんから。出稼ぎに出ている者たちも、ひと月は帰ってこられません。もっとも今この村にいない龍の民たちは、龍の民であることを隠しているので……」

「それは、そうだな……あんなことがあって、自分が龍の民だと公言できるわけがない」

　肩をすくめて、レーナは言った。見た目では判断できないけれど、あの美声を聞かされればすぐにわかるだろうとも思った。

「大丈夫です、この村の自給自足は完璧ですし、お姉さまたちも手伝ってくださいね？」

「それは、もちろん。世話になるのだし、できることはなんでもしよう。しかし、出られないのは困るな……」

「ひと月の辛抱ですよ、たぶん。たぶん、それくらい」

　ふふっと笑って、レーナは言った。

「さっそくですが、朝餉あさげの支度を手伝ってくださいな、お姉さま。今、用意をしております」

「あ、はいっ！」

　そうでなくても、居候なのだ、役に立てることがあればなんでもする。レーナを追って足早に小屋に戻ると、焼きたてのパンの匂いが漂ってきた。

「いい匂い……」

「イヴァリン、お待たせ」

「おお、レーナ。エルヴィーラさんも。おはようございます」

「おはようございます……クリスティアンも」

「ああ、おはよう」

　エルヴィーラたちが眠っていたのとは違う小屋で、朝餉の支度が進んでいる。イヴァリンが先導して作業していて、クリスティアンは彼に言われるがままにおたおた動き回っている。

「クリスティアン、役に立っているか？」

「なんだ、その言い方は……」

　王子様が、朝餉の支度とは。なかなか爽快な光景だな――。

「……っ」

　そう言いかけたけれど、とっさに口を噤んだ。ここで言っていいことではないから。レーナの姉だということで歓迎してもらっているけれど、そもそもエルヴィーラたちがこの村に迷い込んだ理由、クリスティアンと行動している理由を思うと、エルヴィーラ、ましてやクリスティアンの身分を明かしていいはずがないのだ。

（ここで世話になることを、クリスティアンに説明しなくては）

　レーナにひと通り聞かせてもらったとはいえ、エルヴィーラにはよくわからない。レーナやイヴァリンが説明してくれるだろう。

（ここで過ごすこと、クリスティアンはどう思っているのだろう……？）

　厨房は、少し汗ばむくらいの温度だ。竈には火が入っている、熾った炭に炙られているのは油紙に包まれているジャガイモと、いい匂いの源は細長い形の肉だ。

「これを、いい具合に焦げるまで焼いて、パンに挟むらしい」

「それは……美味しそうだな……」

　いい匂いも相まって、ごくりと喉を鳴らしてしまう。行儀が悪いと思ったけれど、イヴァリンもレーナもそんなエルヴィーラを気にしない。ここは「そういう場所なのだ」と改めて認識した。

「では、わたしは……」

「お姉さまは、お茶を淹れてくださいな」

「う、ん」

　レーナやイヴァリンの手伝いではないのか。なにやら遠のけられたような気がしてがっかりしたけれど、茶を淹れるのは初めてでもない。竈でかんかん沸いている湯をもらい茶器を温め、新たに湯を沸かしてポットに注ぐ。缶入りの茶葉を木のスプーンで計って、ポットに入れる。自宅で使っているものよりかなり大きなスプーンだから、量の調節に自信がない。

　砂時計で三分。時計を睨んでいると、果物の入った籠を抱えて後ろを通りがかったレーナに声をかけられた。

「いい匂い……お姉さまにお任せしておけば、美味しいお茶がいただけると思ったんです」

　その通りみたい、と肩をすくめて笑うレーナを、驚いて見た。なにやら忙しそうに行ってしまったレーナからそれ以上の言葉は聞けなかったけれど、つい「ふふっ」と笑ってしまった。

　茶を淹れるいつもの手つきが、このたびはことさらに丁寧だったのは、気のせいではないだろう。

「あっ、クリスティアンさま。ありがとうございます！」

「なんの、この程度」

　ふふんと得意げな表情のクリスティアンの手元には、美味しそうな匂いを漂わせたパンが並んでいる。炙って焦がした肉が挟んであるその料理を手がけたクリスティアンの腕前はなかなかのものだ。

　いただきます、と四人で声を揃え、皆で準備した食事を摂る。

　朝餉が終わると、イヴァリンとレーナは畑に向かった。エルヴィーラとクリスティアンは箒とはたきと雑巾とバケツを渡されて「お掃除をお願いします」と頼まれた。異存があるはずがない。そしてクリスティアンとふたりきりだということは、この先の話をする絶好の機会だ。

　ともすればレーナは、そのためにこうやって、ふたりを残してくれたのかもしれない。まったく、気の利く妹だ。

「聞いたか、龍の雲のこと……わたしたちはひと月、ここで世話にならねばならぬらしいぞ」

「仕方がないだろう」

　真面目な顔で箒を使いながら、クリスティアンが言った。

「龍の雲など、私は聞いたことがなかった、が……今までの記録に残っていることを思えば、そういうものがあるというのも合点がいく」

　彼の掃き集めるわずかな埃を、エルヴィーラが塵取りに収めていく。

「兄上たちを殺した、龍の民……あの鉱山で殺された子どもの復讐として罪を犯し、そして聖女が処刑された……この、おぞましい連鎖。その根幹……あのまま王都にいては、知ることもなかったと思う」

　箒を動かしながら、クリスティアンは呟いている。エルヴィーラに聞かせるつもりではない、うっかり口からこぼれているといったようだから、返事はせずに作業に専念した。

「なぜ、兄上たちが狙われたのか……その、連鎖を断ち切らねば」

　もともと清潔な小屋だ、大して掃除するところもない。やはりこれはレーナの、ふたりきりにしてくれる配慮なのだろう。

「その雲が、聖女の処刑にも関わっているのならば。私たちはそれを、甘んじて受けなくてはならない……」

「ああ」

　クリスティアンが王太子であることは、易々と口にはできない。どのような目に遭わされるかわからない。自分のことならともかく、クリスティアンが報復され、殺されるようなことがあってはいけない。彼は――。

（クリスティアンは、王太子なのだから……！）

　エルヴィーラは、決意を固くする。

　それからの日々、エルヴィーラたちはただひたすら、自分たちにやれることを精いっぱい頑張ることに専心した。

　毎朝の日課としてエルヴィーラたちは小屋の清掃に専念し、レーナたちは毎日畑に出て、せっせと畑仕事に努めている。

　あの妹が、畑仕事。エルヴィーラには信じられないけれど、この村ではその働きぶりを頼りにされているらしい。

　一方で姉たるエルヴィーラとクリスティアンは、毎日の厨房の片付けと掃除、洗濯に働いた。

「手際がいいな、エルヴィーラ？」

「あなたもだろう」

「まぁな」

　目を見合わせて、ふたりして笑った。掃除も洗濯も、慣れたものだ。なにしろ士官学校での日課だったのだから。

「料理も、できないわけではない、が」

「たった数人のための料理を作るというのは、難しいよな……」

　学校では毎食、百人分以上の料理を作っているのだ。四人分の料理など、調整が難しすぎる。

　その日は床を半分磨いたところで、頬を土で汚したレーナとイヴァリンが帰ってきた。

「床が、こんなにきれいになっているなんて……！」

「素晴らしいです、ありがとうございます！　俺は、床磨きが上手くなくて……いつもレーナに叱られるんです」

「もう、叱ったりなんかしてないでしょう!?」

　レーナはイヴァリンをぽかぽか叩き、イヴァリンは楽しげに笑っている。仲睦まじくて結構なことだ。同時に見ていてなにやら気恥ずかしくなってしまい、さりげなく目を逸らせた。

「どうしたんだ、エルヴィーラ？」

「ななな、なんでもない……！」

　慌てるエルヴィーラを見て、クリスティアンがくすくす笑う。そんなふたりを見て、レーナも笑うのだ。

「ふふ、お姉さまも、いい人がいらっしゃるのね？」

「いいひと」

　レーナの発言がわからずに、機械的にそう繰り返してしまった。クリスティアンと目を見合わせ、彼の濃赤の瞳がなにやら困惑していることに気づいて、にわかに恥ずかしくなった。

「ば、ば、ば、バカなこと言うな!?」

「まぁまぁまぁ」

　その場を宥めたのは、イヴァリンだ。

「昼餉ひるげ、いただきましょう。午後の活力源ですからね」

　食事の用意の合間も、レーナたちはエルヴィーラたちの掃除の腕前を褒めた。まさかそこに言及されるとは思わなくて、ひたすら照れつつ昼餉を終わらせる。

「張り切ってやるか！」

「そうするしか、ないようだな……」

　また畑に向かったレーナたちの背を見送って、ふたりは顔を見合わせた。

「さて、始めるか」

「そうだな……」

　ふたりして腕まくりをする。レーナたちの期待に応えるために床を磨き家具を磨き、厨房の掃除を半分くらい終わらせたところで、夕方になった。夕餉ゆうげの支度をし、その間にも、家を覗きに来る者が少なからずあって、皆「レーナのお姉さん！」と親しく接してくることに戸惑ってしまう。

「クリスティアン、こんなことでいいのか？」

「しかし、どうしようもないだろうが」

　王子らしくもなく労働の汗に額を光らせながら、クリスティアンは呻いた。

「王都と連絡の取りようもない。せめて、伝書鳩でもあれば。こんな、森の奥に迷い込むなど想定外……準備など、ない」

　力強く床を磨きながらクリスティアンが息をつくのに、少しばかり安堵した。クリスティアンももどかしい思いを抱えているのだと思うと、なにやら心強いように感じたのだ。

　その日は、窓の桟に干した毛布をばたばた叩いているエルヴィーラの背後から、声がかかった。

「なんだ、クリスティアン？」

「客だ」

「誰？」

　クリスティアンは少しばかり訝しげな表情で、ドアの方を顎で示す。そこにいたのはあの無愛想な黒髪と、どこかおどおどした銀髪だ。

「こんにちは、お邪魔します……」

「ええと、ナーランとシェル……？」

「そうです、覚えていてくださって、嬉しいです……！」

　ぴょんと飛んだのは、銀髪だ。確かこちらが、シェルといったはず。

「あっ、そうか……」

【魂のつがいクィンツィー】のふたりだ、と思い出した。黒髪のナーランと、銀髪のシェル。無愛想だという記憶のナーランは、やはり無愛想な目つきでエルヴィーラたちを見てくるけれど、シェルはびくびくしているわりには好奇心旺盛らしく、押し気味にエルヴィーラたちに寄ってくる。

「あの、お話、したくて」

　クリスティアンと顔を見合わせて、視線で（よけいなことは言うなよ）と念押しして、そしてふたりを屋内へと招き入れる。

「あっ、すみません」

　ふたりに椅子を勧める。

「あのですね、ナーランさんが、いえナーランが、訊きたいことがあるって」

「へぇ」

　この無愛想な男が、エルヴィーラたちのことを気にしてくれているとは。驚いてまじまじとナーランを見てしまい、彼に鬱陶しいとでも言いたげなまなざしを向けられてしまった。

（そっちから訪ねてきたくせに!?）

　少しばかり苛立ったけれど、思わず腰を上げかけたエルヴィーラを、クリスティアンがまなざしで制した。

（わたしが、暴れ馬みたいじゃないか！）

　そうは思っても、訪問者たちを前にそう声に出すわけにもいかない。おとなしく座り直し、ナーランに向き合った。

「おまえたちは、王都から来たのだろう？」

「ああ、そうだ」

　完全に正確な真実は告げていない。クリスティアンが王太子であることは、レーナも知らない。それらを伏せた上でも王都から来たということは事実なので、ふたりはただ肯定するだけに留めた。

　ナーランが、その金色の目をすっと眇める。

「俺たちは、龍の民だ。龍の民は……」

「ナーランさんは、行ってみたいんですよ。王都に」

「えっ」

「おい、シェル！」

　シェルがそう言ってしまうのは、ナーランとしては予想外だったらしい。顔色を変えているのを、シェルはにやりと見ている。

（この、おどおどした子が……こんな表情するなんて）

　それだけ、ナーランとの信頼関係が築けているということだろう。それがひどく、羨ましい。

「おまえたちは、【魂のつがいクィンツィー】だと、聞いた」

「えっ、ちょっと」

　クリスティアンの言葉に、驚いた。そんなにさらりと尋ねていいことなのだろうか。しかし目の前のふたりは、驚いた様子もない。

「そうですね、僕たちは、【魂のつがいクィンツィー】です！」

　嬉しそうにシェルはそう言って、つないだ手にぎゅっと力を込めたようだ。おい、とナーランが嫌そうな顔をしたけれど、それでも彼も、シェルの手は離さない。シェルを守るためなのか、それともほかに理由があるのか。

　尋ねてみると、後者だという。

「手をつないでいないと、こいつは暴走する」

「暴走なんて！　ひどいですよナーランさぁ～ん」

　子どもっぽく語尾を伸ばすのも嫌味ではない、かわいらしいシェルだ。そんなシェルが『暴走』とは――？

　シェルとしては不本意らしい。しかしナーランは手を離せないようだ。

（暴走って、なんなんだ？）

　気にはなるけれど、どう暴走するのかと思うと恐ろしいような気もするので、積極的に手を離してほしいとは思わない。

「しかしレーナとイヴァリンは、違うのだろう？【魂のつがいクィンツィー】ではない。あんなに、仲睦まじいのに」

「いや、クリスティアン……」

　エルヴィーラは、なおも慌ててそう言った。クリスティアンがそのようなことを彼らに尋ねるとは思わなくて、焦燥してしまう。しかしクリスティアンは真剣だ。ぐっとふたりに膝を寄せて、真摯なまなざしで問いかける。

「教えてくれ。私は、【魂のつがいクィンツィー】のことが知りたいんだ」

「もちろん、いいですよ！」

　明るく答えるのはシェルで、ナーランは「よけいなことを」と舌打ちしているけれど、それでもシェルを止めることはしない。なおもクリスティアンは問うている。

「どういうきっかけで、『おまえの枝フィオクレツ』と言いたくなったんだ？」

　それは、クリスティアンに教えてもらったことだ。【魂のつがいクィンツィー】のかたわれである【主メスタヴ】は、つがいの【僕コーヴァツ】に「おまえの枝フィオクレツ」と言い、【僕コーヴァツ】は【主メスタヴ】に「あなたの花ヴィーラグ」と言う。互いにそう言うことで、見えない絆がつながれるとのことだ。そのことを思うたびに、エルヴィーラは首を捻る。

（具体的には、どうなるんだ？　見えない絆、とは……？）

「うーん、逆ですねぇ？」

　ほわんとした調子でそう言ったのは、シェルだ。シェルが言うと、あまり深刻に聞こえないものだから、気軽に耳を傾けられる。

「逆？」

「はい、あれは、いつだったかな……僕、なんとなくナーランさんに、『おまえの枝フィオクレツ』って言いたくなったんです！」

「ということは、シェルが……」

「はい、僕はナーランさんの【主メスタヴ】です！　ナーランさんが、僕の【僕コーヴァツ】です」

「よけいなことを言うな、シェル」

「えっ、でも、ですね！　本当のこと、ですし!?」

　エルヴィーラがクリスティアンを見ると、彼もまたこちらを見ている。目が合ったふたりが同じように肩をすくめたのは、同じことを考えていたからだろう。

（だって……ナーランさんが【主メスタヴ】で、シェルさんが【僕コーヴァツ】っぽいじゃないか？）

　彼らの存在感からの勝手な想像に過ぎない、ただの先入観、偏見だ。恥じ入るエルヴィーラを前にナーランはあからさまに不機嫌で、しかしそれはエルヴィーラの独善に対する怒りではなく、シェルがふたりのことをエルヴィーラたちに告げたせいらしい。

（怒っているというか……照れ隠し、みたいな？）

【魂のつがいクィンツィー】について知りたがったせいで、ふたりが喧嘩をする羽目になったらどうしようかはらはらした。同時にこの雰囲気は喧嘩ではないと感じた。あえて言うならば、痴話喧嘩だろうか。

「ぺらぺらしゃべらなくていい」

「わぁぁ、ナーランさん！」

　シェルを叱るナーランは、本気で怒ってはいない。その目もとが少し赤くなっていることから、照れているのかもしれない。

　ナーランは立ちあがって「邪魔したな」と小さく言い、そしてシェルの手を引っ張った。

「待ってくださいよぅ、ナーランさーん！」

　すみません、失礼します！　とシェルは、大股で早足で行ってしまうナーランの後ろをぱたぱた追いかけていく。そんなふたりを、唖然と見送った。

「なにしに来たんだろう……？」

「私たちが王都から来たのかと、訊いてなかったか？」

「そうだな……それ以上は訊かれなかったから、黙っていたが……まぁ、なんだ。今は王都からも離れているし、私たちもどうしようもない」

「ここにはしばらく、世話にならねばならぬのだから。また聞く機会もあるだろう」

　ふたりの訪問のことを、夕方になって帰宅したレーナたちに告げた。レーナたちは驚くこともない。

「あのふたりは、この村でも有名な、【魂のつがいクィンツィー】ですからね。とっても仲がいいんです」

　暖炉の炎をつつきながらイヴァリンが言った。

「それにシェルは、とても面倒見がいいから。ナーランも、彼にとても頼っているんですよ、ああ見えて」

「かれ？」

　彼とは、シェルのことだろうか。文脈からしてそうとしか捉えられない。またエルヴィーラは、自分の先入観、思い込みを恥じることになった。

「ええと、シェルは……女の子、ではない、ということか？」

「わからん」

　呻くように、クリスティアンは言った。そんなふたりに、レーナとイヴァリンの笑い声が降り注ぐ。

「そういうことは、どうでもいいんですよ。愛し合う者同士が、ましてやそのふたりが、【魂のつがいクィンツィー】であるならば」

「そうだな、その通りだ。私もそう思っていた」

「……あなたも気づいてなかったくせに、生意気なことを言うな」

「誰が生意気だ」

「ふふ、おふたりはやっぱり、仲がいいですね」

　暖炉に新しい薪を放り込んだレーナは、どこか憂うような笑みを見せた。

「龍の民の中では、【魂のつがいクィンツィー】は特別な存在ではないのです。よくあること。ただ……それは生まれ持った関係性なので、いくら愛し合っていても、なりたいからといってなれるものではないんです」

　レーナは、ふと暗い顔をした。イヴァリンに肩を抱かれるレーナに、エルヴィーラは慌てた。

「ごめん、なにか……不適切なことを言っただろうか。そんなつもりはなかったんだけど」

「いいえ、お姉さまはなにも悪くありません。ただ……いつも思うことがあって」

　レーナは、イヴァリンに身を寄せる。彼も少しばかり陰気な顔で、つぶやいた。

「いっそ俺たちが、【魂のつがいクィンツィー】であったなら……」

「え、っ」

　イヴァリンの言葉に、エルヴィーラははっと目を見開いた。そんな姉の反応に気づいているのか否か、目を伏せたレーナは続ける。

「わたしたちが【魂のつがいクィンツィー】だったなら、お父さまとお母さまも、結婚を許してくださったかもしれないのに。そんな、考えても仕方がないことを考えてしまうんです」

「ああ……そうか。そういう、ことか……」

　ちらりと傍らを見やると、クリスティアンは痛いほどに真剣な顔をしている。その表情に、エルヴィーラの胸もきりりと痛んだ。胸の痛みは、ただそれだけではないと思ったけれど。

「こうやって恋をして、でも両親は許してくれなくて……駆け落ちして、そしてここで、受け容れてもらえました。イヴァリンはともかく、わたしも一緒にここで過ごすことを許してもらえるなんて、本当にありがたいことです……」

「レーナ」

　イヴァリンが、恋人の肩を抱く。彼に擦り寄りながら、レーナはなおも、つぶやき続けた。

「お姉さまにも、ご迷惑をかけてしまって……本当に申し訳ないと思っています。でもわたしは、ここで居場所を見つけた、与えてもらった。今までわたしに欠けていたものを、見つけられた……そう感じているんです」

　レーナの話を聞きながら、エルヴィーラは小さく固唾を呑んだ。

（欠けていたもの……居場所……）

　なにやらそれは、自分自身に当てはまると感じた。どきりと跳ねる胸を、ぎゅっと押さえる。

　ちらりとクリスティアンを見ると、彼も同じことを考えているようだと思ったのは、気のせいだろうか。あの夜の、庭園でのことを思い出す。

（あのときは、クリスティアンのことを聞かせてもらった）

　……あの日から、クリスティアンの見方が少し変わった。彼の苦悩を聞いた――。

（この先、話せる機会もあるだろうか。わたしが、わたし、の……）

　なぜエルヴィーラが『騎士姫』と呼ばれるのか。なぜエルヴィーラは、そう呼ばれるのが好きではないのか。

　イヴァリンがレーナを、小さな声であやしている。レーナは彼に縋っていて、愛し合い労り合うふたりの姿を前に、大変、居心地が悪い。

　もちろん責めるつもりはないけれど、ただこんなふたりを見ていてはいけないと焦燥するのだ。しかしこの小さな小屋では逃げ場所もないので、視線を逸らして見ていないということを知らせようとした。

　同時に、こうやって心を預け合える相手がいるのは、単純に羨ましいと思う。

　ちらりと視線を向けると、クリスティアンも同じく居心地感じているようだ。もぞもぞと身悶えしていて、それはそれで見ていて面白いけれど。

（わたしの、ことも……クリスティアン、に……話せ、たら……）

　なぜエルヴィーラが『騎士姫』と呼ばれるのか。それをクリスティアンは知らないのだろう。

（いや……知ったらきっと、わたしから離れていく。嫌われる……）

　すると背筋がぞくりと震え、同時になぜ嫌われると困るのだろうと考えた。関わり合いがなくなって、いいことなのではないか？

（これ以上、考えたくない。きっと、よくないことが起こる……）

　暖炉の火がはぜるのを見つめながら、エルヴィーラは懸命に、湧き上がる自分の考えを封じ込めようとした。

















第四章　進むべき道の打開











１






　その日のエルヴィーラは、レーナに起こされて目が覚めた。

「お姉さま、おはようございます。お目覚めになって？」

「は、っ！」

「ふふ、よくお休みでしたわね。もう朝ですよ」

「おまえ、乳母ばあやみたいだな……」

「懐かしいですわね」

　つい、すやすやよく寝てしまった。ここで何日かを過ごすうちに、エルヴィーラの体もすっかりここに馴染んだということだろうか。

　それだけこの小屋は安心できる場所であり、レーナがここで幸せなのだということがわかる。同時に（いつまでも世話になっているわけにはいかない）との気持ちを新たにするのだ。

「わぁ、今日は天気、よくないな……」

「今日は、気圧が低いから。よくお眠りになれたのはなによりです、起きられますか？」

「もち、ろんだ」

　いささかよろよろとベッドから降り、身支度をしながら窓の外を見る。曇り空だ。ここ数日、ずっときらきらした青空ばかり見ていたから、この村にはこのような景色もあるのだと、奇妙な感心をしてしまった。

「よくおやすみになっていたのは、昨日、畑を手伝っていただいたことが影響しているのかもしれませんね。頑張ってくださいましたもんね」

「あの程度で、情けない……」

「そんなことはありません、お姉さまたちに手伝っていただいて、とても助かりました」

　その日もクリスティアンとともに畑に出て、働いて。とはいっても、他の者たちにはとても及ばない。畑の隅の方で、草むしりをした程度だけれど、皆が喜んでくれるので、ついつい張り切って頑張ってしまった。

　その日の夕餉は、託児所での誕生日パーティーに呼ばれた。たくさんの人たちで食べる食事もまた、乙なものだ。

　ナーランとシェルも顔を出していて、視線が合うとナーランには目を逸らされたけれど、シェルは手を振ってくれた。つないでいない方の手だ。

（シェルの暴走って、いったいどういうのなんだろうか……？）

　なにが気になると言って、それが一番気になるのだけれど、当人たちにはもちろん誰にも訊けないし、ましてや見せてくれというわけにもいかないので、大変にもやもやする一件である。

　料理が振る舞われ、そしてその日は歌の披露があった。以前にも聞いた、龍の神の聖なる歌声。それを耳に、あのときは遠くから聞いただけだった歌声は、やはり龍の民たちのものだったこと、そしてその歌声に感動する自分の心をも、はっきりと自覚したのだ。

　食後には、今まで見たことのないものが振る舞われた。白くて丸い、ふわふわしたものだ。

「夜のおやつは、マシュマロだよ！」

「マシュマロ？」

「マシュマロ！」

　エルヴィーラの言葉を繰り返して笑った少年には、前歯がない。生え替わりの最中なのだろう。間が抜けているけれど、それがまたかわいらしい。

　彼は、マシュマロの作り方を教えてくれた。

「水飴と砂糖と、とうもろこしを挽いて練った粉と、ゼラチンと卵白を混ぜて作るんだ。

「ゼラチンとは？」

「動物の骨とか皮を煮て取り出した、にかわだよ。卵白をよく泡立てて、ふわってなったら、砂糖を入れて、角が立つまでしっかり泡立ててメレンゲを作って、ゼラチンを糸を引くみたいに、少しずつ垂らして加えながら混ぜるんだ。それが冷めて固まったら、いろんな形に切る」

「へぇ……面白い菓子があるんだな」

　作る過程をエルヴィーラは見学するばかりだったけれど、それでも串に刺したまるいひとつを、口にしてみる。

「わっ、甘い……」

「うふふ、そりゃそうだよ。砂糖でできてるもんね！」

　砂糖は貴重品だったはずだ。貴族令嬢であるエルヴィーラも、しばしば口にするというわけにはいかなかった。

「このお菓子はね、レーナが教えてくれたんだ！」

「へぇ」

　そこへ、だ。いきなり稲妻のような、突風のような勢いで襲ってきたなにかが、エルヴィーラのマシュマロを奪い去ったのだ。

「わ、っ！」

　カラカルが、前を横切った。思わぬ身軽さに、唖然とするしかなかった。その口が器用に、マシュマロだけをくわえて走っていく。

「わあ、待て！　待ってくれ！」

　慌てて追いかけたエルヴィーラの後ろから「追いかけなくていい！」「まだあるから！」と声が聞こえてきたけれど、今のエルヴィーラの頭の中には、マシュマロを取り返さなくてはとの思いしかなかった。

「待て、待て、ぇ……ま、待て……！」

　カラカルの足は速く、エルヴィーラが追いつけるはずもなかった。その足の速さは、エルヴィーラもよく知っている。

「こ、ここ……は？」

　深追いするつもりはなかったのに、気づけばエルヴィーラは深い森の中にいた。レーナたちが生活しているような開けた場所ではない、背の高い木々が密生していて、深くて薄暗くて、まるで別世界に迷い込んでしまったのかと不安になる空間だ。

「わ、あっ!?」

　小さな動物が、足元を駆けていった。カラカルの姿はとっくに見えなくなっているし、この動物はカラカルよりずっとずっと小さい。初めて見る種類の獣だ。それを反射的に目で追うと、その先はさらに暗い、森の奥へと続いている。

　ごくりと息を呑んだ。伝わってくる空気もじっとりと湿っていて、そういえば今日は雨模様だということを思い出した。

（だめだ。この奥に行ってはいけない）

　あまりの居心地の悪さに、本能がエルヴィーラを止める。引き返そうと、あたりを見回した。

「ここは、どこ……だ？」

　見知らぬ場所であるという以上に、伝わってくる空気が尋常ではない。マシュマロを追いかけて、ずいぶんなところにまで来てしまった。

「ど、こ……？」

　立ち止まって、あたりを見回す。振り返るまでもなくエルヴィーラはひとりで、誰もいない。目の前はさらに深い森で、迂闊に進んではいけないだろう。

「なん、だ……迷っ、た……の、か……？」

　呟く自分の声が、やたらに空虚にあたりに響く。不安を声に出したぶん、ひどくぞっとした。同時になにやら肌寒いと感じ、空を見上げてみると、枝の隙間には曇天だ。暗く厚い雲がどんどん広がっていくのに、ぞわりとした。

「あ……あ、め？」

　小さな水滴が、避けようもなくぽつぽつと落ちてくる。

「あ、っ……雨、が……！」

　どうしよう、雨から逃げる先を求めて、あたりを見回す。木々が葉を繁らせているその先に、洞窟のような空間が見えた。それほど広いとは思えないけれど、エルヴィーラが入れるくらいの空間はありそうだ。

　慌てて駆け込んだその中には、曇天のせいもあって光が入らない。暗くてひどく、気温が低い。その寒さに、身震いした。

「さ、む……」

　それでも濡れずに済むようだ。中から窺っているうちに、雨はどんどん強くなって、洞窟から出ることもできなくなった。洞窟の硬い石の上に座って、様子を見ることにする。

「こ、れは……」

　雨が強くなるごとに、低い気温はますます下がっていく。いつの間にか自分自身を抱きしめて、震えていた。

「冷える、な……」

　自分の小さなささやきは、雨の音に絡まってひどく虚ろに聞こえる。自分の声なのに、そのおぼつかなさがひどく気持ちを沈ませた。

　洞窟の中をぐるりと見まわすと、ここは岩が風雨に抉れてできた小さな空間であることがわかった。まるで、牢のようだ。

「牢、か……」

　雨足はどんどん強くなる。同時に不安も大きくなって、それを抑え込もうと、エルヴィーラは自分を抱く腕に力を込めた。同時に、己を落ち着かせるための深呼吸に努める。

（雨さえやめば、ここから出られる。それまでの辛抱だ……）

　そう自分に聞かせることで、自分の心を宥めようとした。同時にそれだけ不安が募っているのだということに気づかざるを得ず、そのことがよけいに、エルヴィーラの不安を煽る。

　地面に座り込み、膝を抱えて、ただじっと洞窟の外を見ていた。降りしきる雨は、まるで桶をひっくり返したかのような勢いだ。

　永遠にここから出られないのではないか――つのる不安に負けないようにと自分を鼓舞するものの、さらに強くなる雨脚に、気持ちがますます沈んでいく。

「さむ、い……」

　全身が震える、震えが大きくなる。雨の勢いはさらに強くなる。そんな中、考える内容はますます自分を追い詰めていくのだ。

（森に潜む獣が、ここにわたしがいることに気がついたら？　抵抗できないような、大きな獣に襲われたりしたら……？）

　こがね色の被毛を持つ、あのカラカルのような――マシュマロをくわえたまま逃げていったカラカルには、帰る先があるのだろう。しかしエルヴィーラは雨に閉じ込められたまま、王都どころかレーナたちの村にすら帰ることはできないかもしれない――そして、この雨。

　止むことを忘れたかのような雨空は、ともするとこうやって降り続けている天候こそが、本来この地があるべき姿なのかと思ってしまう。

（ま、るで……あの日、みたいだ……）

　ふいに思い出す。あの日も、こんな雨だった。その中で、あの――エルヴィーラは『騎士姫』と呼ばれることになった――あの日の雨の冷たさを思い出さなければ、あのときのことも思い出さないはずだったのだ。

『まったく、エルヴィーラは、冷たい』――それは誰かの言葉だったか、それともエルヴィーラ自身の思いだったか。

（あの、日……わた、し、は……！）

　精神状態が、ますます悪くなっていく。そして顔を上げたエルヴィーラは、反射的に大きく声を上げた。

「あ、っ！」

　この大雨の中、なにやら動くものが見えたのだ。

（森の、獣！）

　とっさに腰に手をやる。帯剣していないことに、ひどく不安になった。同時にだからこそ、このままみすみすやられてたまるものかという意気が湧き上がる。

（わたしは、殺されたりしない！）

　せっかく叙任されたのだ、軍人になれたのだ。なんの働きもしないまま人生を終えるなんて、そんなことは絶対に嫌だ。学校を出してくれた両親になんの孝行もできていないし、せっかくレーナを見つけたのにその消息を伝えることすらできていない。

　それに、巻き込んでしまったクリスティアンのこともある。エルヴィーラはともかく、王太子を連れて帰らなくては。この国の存亡の危機ではないか――！

（それに、クリスティアンに……彼のことを、まだなにも知らない……）

　そんな考えに煽られるがままに、エルヴィーラは勢いよく立ちあがった。

「うおおおおーっ！」

　近づいてくる不審なものを、怒声で威嚇した。腰に剣がないことが、非常に悔やまれる。それでも習い覚えた体術が、なにか役に立つに違いない。

「近づくな！　わたしに近づくと、怪我をするぞ！　うおおおお、うわあああーっ！」

「ぎゃああっ、やめろ――っ！」

「なに……」

　この獣は、人間の言葉をしゃべるのか。小賢しい。エルヴィーラの気持ちは沸き立った。一矢たりとも報いぬまま、やられてたまるものか。洞窟の向こうは視界が塗りつぶされてしまうくらいの大雨だけれど、精いっぱいの抵抗をしようと身構えた。

「私だ私！　落ち着け、エルヴィーラ！」

「え、ええっ？」

　知っている声に、驚いた。突き出していたエルヴィーラの腕をぐいと掴んだのは、クリスティアンだ。彼は飛び込むように洞窟の中に入ってきて、すると確かに彼だと気づき、慌てて腕を引き寄せた。

「な、な、なにをやっているんだ!?　この、大雨の中で!?」

　その髪は濃い紫に変色して、頬に貼りついている。びしょびしょになったせいで艶を失っていて、それを残念と思う気持ちと同時に、恐怖ゆえに湧き上がっていた興奮がすっと冷めた。

「なにをしているんだ、まったく……この大雨の中、冷えたんじゃないのか？」

　全身びしょ濡れのクリスティアンに比べると、エルヴィーラはまだましだ。貫頭衣の上に重ねていた一枚を脱いで、クリスティアンの髪を、体を拭いてやる。

「冷えていないか？」

「冷えた」

　幼な子のような口調がおかしくて、エルヴィーラは笑った。濡れていないところの少なくなった一枚で背中をぼんぽんと叩いてやって、そして「ここに座れ」と、比較的湿り気の少ないところを指差した。

「わたしを、捜しに来てくれたのか？」

「まったく、マシュマロを追いかけてこんなところにまで迷い込むとは。とんだ暴れん坊だ」

　拗ねたような口調でそう言って、クリスティアンが見つめてきた。その『焔の瞳』が少しばかり潤んでいるような気がするけれど、その理由はわからない。

「マシュマロは……美味いだろうが」

「それは、そうだが」

　確かに反対しないが、とクリスティアンは唇を尖らせて、そんな子どものような彼に、くすくす笑ってしまう。

「まったく、笑いごとではない。このようなところにいるとは思わなかった……面倒をかけさせて」

「あ、っ？」

　気づけば、クリスティアンの腕の中にいた。抱きしめられて体の重みを乗せられて、今までにないくらいに、エルヴィーラは慌てた。

「や、めろ！」

「こんなに、冷えて」

　怒っているような、拗ねているような口調でクリスティアンは言う。その腕の中にあって、胸がどくどくと鳴っている。

「あ、あの……なぁ、クリスティアン……！」

「なんだ」

「なぜ、こんなところまで、わたしを……捜しに。せめて雨が止んでから、ゆっくりと来ればいいのに」

　言葉を切って、そして思いついたことに、エルヴィーラはにやりと笑う。

「それとも、わたしが心配だったか？」

　冗談だ、軽口だ。いたずらな気持ちで尋ねただけだ。

「……ん？」

　クリスティアンの表情は変わらず、唸るように彼は言った。

「あたりまえだ。心配に決まっているだろう？　おまえの心配をせずに、誰の心配をするというんだ」

「な、っ……」

　それはクリスティアンの、今までにない真剣な表情だと感じた。それはこの雨の中だからなのか、このように閉鎖的な場所で近くにいる状態だからなのか。

「本当に、疲れた……私を癒やせ」

　はぁ、と大きく息をついてクリスティアンが寄りかかってくる。やめろ、と声を上げたけれど、それほど嫌な気はしないのだ。

「こっちに来い、距離があるぞ？」

「無茶を言うな……」

　クリスティアンが、遠慮なく寄りかかってくる。大きく息をついて、彼は繰り返した。

「心配したぞ、ああ本当に心配した」

「す、まなかった……」

　本気で心配しているようには聞こえないクリスティアンの口調に、彼を見やる。口ぶりとは裏腹に、その赤い瞳には懸念の色が満ちていて、エルヴィーラは思わず息をついた。

　そんな彼女を見つめて、クリスティアンは目を眇める。呻くように言った。

「そんな顔を、するな。私が辛くなる……」

「な、にを……あなたが、辛い、なんて」

　笑い飛ばそうとしたのに、叶わなかった。唇が震える。ひどく恥ずかしくて、逃げたいと思うのに逃げられない。

『焔の瞳』がじっと、見つめてくる。

　クリスティアンが、くすりと笑った。彼は奇妙に惹きつけられる穏やかな笑みを浮かべているけれど、同時に伝わってくる艶めかしさに、ぞくっとした。

「っ……」

　また背中に冷たさが走るけれど、その理由は寒さではない。クリスティアンは手を伸ばしてきて、指先で唇の端を擦ってくる。はみ出した紅を拭うような仕草だ。エルヴィーラは紅を塗ったことはないけれど、そうされて生まれる体の芯から熱くなっていくような感覚に、たまらなく落ち着かない。今まで知らなかった情動に、腰をもぞもぞさせるばかりだ。

　そんなエルヴィーラを腕に、クリスティアンが笑った。

「なぜ、そんな……泣きそうな顔をしている」

「そんな顔は、していない」

　抱き寄せられる体勢で、少しだけ身じろぎする。するとますますふたりの距離は縮まり、行き場のないエルヴィーラの手は、クリスティアンのそれに招き寄せられる。

「雨に濡れたからだろう……濡れているだけだ、泣いてはいない」

「強がるな、騎士姫」

　節の目立つ大きな手が、がしりとエルヴィーラの手を取ってきた。ぎゅっと掴んでくる。その微かな痛みは、しかし胸の奥に響いたものとは比べものにならなかった。

「えっ……な、に……？」

　クリスティアンが、慌てている。ぐっと目もとを擦られて「痛い」と苦情を述べたけれど、その声はなぜか、掠れていた。

「おい、なぜ泣く!?　おい、泣くな!?」

「泣きそうな顔をしていると言ったのは、あなただろうが……！」

「騎士姫」

「そう、呼ぶな！」

　それは、悲鳴だった。これほど雨が降っていなければ、エルヴィーラの声はあたりに響き渡っていただろう。エルヴィーラの悲嘆は、雨が吸い取ってくれたけれど。

「わたしを、騎士姫と、呼ぶな！」

「え、えっ？」

　クリスティアンは、本気で驚いている。そのことに驚いた。

（本当に知らないのか、それともわたしをからかっているのではないのか？）

　訝しむエルヴィーラを、彼は心底から不思議そうに見ている。

（やはり知らないのか……本当に、知らないのか？）

　恐る恐る、エルヴィーラは問う。クリスティアンはなおも、本当に不思議そうなのだ。

「わたしの『騎士姫』のあだ名の……理由。本当に、知らないのか？　本当に？」

「本当に、知らない」

　どこか拗ねたように、クリスティアンは言う。嘘だ、と言いかけたけれど、彼の赤い目には真摯な色が浮かんでいると感じた。

　ざぁざぁと、雨が降っている――ふたりは洞窟の中に閉じ込められていて、まるで世界にふたりしかいないような閉鎖的な感覚の中、エルヴィーラは振り返らないようにしていた過去を、告げた。

「わたしは、人を殺した……」

　それは、重い告白だった。

「国境でのこと、だ。雨の日だった……今、みたいな。視察先でわたしたちは、流れ者の凶徒たちに襲われた。わたしも戦った……が、わたしの相棒だったアーロが、狙われた。アーロを救わんと、わたしは馬を駆って……しかし、アーロはやつらの剣を受けていた。今にも斬られそうで、だから……」

　そこで言葉を切って、エルヴィーラは息を吐いた。

「アーロを斬ろうとした凶徒を、わたしは撃った。アーロの剣は達しなかったのに、わたしの銃弾は命中して……その者は、死んだ。悲鳴とともに馬から落ちて、二度と動かなかった」

　反射的にエルヴィーラは、自分の耳を、ぎゅっと押さえた。あのときの感覚が蘇る。普段は懸命に抑えているそれが、手の中でざわざわうごめき始める。

「報復されるところだった、だからわたしは、なおも撃った。凶徒たちは逃げて……三体の、血まみれの死体が残った……」

　ともすればこぼれそうになる悲鳴を押し殺しながら、エルヴィーラは続ける。

「それだけじゃ、ない……わたしは、斃たおれた凶徒たちを見て、なにも思わなかった。いかなる者であろうとも、人間には違いないのに。アーロの安否は心配だった。しかし自分が手にかけた者たちは、その死体を片づけるのが面倒だと感じこそすれ、気の毒だとすら思わなかったのだ」

　クリスティアンは真剣なまなざしでこちらを見ている。その視線に責められているように感じて、エルヴィーラは背を丸めて身を小さくした。

「わたしは、感情が薄いんだ。なんとも思わなかった。名誉の勲章だと、だから『騎士姫』と呼ばれても、それはわたしには、自分が人殺しであり、薄情な人間であるとの汚名でしかない……」

　エルヴィーラとしては、非常な勇気を持って口にしたことだ。嫌われても、恐れられても仕方がない。だって、わたしは――。

「え、っ」

　クリスティアンを見やり、その表情に驚いた。彼は世間話でも聞いたような顔をしている。ふぅん、と首を傾げて、まるでなんでもない話だとでもいうようだ。

「なるほど、騎士姫とはそういうことか……勇敢に、仲間を守った。馬上のおまえを、見たかったな」

　あまりに呑気なクリスティアンの表情に、エルヴィーラは唖然とするばかりだ。

「な、ぜ……」

　そのような顔を。エルヴィーラの疑問はもっともだと思うのに、クリスティアンはすっと目を眇め、そしてエルヴィーラの髪をさらりと撫でた。

「や、め……なに、を！」

「そのときなにも感じなかったというのは、本当になにも感じなかったわけではない」

　まるで彼がエルヴィーラ自身であるかのように、クリスティアンはさらりとそう言った。

「それは自己防御のための、脳の働きだ。おまえは情薄くなどない。その証に、おまえは今も、こうして苦しんでいる……おまえが情の薄い者ならば、これほど苦しみはしないだろう？『騎士姫』と呼ばれて、もっと誇っているはずだ」

「そ、うかも……しれない、が」

　ごくりと息を呑む。そんなエルヴィーラに微笑みかけてくるクリスティアンは、いつも通りのどこかからかうようなにやりとした表情で、あまりにもいつも通りの彼に、自分がとても重大な告白をしたはずなのにとエルヴィーラは戸惑うばかりだ。

　雨がざぁざぁ、音を立てて、降っている。

　自分の苦悩はなんでもないことだった、思い悩んでいるだけ無駄なこと――エルヴィーラの悩みはなんでもないことのように言われて、腹が立ったということもある。

　自分の気持ちをうまく処理できなくて、エルヴィーラは叫んだ。怒声は、大雨の音にかき消えた。

「そんなふうに、片づけたくないんだ！　そしてこんなわたしは、人殺しを是とする、仕事とする軍人には向いていない……それなのにわたしには、武芸しかなくて。このような迂闊な、このように……いつまでもうじうじと、自分が情けない」

「気にするな」

「は、っ……？」

　クリスティアンの言葉はあまりにも簡素で、逆に意味がわからない。エルヴィーラはきょとんと彼を見た。

「気にしなくて、いいのか？」

「当然だ。誇り高き、騎士姫」

「だ、から……」

　そう、呼ぶな。いつもの習慣通りにそう言おうとしたけれど、しかし声にはならなかった。なぜか、最後まで言いたいとは思わなかったのだ。

「ここで、レーナに会うとは思わなかった……」

　レーナへの気持ちを、そして自分を振り返る。

「わたしの妹は、とても、かわいい。そして美しい……」

「そのふたつの美徳が同居しているなんて、なかなか希有な存在だな」

　興味深げに、クリスティアンが言う。ああ、とエルヴィーラは頷いた。

「そうだ、わたしの妹は素晴らしい。顔貌かおかたちが美しいだけではない。優しくて、他人に気遣いができて思いやりがあって、なによりも、慈悲深い……」

　はぁ、とエルヴィーラは息をついた。それ以上はなにも言えず、口ごもるエルヴィーラに、クリスティアンの手がそっと触れてくる。

「は、ぁ……っ……」

　彼の指先は冷たくて、背中にぞくぞくっと怖気が走る。

　それは、嫌な感覚ではなかった。そのことが奇妙で、不可解で、同時にクリスティアンの体温が自分を温めてくれているように感じた。

　先ほどまで感じていた寒さはどこへやら、今感じるのは、ただ雨のせい、物理的な寒さだけだ。

　エルヴィーラは続けた、声が震えている。

「わたしは違う。両親の気に入る娘にはなれない……レーナのようには。だからせめて、得意の武芸では両親の誇りになりたいと努めたつもりだった。それなのに、こんな……」

　はぁ、と何度も息をつく。その吐息も、雨がかき消してくれる――はずだ。

「自分が『騎士姫』と称されることも、受け容れられない……こんなわたしが、両親に愛されないのも無理はない」

　自嘲するエルヴィーラを、しかしクリスティアンは訝しむようにじっと見ているのだ。

「そのようなことはない。おまえの両親は、少なくとも父親は、おまえを誇りに思うと言っていたぞ？」

「えっ」

　思いもしないことを聞かされて、エルヴィーラは慌てた。そんな彼女を、クリスティアンは笑って見ている。

「なんだ、知らないのか。おまえの叙任の際、おまえの両親は、陛下のもとに挨拶に来た。娘を頼むと頭を下げてきた。そのとき、言っていたぞ。娘は我らが誇りだと」

「それは……レーナのことではないのか」

　そんなこと、知らない。知るわけがない。エルヴィーラは唇を震わせて、そんな彼女を驚くように見ながら、クリスティアンは言う。

「なぜその場で、次女の話になる。おまえのことに決まっているだろうが」

　唖然とクリスティアンを見るエルヴィーラは、彼のにやりとした意味に、きいっと歯を剥いた。

「どうして、そういうことを、早く言わない!?」

「訊かれもしないのに、言うことではないだろうが」

「それは……そう、だが……」

　じっと見つめられると、とらえられてしまったかのように動けない。そんなエルヴィーラを、クリスティアンは楽しげに、同時に親しい、馴染み深い者を見るような目で見ている。

　雨が、ざぁざぁ降っている。それでも少しは、雨足は弱まったのだろうか。クリスティアンの姿が少し近くに見える、ような気がする。

「わ、っ!?」

「黙れ」

　いきなり腕を回された。引き寄せられて、抱き寄せられる。いつ止むともしれない雨の中だ、こんな天候の中で一方的に抱きしめられている状況にひどく羞恥してしまう。逃げようとしたのに、腕の力が強くて逃げられない。

　身を捩っても逃れられない腕の力が、恐ろしい。これが男性の力か、と恐怖するとともに、それがこちらを守る意図があるのなら、頼もしいとも思う。

「おまえは、ほかの美徳を持っている。妹と比べる必要などあるか？」

「……そういうことを、真顔で言うな」

「私は、真面目だが？」

　クリスティアンは小さく笑って、そして唇を指先でなぞってくる。

「や、め……」

「ふふ、かわいい」

「かわいい、とか……言う、な……！」

　吐き捨てるようにそう言ったのに、クリスティアンは笑うばかりだ。抱きしめられてぞくぞくする感覚はなにやら熱くて、ひどく動揺してしまう。

「やめ、ろ！　離せ！」

「おまえは、私が守ってやる。怖がるな」

「ふざけるな、王子様。わたしが、あなたを守る剣だぞ？」

「違いない」

　ははっとクリスティアンは笑う。そんな彼を見つめるエルヴィーラの口は、自然に動いた。

「あなたの花ヴィーラグ」

「……おまえの、枝フィオクレツ」

　そう、自然に口から溢れ出た。なんだ、これは――どこか困ったように、それでいて満たされたようにクリスティアンはまた笑って、そしてそっと、顔を寄せてきた。
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「あ、っ……は、ああっ!?」

　彼の唇が、エルヴィーラのそれに触れてくる。おかしな声が出て、同時にそれがひどく甘くて、今まで経験したことがないくらいに、混乱した。

「なっ、な……な、ぁ、に……を、っ……!?」

「かわいいな、そのような顔をするから、騎士姫と呼ばれるのだ」

「かっ、かっ、関係ないだろう!?」

「さぁ、どうだかなぁ」

　ふふんと笑ったクリスティアンの唇が、どういう意図でエルヴィーラに触れたのか。その見当さえつかない。

　きゅっと唇の端を持ちあげて、エルヴィーラは言った。尊大な表情を作ったつもりだけれど、果たしてクリスティアンに効いているだろうか。物怖じすることもないクリスティアンの笑いの方が、よほどに高慢だ。

（悔しい……！）

　そんなエルヴィーラの心中しんちゅうに気づいているのかどうなのか、クリスティアンはなおも唇の端を持ちあげて、いかにも楽しげにこちらを見ている。その腕はエルヴィーラの肩に回されたまま、その赤い目は、この洞窟の中でも楽しげに輝いている。

「生意気だ」

「ふふん」

　ふと、洞窟の外を見る。雨の勢いが、少しましになっているようだ。それにほっとすると同時に、少しばかり（惜しい）との気持ちが浮かんでいる自分にも気づいている。

（な、んだ……これ、は……？）

　今まで背負い込んできたものが、雨とともに流れていっている、ように、思う――。
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　あの雨空が、嘘のようだ。

　雨はあれからすぐ止んで、エルヴィーラたちは洞窟から出た。雨の上がった空には、濃い雲が広がっていた。龍の雲だ。淡い赤、黄色に緑、青、濃い青に紫――龍の雲のことを、クリスティアンに告げた。

「なるほど……聖女リーシェンの……そうか」

　考え深げなクリスティアンは、多くを説明しなかった。ふたりは村に戻り、皆の、特にレーナの歓待を受けた。

「もう、お姉さまはマシュマロ禁止です！」

「えええ!?　どうしてそうなる!?」

　イヴァリンをはじめとする村の者たちは笑い、自分の失態がそれで許されたと、エルヴィーラはほっとしたのだ。

　雨が止み、晴れ渡ったその日は、特に龍の雲が鮮やかだと感じた。エルヴィーラもその様子に慣れて、美しいと思えどそれ以上の諸々を考えることはなかった。

　そんな、日。あの雨の日から、三日。

「なんだ、なにやら……賑やかな」

　畑仕事のさなか、龍の民たちがざわざわと揺れている。皆手には鍬を、鎌を、鋤を持っているけれど、いつもとなにかが違うのだ。

　その幾人かの目は、赤い。濃い赤から淡い赤までさまざまだけれど、赤には違いない。改めて、そのことに気がついた。

「あっ……ジーヴァルドさん……」

　村の主柱だという、ジーヴァルドだ。彼とともに現れたのは、武装した三人。腰には剣、手には銃。クロムヘイム王国陸軍士官の装いの彼らのうちのひとりは、よく知っている顔だった。

「オーヴェ中尉!?」

「エルヴィーラ！　と……王太子殿下!?」

　反射的に出た呼び名に、自分がクロムヘイム王国の軍人であることをひどく生々しく思い出した。同時に自分の今の格好がオーヴェの目にどう映るか、ひどく心配になった。

　オーヴェは、ジーヴァルドに連れられて来た三人のリーダーであるようだ。駆け寄ってきた彼は、さっとクリスティアンの前に膝をつく。

「陛下が、我ら探索部隊を派遣されました。私たちは、殿下をお迎えに上がったのです」

「頼んではいないがな」

　肩をすくめてくすりと笑うクリスティアンは、今まで気軽に接していたことをたじろぐほどのカリスマを放っていて、エルヴィーラはたじろぐ。

　今のクリスティアンは着古したオーバーオール姿で、土に汚れた洗いざらしのそれは身分とはあまりにも不釣り合いなのに、それでも王太子としての威厳に満ちている。ここしばらくずっと一緒にいたエルヴィーラなのに、この日々には感じなかった風格だ。

（クリスティアン、は……王子、なのだな……）

　村の主柱であるジーヴァルドさえも敬意を払っているようだ。エルヴィーラはこの村で、呑気にレーナたちの世話になっていただけだったけれど、その間にもクリスティアンは王太子としての自覚、精神性を高めていたのか。

　そう思うと、にわかにひどく恥ずかしくなった。同時に、雨の洞窟でエルヴィーラを慰めてくれたあの優しさは、この威厳ゆえだったと感じるのだ。今になれば。

「殿下、王都にお戻りください。王太子殿下がおられないことで、混乱しております。お迎えに上がりました」

「繰り上がりの第三王子だが？　ついこの間まで、冷や飯食いだった」

「そのようなことを、おっしゃってはなりません。さぁ、どうぞ王都に」

　そんなクリスティアンたちを、ジーヴァルドがじっと見ている。クリスティアンと同じ赤い目は、ただ色が同じだというわけではないのではないのか――？

「……っ！」

　反射的に受け止めた異な感覚に、エルヴィーラは身を翻していた。

　がちっと、銃の撃鉄を引き起こす音が聞こえたのだ。続けて引き金を引けば、発砲できる。

「やめろ！」

　気づけばエルヴィーラは、クリスティアンの背後の龍の民たちに銃を向ける兵士の前に、立ちはだかっていた。

「エルヴィーラ！」

「危ない、離れろ！」

　制する言葉は、エルヴィーラの脳裏を素通りする。皆の前に立つエルヴィーラの息は、荒い。目の前がよく見えない。全身がひどく熱い。

「民に、銃を向けるなど……許されん！」

　エルヴィーラの怒声は、自分でも驚くほどに低かった。

「銃を下ろせ！　さもなくばわたしが受ける！」

「エルヴィーラ！」

　クリスティアンの叫び声だ。彼はエルヴィーラの肩を、痛いほどにがしりと掴み、そして吠えるように言った。

「あなたの、花ヴィーラグ……！」

「は、あ……っ……？」

　なんだ、いきなり。突然のクリスティアンの奇妙な言葉に、腹の奥からの「はぁ？」が出たけれど、同時に脳裏が、エルヴィーラ自身の意識とは関係なくそれを受け取り、それと同じくして心が驚くほどにすうっと鎮まっていくのを感じた。

「う……っ？」

　なにを、いきなり。そう思うのと同時にまるでその言葉とつながっているかのように、エルヴィーラの口をある文言がついて出た。

「おまえの……枝フィオクレツ」

　ふわり、とあたりの空気が変化したような気がした。それはエルヴィーラだけが感じた変化だっただろうか――否、クリスティアンにも伝わったはずだ。ひどく落ち着いている自分に、気がついた。

「そうか、やはり……」

　わたしたちは、【魂のつがいクィンツィー】――その実感を喜ぶ気持ちは、今は封じておくしかない。目の前の状況は、それどころではないのだ。

「落ち着いたか」

「あ、ああ……」

　はっ、とひとつ大きく息をつき、そして改めて目の前を睨みつけた。

　銃を手にしている兵士は脅えた顔をしていて、その手をオーヴェが押さえている。オーヴェはクリスティアンに恭しく頭を下げて、しかし上げた目はどこか攻撃的に光っていた。

「龍の民が、我が国の王子ふたりを殺したのは事実です。それを無視して仲よくなれなど、無茶な要求」

　オーヴェの発言はもっともだ。また龍の民との融和が難しいのも事実。エルヴィーラは眉をしかめた。

（どうすればいいのだ……このような、状況で？）

　エルヴィーラの懸念などどこ吹く風といった様子で薄く微笑んだクリスティアンは、王太子らしい迫力とともに厳かに言った。

「龍の民は、敵ではない」

「……殿下！」

　そんなクリスティアンの言葉を、オーヴェが一蹴する。

「バカなことをおっしゃいますな。あなたの兄上は、龍の民に殺されたのですよ？　兄上たちの弟であり、王太子であられる殿下が、そのようなことを……！」

　怒りと困惑と、そしていささかの嘲笑をも含んだ調子で、オーヴェは言う。彼は口もとを引きつらせて、言い放った。

「龍の民の側に、立たれるのですか？」

　オーヴェの言う意味もわかる。いったい、どうすればいいのか――エルヴィーラには判断などできるはずもないこの状況を前に、クリスティアンは、にやりと笑ったのだ。はっきりと唇の端を持ち上げた。

「え、っ？」

　その表情にオーヴェも、もちろんエルヴィーラも、その場の者皆が、驚いた――はずだ。

　そんな皆の反応を楽しむように、クリスティアンはまた笑って、そして言った。

「どちらに立つか、などと。そう言うか？　おまえもずいぶんと、ひどいやつだなぁ？」

　クリスティアンの問いかけに、彼はひどく慌てた。無理もない、王太子にそのように言われて平然としていられるわけがない、しかし。

「どういう、意味……？」

　オーヴェが声を震わせる。クリスティアンはなおも、にやりと笑った。

「クロムヘイム王国側か、龍の民側か。おまえは私に、それを強いるのか？」

　そう言いながらクリスティアンは、その紫色の髪をかき上げる。その赤い目がぎらりと光ったのは、気のせいではない――。

　赤い瞳をことさらにまたたかせながら、クリスティアンは妙に軽い調子で言った。陽の光を浴びて、赤がきらきらきらめいている。

「私の、この『焔の瞳』。これは私が、龍の民の血を引くがゆえだぞ？」

「え、ええっ!?」

　驚いたのはエルヴィーラだけではない。その場の者が、揃って驚愕の声を上げている。驚いていないのはクリスティアン本人と、ジーヴァルドだけだ。

（赤い瞳は、龍の民の証……？）

　ふたりの、赤い双眸――同時にエルヴィーラは、あっと声を上げた。

　思わずまわりを見回す。全員ではない、しかし確かに赤い目の者は多いのだ。そして特に目立つのは、ジーヴァルドとクリスティアンのそれだ。

「すべての龍の民が、その目を持っているわけではない……のだな？　一部の者だけだということか？　あなたも含めて……」

　エルヴィーラは傍らを見、驚いている村の者たちと目合わせて、困惑のまばたきを繰り返す。

　そんなエルヴィーラに、クリスティアンが笑いとともに話しかけてきた。

「おい、『薔薇輝石の少尉』、おまえも無関係ではないぞ？」

「へ、えっ？」

　呼ばれ慣れてはいないけれど、しかし自分のことだという自覚はある。おかしな声を上げてしまって、慌てて口を塞いだ。

「おまえも見たのだろう？　聖女の、聖心。あれは今、どこにあると思う？」

「え、ええっ……？　聖心……？」

　思いもしないクリスティアンの言葉に、ただただ戸惑うばかりだ。クリスティアンが指を差してくる。

「はっ？　なんだ……」

「聖女の聖心は、別名『薔薇輝石』。叙任においておまえに薔薇輝石を与えたのは長兄のマクシミリアンだったが……むろんそこには、意図があった。兄上は、龍の民との融和を願っていたんだ。それは父上の意図とは反し……」

「いや、しかし……し、かし！」

　今のクリスティアンの話に口を挟むべきではない、そう思うのだけれど、しかし自分も関係する話だと聞かされては、黙ってもいられない。

「長兄が龍の民の手にかかったのは不幸な事故だったし、次兄が復讐しようとしたのは、激情に過ぎた……それでもすべては、龍の民との融和のためなのだ。私はその遺志を継いで、いずれ王となる」

　クリスティアンの宣言に、悲鳴を上げたのはオーヴェとともにやってきた兵士のひとりだ。栗色の髪の彼はその手を腰に、剣を引き抜こうとしている。

「バカな！　バカな、誇り高きクロムヘイム王国と、龍の民との融合など……そんな、バカな！」

　彼の視線の先には、イヴァリンがいる。彼は鬱金色の目を見開いていて、激高した兵士が剣を抜こうとした、そのとき。

「やめて！」

　レーナが飛び出した。兵士がその手を振り上げたのは、慌てて剣を収めようとしたからだろう。しかし勢い余って、レーナを殴ってしまう。

「きゃああっ！」

「レーナ！」

　駆け寄ったイヴァリンに抱きしめられたレーナは、頬を赤くしている。それほどひどく殴られたわけではないようだけれど、拳を入れてしまった兵士は唖然としていて、レーナを殴った事実には違いない。

　ざわりと、エルヴィーラの全身が粟立った。

「妹から、離れろ！」

　もう無理だ。クリスティアンに『あなたの花ヴィーラグ』――あの言葉をかけられても、エルヴィーラを止められはしない――激高したエルヴィーラはレーナたちの前に立ち、強く拳を握った。

「あなたは、レーナを守れ……！」

　そうイヴァリンに言い捨てて、同時にレーナを打った兵士を殴り倒した。

「ぐう、あっ！」

　兵士はどうと、その場に倒れた。あたりには痛いほどに緊張した空気が走り、その一触即発の中――そのときの驚きを、エルヴィーラは生涯忘れないだろう。

「え、っ……あ、ああ……？」

　あたりがふわりと、虹色の光に包まれる。淡い赤、橙、黄色に緑、青、濃い青に紫――見る者すべての毒気が抜かれてしまうような、暖かくて柔らかくて、優しい光だ。

「リーシェン、さま……？」

「え、っ……？」

　龍の民のひとりがつぶやいた名が、耳に入った。聖女リーシェンは死んだのではなかったか、磔にされて火刑に処され、消えたのをエルヴィーラは確かに見たのだ。しかし。

「いや、だって……あれは、シェルだろう？」

　虹色の光の中心には、両手を組んで、目を閉じているシェルがいる。シェルはゆるゆると目を開けて、その双眸はまばゆいほどに真っ赤に、輝いていた。

「な、に……どういう、こと……だ……？」

『龍の雲は、聖女の繭』

　エルヴィーラの知らない声で、シェルが呟いた。

『新しい聖女の、誕生です……！』

「新しい、聖女？　シェルが、か……？」

　気づけばエルヴィーラは、その場にへなへなと座り込んでいた。あまりにも驚いたのと、今まで自分の価値観の中になかった世界に身を置いていることの、不思議さと――。

　虹色の光が少しずつ薄れて、するとシェルの傍らに、ナーランがいるのが目に入った。彼はいつになく心配そうに、その金色の双眸でシェルを見つめている。エルヴィーラの知っているナーランはいつも無愛想に、なににも興味がないかのようで、だからそれほどにシェルを心配している姿が不思議でもあったのだ。

（ナーランは、知っていたんだろうか……リーシェンの次の聖女が、シェルだってこと……）

　その継承にどのような手順があるのか、エルヴィーラはまったく知らない。そんなエルヴィーラの目にも今のシェルは、聖女に見えた。

　あのとき、あの火刑の場で見た美しく誇り高く儚げで、美しかったリーシェンの姿が目の前をよぎる。まるで幻のような、それでいて確かに目の前にある『聖女』の姿に、目を奪われた。同時に大きくよろめいてしまう。

「ふ、ぁ……」

「おっと」

　クリスティアンが、肩を抱いて支えてくれる。なにをする、と跳ねのけたいところだったけれど、こちらを覗き込んでくるクリスティアンの労るような表情に、なにも言えなくなってしまった。

　口ごもりながら、エルヴィーラは言う。

「新しい聖女がシェルということは、シェルはやっぱり、女の子、なのか……？」

「は」

　クリスティアンは、きょとんとしている。彼はすぐに微笑んで、エルヴィーラを嗜めるように言った。

「さぁ……どうなのだろうな……？　まぁ、そんなことはどうでもよくないか？」

「そう、だな……」

　心配そうにシェルを見つめるナーランの表情に、ふと思い出したことがある。

（暴走って、どういう意味なのかな……どう暴走するんだろう？）

　処刑されたリーシェンも、暴走するところなど想像もできないふるまいだったけれど、暴走することもあったのだろうか。そして。

（聖女が暴走すると、どうなるんだろう？）

　突然の、新しい聖女の誕生に立ち会うことになって驚くばかりのオーヴェたちを前に、クリスティアンは改めて立ちはだかった。その迫力にはオーヴェ率いる部隊の面々、そしてエルヴィーラも威圧された。

　クリスティアンはふっと息を吐き、するとオーヴェが表情を固くする。叱責でも受けると思ったのだろうか。無理もないけれど。

「私は、龍の民との共存を提案する。そのためにも、王都に戻ろう」

「は、っ……」

　ぱん、ぱん、ぱん、と手を打つ音が、鳴り響く。ジーヴァルドだ。彼は鷹揚に、いかにも主柱らしい微笑みを浮かべている。

「もちろん私も、協力しますよ？　私はそのために、主柱であるんでしょうからね」

　ふたりは、赤い瞳を見合わせた。いつの間にこれほどまで心を通わせていたのか。驚くとともに、なにやら妙な疎外感を感じてしまった。

「三男で、王太子になる自覚などなかった私だが、ここで龍の民との交流を持てた……感謝している」

　クリスティアンは優美に礼を取り、まわりの者たちも自然に、彼に頭を下げる。

（施政者としての威厳か、これが……）

　気づけばエルヴィーラも、クリスティアンに礼を取っている。この村で民たちと関わるうちに、このような威厳が身についたというのか。

（わたしはただ漫然と、毎日働いていただけだというのに……！）

　この差が、王族とそうでない者の違いか。彼との距離を見せつけられて、むっとする気持ちがないわけではない、しかし妙に納得してしまったのだ。同時に、龍の民の血を引いていることは、クロムヘイム王国の王族たることを濁らせないということも証明している。

　それはオーヴェたちにも伝わったようで、彼らは苦いながらも納得した表情をしていた。

「うわ、っ!?」

　そんなクリスティアンに、いきなり肩を抱かれた。引き寄せられて、おかしな声を上げてしまう。

「そしてこの者が、私の【魂のつがいクィンツィー】であり、私の聖女だ。この者、エルヴィーラ・カッセルは、薔薇輝石の少尉……その名を与えた我が兄マクシミリアンの遺志を、私は引き継ぐ」

「聖女」

　エルヴィーラがか。あまりにも自分に似合わない言葉に笑いそうになったけれど、同時に「暴走する（かもしれない）」という点に置いて同じだと、妙に納得してしまった。

「【魂のつがいクィンツィー】で、そして聖女だなんて……素敵です！　こんなことがあるなんて、聞いたこともなかったけれど、だからこそ」

　レーナが、あたりをはばかる様子もなく、はしゃいで拍手している。イヴァリンも同様だ、そしてまわりの者も皆、歓笑している。

　その中にはシェルも、そしてナーランもいることに気がついた。まったく本意ではないけれど、エルヴィーラも腹を括らねばならぬようだ。

















第五章　共存、そして未来へ
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　オーヴェたち以外のクリスティアンの探索隊とは、村を出たところで合流した。

　村でなにがあったのか、オーヴェが簡単に説明したけれど、新たな聖女の誕生や、それにまつわるさまざまなできごとについては、クリスティアンが「王都に着いてから説明する」と言い、探索隊はひとまず納得したらしい。

　エルヴィーラたちは、王都に戻る。この龍の村で今後なにが起こるのか、見届けたい気持ちはある。しかしエルヴィーラはクロムヘイム王国の軍人で、その務めを果たさなくてはならないのだ。

　村を出る前に、レーナに問うた。

「レーナは、ここにいるのか？　家には帰らないのか」

　この妹に、おかしなわだかまりを抱いていたことを知られては、気まずい。クリスティアンにしか言っていない、彼だけが受け止めてくれれば、それでいいことなのだ。

「お父さまもお母さまも、おまえのことを心配している……」

　それでもレーナの身が心配なのは、事実なのだ。そう尋ねると、レーナはふるふると首を振った。

「イヴァリンと、一緒にいたいのです」

「では……ひとときの、別れだな」

　せっかく会えたレーナとの別れは辛いけれど、しかし『ここにいる』ことはわかっているのだ。イヴァリンに「妹を頼む」と言い残し、皆に礼を告げて、ひと月ほど世話になった村に背を向ける。

「わ、ぁ……」

　鮮やかな虹色の雲が、見送ってくれた。それとも、この村から出る足を引き止めようというのか。さみしさが湧き上がる。足が止まる、雲を見つめてしまう。

「行くぞ、エルヴィーラ！」

　そこにかかったのは、クリスティアンの大きな声だ。弾んだ声で呼びかけてくる。

「今行く！」

　大きな声でそれに応えて、そしてきびすを返した。

　新たに知った世界をあとに、生まれ育った環境に戻る。それでも今のエルヴィーラは、以前の自分ではないのだ。あのころよりも少しは、自分を認めてやれる。自分を好きでいられる。そのような気が、する。

「早く来い！」

　その原因が、こちらに向かってぶんぶん手を振っている。
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　王太子が、王都に帰還した。

　王と王妃の出迎えを受け、王宮の謁見の間にて対面したクリスティアンは、王太子として、クロムヘイム王国の民と龍の民の融和のために働くとの宣言をした。

「龍の民との融和、とのことを、のう……」

「なにを！」

　非難の声を上げたのは、王妃だ。きっちりと結い上げられた銀色の髪、目は深い青だ。

「マクシミリアンとファビアンは、龍の民に殺されたのですよ!?　そんな者たちと、融合とは！　あり得ない、あり得ません！」

　憤然とわめく王妃を、クリスティアンは静かに見ている。その赤い目が、母妃に注がれる。それをエルヴィーラは、唖然と見つめていた。

　王太子との対面に際し、多くの臣下が謁見の間に集まっている。エルヴィーラが末席にいるのは、少尉であり伯爵家の一員であるから。それ以外にエルヴィーラが謁見の間にいる理由はないはずだった、のに。

　ふっと顔を上げ、振り返ったクリスティアンは、言った。

「薔薇輝石の少尉……そうだな、『薔薇輝石の騎士姫』。こちらに来い」

「え、ええっ？」

　突然呼ばれて、驚いた。なによりもここは、王宮の謁見の間なのだ。龍の民の村ではない。それなのにそれほど気軽に呼びかけられて、あわあわと慌てるばかりだ。まわりの者も訝しげに、エルヴィーラを見やってくる。

「早く、こちらへ。エルヴィーラ・カッセル少尉」

「は、はいっ！」

　改まった調子で呼ばれて、慌てて床を蹴った。磨き抜かれた石床に足を取られて滑りかけて、しかしどうにか堪えた。クリスティアンの側に膝をつく。

「罷り越してございます」

「うむ」

　満足げにクリスティアンは笑う。その笑みは見慣れたものではあったけれど、同時に彼の王子、王太子としての威厳を感じて、ごくりと息を呑んだ。

「わ、っ！」

　エルヴィーラの肩に手を回し、引き寄せて、クリスティアンは両親を見やる。王と王妃はぽかんと口を開けて、ひどく驚いた顔をしている。

（いと高き方々も、このようなお顔をされるのだな……）

　妙な感心をしてしまう。王太子たるクリスティアンがこれほどに気安い人物なのだから、不思議ではないのだけれど。

（王族の方々も、人間なのだな……）

　同時に、そのようなことも思ってしまう。だからといって気安く接せられるわけでもないのだけれど、しかし緊張に全身が強ばるというほどでもない。クリスティアンのおかげだ。

　もっともここに呼びつけたのも、クリスティアンなわけだけれど。

「おまえ、そんな……気安く、女性の体に触れて！」

　王妃が悲鳴を上げる。その言うことももっともだ、しかしクリスティアンは見せつけるようにエルヴィーラをぐいぐい抱き寄せて、まるでふたりでひとつのように身を寄せて、そして言った。

「この者は、私の『聖心』でございます。ゆえに、離すことはなりませぬ。この者を離すことは、すなわち聖女を手離すことでありますれば」

「ふん……」

　王は、こちらを睥睨してくる。その圧力でエルヴィーラを押しつぶそうとでもいうようだ。

「聖女だの、聖心だの……それは、龍の民たちの風習よの。我らクロムヘイム王国の民のものではない。ふふっ……おまえも毒されたかや？　己もまた、龍の民になったつもりか？　異端者を気取っているのか」

　そう言った王は、尊大に笑う。あの夜、月の下の庭園でクリスティアンが言っていたことを思い出した。あの鉱山で、クリスティアンは死ぬはずだった。不要になれば捨てられるだけの、第三王子――！

（意見の食い違いゆえに抹殺されそうになった、その程度の存在にすぎなかったと、クリスティアンは言っていた）

　それは、本当だろうか。エルヴィーラは思った。クリスティアンがそう思ってしまっていた原因は、ほかにあるのではないだろうか。目の前の王妃を見ていて感じる、たとえばエルヴィーラが心に抱いていた齟齬のような――？

　視線を上げた、すると王と目が合う。その静かに黒い瞳に、微かな赤みを感じたのは気のせいだろうか。否――反射的にエルヴィーラは、クリスティアンの『焔の瞳』を見た。

（似ている……ような、気が、する……？）

　王は、続ける。

「しかし、その者。『薔薇輝石の少尉』といったか。その者に、そのつもりはあろうかの？　そなたに振り回されているだけではないのか。そなたの勝手に巻き込まれて、流されているだけではないのか」

　はっ、と王は、嘲笑うような息を吐いた。

「しょせん、その程度よの。薔薇輝石だ聖心だ、聖女だ……言葉の美しさに騙されているだけではないのか。その程度の、上辺しか見られぬような、愚か者……そのような者を聖女だ、己の聖心だとは……おまえもその程度ということよの。クリスティアン」

（え、っ……な、に……を？　そこまで、言う……？）

　あまりの言葉に、瞠目して王を見る。王者の迫力そのままに、エルヴィーラを睥睨している。その迫力に怖じ気づいたけれど、しかし意地でも顔には出さない。口もとを引き締め、その言葉を己の態度で否定しようとした。

「……ちち、うえ」

　反応したのは、エルヴィーラの肩に手を回しているクリスティアンだ。その瞳が、かあっと燃え上がったのをエルヴィーラは見た。

「父上！」

　クリスティアンの怒声に、びくりとした。王に睨まれても堪えた感情が、洩れ出てしまう。人目に晒されてしまう。そのことを悔いつつも、それよりもクリスティアンだ。

　今までの落ち着きが、嘘のようだと思った。まるで逆鱗に触れられた龍のように、指先にまで怒りが満ちたような彼を宥めなくては、とエルヴィーラは焦った。ここがどこかも忘れて、声を上げる。

「落ち着け、クリスティアン！」

　はぁ、はぁ、と荒い息の彼は、激しく肩を揺らしている。その瞳は燃えて、感情が伝わってくるような、同時に止められるのは自分しかいないとの本能が湧き上がった。

「おまえの、枝フィオクレツ」

　その言葉は自然に流れ出て、エルヴィーラ自身にはなんの不思議もなかった。まわりが息を呑むのがわかる。それよりも、クリスティアンの反応だ。

「あな、た……の、花ヴィーラグ」

　静かに呼びかけたエルヴィーラにクリスティアンは応え、それで宥められて落ち着いたようだ。はぁ、と大きく息をつき、そして改めてエルヴィーラの肩に腕をかけてきた。自分たちが【魂のつがいクィンツィー】として、こうやって互いを満たせるのだということを実感して、改めてこの関係性を、不思議に思う。

　咳払いをして、クリスティアンは、王に伝えた。

「反乱など誤解、龍の民は反乱など意図してはいない。ただ静かな暮らしを望んでいるだけ。鉱山への出稼ぎも、口に糊するためだけ……クロムヘイム王国の不利益を望んでなどいないことが、彼らと生活してはっきりとわかりました」

「ふん、どうだかな」

　嘲笑うようにそう言ったけれど、果たしてその意図はどこにあるのか。エルヴィーラは、ごくりと息を呑んだ。

「それもまた、自分たちに都合のいいように話をねじ曲げようとしてのことではないのか」

「陛下……！」

　互いを呼び合うことで勇気を得たのは、クリスティアンだけではない。エルヴィーラも同じだ。肩にかけられた腕を振り払い、膝をついて胸の前に拳を握った手を添える。そして、言った。

「畏れながら陛下も、龍の民の血を引いていらっしゃる」

「な、っ……！」

　悲鳴を上げたのは、王妃だ。その青の目が見開かれ、まるで爬虫類でも前にしているかのような表情に、いっそ笑いが洩れた。

　そんなエルヴィーラを、王はじっと見つめてくる。そのまなざしに怯んだけれど、ちらりと傍らのクリスティアンを見て、また息を呑む。

（わたしは、クリスティアンの【主メスタヴ】だ……このようなところで、引くわけにはいかない！）

　そんな思いを新たに、王を見る。エルヴィーラを見下ろす王の黒い目には、確かに赤の一閃が見て取れるのだ。

「ほぉ……エルヴィーラ・カッセル。なかなかに肝が太いのう。朕に、そのようなことを言う輩は、今までにおらなんだが」

「畏れ入りましてございます」

　王の笑い方は、クリスティアンに似ている。やはり親子だ、ふたりの間には明確な血のつながりがある――その確信を胸に、エルヴィーラは続ける。

「ですが、ゆえに……王太子殿下が『焔の瞳』を持っていると、龍の民の血を引いていると批判されるのは、畏れながら、間違われておいでではないでしょうか。それはすなわち、ご自分をも貶められていることかと存じます」

「エルヴィーラ・カッセル！」

　また叫んだのは、王妃だった。王妃は膝を崩してしまい、侍女が駆け寄る。そんな妻を横目で見やった王は、なおもじっとエルヴィーラを見やってくる。

　堅苦しい場は苦手だ。ゆえに舞踏会やらなんやらから、公式の場から逃げていた自分を、悔いた。

（レーナに習って、こういう場に慣れておけばよかった……ええい、わたしはきちんと礼を取れているのか!?）

　もどかしさに震えるエルヴィーラの耳に、ははははは、と笑声が広がった。

「え、っ？」

　笑っているのは王だ。先ほどまでの（クリスティアンに似た）意地悪い表情などどこへやら、快活に朗笑する王に、隣の椅子の王妃も「へ、陛下？」と戸惑っている。

　長い人生をともにしている王妃ですら驚いているのだ、ましてやエルヴィーラなどが王の意図を知ることなどできない。

　長い笑いを収めた王は、ひとつ息をついて、言った。

「生意気よのう、学校を出たばかりの、少尉ごときが」

「失礼を……！」

　体勢を立て直し、改めて礼を取ったエルヴィーラの頭上に、王が声をかけてくる。

「その方ほうの言うとおり……朕のみならず。この国の者は、多かれ少なかれ龍の民と混ざっておる。妃、そなたもぞ？」

「そ、んな……陛下！」

　今度こそ王妃は倒れそうになったけれど、王はなおも笑うばかりで、そして玉座から下りてくる。しゅ、しゅと衣擦れの音が、しんとした謁見の間に広がる。

「大儀であった。よく努めよ。王太子」

「は、っ……御意！」

　虚を突かれたようなクリスティアンは、はっとしたように目を見開き、そして深く頭を下げた。王はクリスティアンの髪をゆるりと撫で、そしてまた玉座に戻った。

　悠々と腰掛ける姿は王としての威厳に満ちていて、そんな国王に生意気な口を利いたと、今さらながらにエルヴィーラは悔いた。

「そなたら、【魂のつがいクィンツィー】たるふたりよ」

　いかめしく響く声で、王は言った。

「この国の礎となれ。努め、励めよ。クロムヘイム王国の繁栄のために」

「はっ！」

　ふたりして頭を下げて、そして目が合った。思わず笑ってしまったのは、どちらからだっただろうか。

「なにしろこの者は、頼りになる武人でございますれば。私を守ることなど、わけもないこと……なぁ、エルヴィーラ？」

　そう言って笑うクリスティアンに、ばんばん肩を叩かれた。痛い、と顔をしかめつつ苦情を告げれば、彼はさらに楽しげに笑った。

「私の目を美しいと言ったのは、おまえだけだ」

　そしてそう、呟くように言ったのだ。

















終章












　その日の訓練が終わり、屯営から出たエルヴィーラは、きょろきょろと目的の姿を捜した。

「あっ、クリスティアン！」

「なんだ」

　不機嫌な表情でこちらを見やったクリスティアンは、唸るように返事をした。この表情は、さしずめ父王と意見でも食い違ったか。王太子でありながらまるで一介の兵卒のように屯営に出入りしているクリスティアンは、王太子の顔を知らぬ者にはその身分がバレていないらしい。

「どうした、騎士姫」

「相変わらず、その呼び方を……！」

　自分から声をかけておいて、ついつい怒ってしまったエルヴィーラは、それどころではないとこほんと咳払いをした。

「それはいいんだ、それよりも、ほら」

　なおも眉をしかめたままのクリスティアンは、それでもなんだとエルヴィーラの手にしている書簡を覗き込んだ。その仕草も、威厳あるべき王太子のものとは思えない。まるで少年のような表情で彼はエルヴィーラの手にしているものを見た。興奮とともに、エルヴィーラは語る。

「手紙だ、レーナから」

「おまえの妹か」

「ああ、昨日これが、我が家に来た。今までの手紙はわたし宛てだった。昨日のこの手紙は、両親宛てだったんだ」

「なんらかの意図が？」

「そうだ、ほら！」

　エルヴィーラが手紙のある箇所を指差すと、クリスティアンはふむふむと見やってくる。先ほどの仏頂面の原因は、忘れたらしい。そしてエルヴィーラの期待通り、驚愕した顔を見せてくれた。

「子が……！」

　そうだ、とエルヴィーラは頷いた。このたびの手紙は、レーナの妊娠の報せだった。レーナが龍の民の村で暮らしていることにいい顔をしない両親だけれど、このたびの手紙の内容には顔を輝かせていた。それはエルヴィーラも同じだし、クリスティアンもそうだと確信していた。事実、そうだったわけだし。

「ああ、来年には生まれるらしい」

「それはめでたい……めでたいことだ。いい話を聞かせてもらった……」

　何度も頷きながら、クリスティアンは目を擦った。その赤い瞳が、少しばかり潤んでいる。

「なんだ、泣いているのか？」

　冷やかす口調で、そう言った。にやりと口の端を持ち上げて、クリスティアンの顔を覗き込む。彼は恥ずかしそうな、それでいて怒ったような顔で、言った。

「嬉しいことではないか、こんなにめでたいことがあるか！　おい、そんな顔で見るな」

　その赤い目を潤ませて、気のせいかもしれないけれど、口調も少しおぼつかないように感じる。

「泣くな恥ずかしい。ほら、みんな見ている」

「おまえが泣かせたんだろうが！」

　ふたりが言い争っていると、すれ違う者たちは皆、口を揃えて「相変わらず仲がいいなぁ」と言うのだ。大変に不本意だ。エルヴィーラも彼らを睨みつけた。

「そういうことでな、両親はレーナに会いたがっている。妊婦をうろうろさせるわけにはいかないから、両親がレルムヴァーレの森に行きたいと」

「龍の民の村に、個人が気軽に行けるものか。いくら伯爵家の者とはいえ」

「そこを、あなたに頼みたい」

　広げた書簡を手にしたまま、エルヴィーラはじっとクリスティアンを見た。見つめられて、彼は先ほど以上に不機嫌な顔をする。

「私に、なにを……」

「特別の許可がほしい。なぁ、陛下に取りなしてくれないか」

「そんな扱いができるか。そもそも父上が、そんな特別を許すなど……」

「あなたになら頼めると思ったのだ」

　そこでエルヴィーラは、言葉を切った。穴が空きそうなほどにクリスティアンを見つめる。そしてささやいた。

「なぁ、わたしの花ヴィーラグ……」

「こういうときに、その言葉を使うな！」

　きいっと声を上げるクリスティアンに、にやりと笑ってみせる。あたりをきょろきょろ見回して、こちらを見ている者がいないことを確認した。

　クリスティアンに顔を寄せ、その頬にちゅっとくちづける。

「な、な、な……!?」

「おねだりだ」

　エルヴィーラの言葉に、クリスティアンは目を白黒させた。今まで潤んだ目が驚愕に見開かれる。

「お、お、おまえ……」

「頼むよ、わたしの花ヴィーラグ」

「だから、やめろ！」

　クリスティアンは悲鳴を上げ、そのせいでずいぶんと注目を浴びてしまった。ほかにどういう手を使えば『おねだり』できるかと考えながら、エルヴィーラはくすくすと笑った。
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